


　
　2023 年度は独立行政法人日本スポーツ振興センターにおいて、第 5 期中期目標・中期計画が
スタートした年でありました。今後 5 年間の計画の始まりでもある中で忘れてはならないのは、
その次の第 6 期（2028 年 4 月〜）も見据えた持続可能な組織体制を構築する必要性です。その
ことを念頭におきつつハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）では、1 年間事業を実施
してきました。その内容をここに年報という形で皆様にお伝えします。

　HPSC では、持続可能な組織体制の構築として新たに「連携・協働推進部」と「国際情報戦略部」
を設置しました。それぞれの部は、これまで HPSC になかった観点から地域のスポーツ医・科学
センターや大学、企業との連携等を実施してきました。また、国際競技団体等との共同の調査研
究や、各国との包括連携協定に基づく様々な活動を展開しました。これら 2 つの部の設置が、他
の部と連携、協力することで HPSC の機能強化が推進される可能性を示すことができました。

　HPSC では科学研究論文の執筆はもとより、スポーツ医・科学の知見を広く浸透させるために
書籍の発刊も積極的に行っています。2023 年度は「スポーツ栄養学 スポーツ現場を支える科学
的データ・理論」と「アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン」の 2 冊を
世に送り出しました。スポーツ医・科学研究事業においては、「研究の柱」を設置し国立スポー
ツ科学センターが取り組むべき研究を整理しました。さらに、学会カレンダー会議を設置し、誰
が、いつ、どこで、何を、どのように発表していくかについても検討をしてきました。また、ス
ポーツ医・科学支援事業においては、総合型サポートとして 7 つの競技・種目への組織的、総合
的、継続的な支援を行ってきました。あわせてハイパフォーマンス・サポート事業では、杭州ア
ジア競技大会と杭州アジアパラ競技大会において、現地での支援体制を確立し支援を実施してき
ました。その成果を基にパリ 2024 大会では、より良い支援を実施できると考えています。
　
　これらの活動について各担当者が本年報に詳しく執筆をしました。我々 HPSC では、東京
2020 大会のレガシーとして、「ハイパフォーマンスからライフパフォーマンスへ」をコンセプト
として掲げ、オリパラ大会を中心に支援してきた内容を社会に還元する試みも始めています。そ
の一端も本年報にて垣間見ていただくことができると思います。より多くの方々からのご意見を
賜り、2024 年度以降の事業に活かしていく所存です。引き続きご指導ご鞭撻をよろしくお願い
します。
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ハイパフォーマンススポーツセンター
セ ン タ ー 長     　　　  久木留　　毅
　　　　　　　　　　　  　職員数 325名

ハイパフォーマンス
スポーツセンター運営部
　部長　中村　勝尚
　　　　　　　  　職員数 42 名

ハイパフォーマンス戦略部
　部長　日下　光彦
　　　　　　　 　 職員数 48 名

連携・協働推進部
　部長　久木留　毅
　　　　　　　 　 職員数 51 名

国際情報戦略部
　部長　久木留　毅
　　　　　　　 　 職員数 15 名

事務部
　部長　伊藤　貴之
　　　　　　　 　 職員数 44 名

国立スポーツ科学センター
　所長 　　久木留　毅
　副所長    石毛　勇介
　副所長    中嶋　耕平
　副所長    星川　雅子
　副所長　　和久　貴洋
　　　　　　　職員数　169 名

スポーツ科学・研究部
　部長  星川　雅子
　　　　　　      職員数 62 名

スポーツ医学・研究部
　部長  中嶋　耕平
　　　　　　　　  職員数 63 名

ナショナルトレーニングセンター
　副センター長　岩渕　健輔
　副センター長　藤原　正樹
　副センター長　小松　　裕
　施設長　　　　久木留　毅　      

HPSC 所属の研究員等については、ウェブサイト
（https://www.jpnsport.go.jp/hpsc/）にて公開。
※職員数には部長含む。（併任部長は除く）

内訳 定員
職員

職員
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職員

22 20

内訳 定員
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18 30
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16 28
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研究員
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研究員（医師）

受託事業
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職員
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3
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12 29

内訳 定員
職員

研究員
職員
受託事業
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職員
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22

15

内訳 定員
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研究員
職員

職員

非常勤
職員

5

その他 ( 非常勤医師、非常勤専門職員等 )

2024 年 3 月 31 日現在

内訳 定員
職員

研究員

非常勤
職員

1

16 30

7 7
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（文責　HPSC 運営部運営調整課）



8　 Ⅲ　事業収支報告

Ⅲ 事業収支報告

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営収入
ナショナルトレーニングセンター運営収入
スポーツ及び健康教育普及事業収入

332,320
853,955
25,316

合　　　　　　　　　　計 1,211,591

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営費
ナショナルトレーニングセンター運営費
競技力向上事業費（戦略的強化）
スポーツ及び健康教育普及事業費

　1,825,846
1,952,630
1,170,874

137,162

合　　　　　　　　　　計 5,086,512

2023 年度　収入　（自己収入）

2023 年度　支出　

（単位 : 千円）

（単位 : 千円）

※自己収入と支出との差額分については、運営費交付金等が充当されている。

※支出の中には定員職員の人件費は含まれていない。

（文責　HPSC 運営部会計課）
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Ⅳ ハイパフォーマンススポーツセンター
施設の概要

　ハイパフォーマンススポーツセンター（以下「HPSC」という。）は、国立スポーツ科学センター、
味の素ナショナルトレーニングセンター、味の素フィールド西が丘、フットサルコート、屋外テニ
スコート、戸田艇庫の管理運営を行っている。オリンピック競技とパラリンピック競技を一体的に
捉え、スポーツ医・科学、情報等による研究、支援及び高度な科学的トレーニング環境を提供し、
国内外のハイパフォーマンススポーツの強化に貢献している。

施　設　名 主な設備・機能等

環境制御実験室 温・湿度実験室（温度 0 ～ 40℃、湿度 10 ～ 95%）、気圧実験室（大気圧～ 533hPa）

生理学実験室 呼吸循環系機能評価、筋活動記録・評価等

生化学実験室 筋肉、血液、唾液、尿を対象とした生化学的分析等

映像編集室 映像編集・エンコード等

体力科学実験室 有酸素性・無酸素性運動能力評価、筋力・筋パワー測定、大型トレッドミル（3m × 4m）

形態計測室 身体組成計測、三次元形態計測

陸上競技実験場 屋内 100m 走路、走幅跳・三段跳用ピット、投てきサークル、埋込型床反力計

バイオメカニクス実験室 自動追尾型三次元動作解析システム、等速性筋力測定装置

風洞実験棟 吹出口サイズ 2.5m × 3.0m、測定部長さ 8m、気流速度 5 ～ 35m/ 秒

生化学実験室

バイオメカニクス実験室 風洞実験棟陸上競技実験場

体力科学実験室環境制御実験室

1 国立スポーツ科学センター

　2001 年 10 月に開所した国立スポーツ科学センター（以下「JISS」
という。） では、スポーツ医・科学支援事業やスポーツ医・科学
研究事業、スポーツ診療事業等の各種事業を迅速かつ効果的に実
施するため、最先端の研究設備や医療機器が設置されている。ま
た、トップレベル競技者のためのトレーニング施設等、研究と実
践の場を有機的に結合した機能も有している。

（1）スポーツ科学・研究部施設



施　設　名 主な設備・機能等

診察室 内科、整形外科、歯科、皮膚科、婦人科、心療内科、脳神経外科

臨床検査室 血液検査、尿検査、呼吸機能、心電図、運動負荷試験等各種臨床検査

薬剤室 調剤、服薬指導、薬剤チェック、ドーピング防止に関する相談

栄養相談室 食事内容の栄養評価、栄養相談・指導

カウンセリング室 心理カウンセリング

画像検査室 単純レントゲン、MRI、CT、骨密度測定

アスリートリハビリテーション室 運動療法、物理療法、水治療法等

コンディショニングスペース セミナーエリア、相談室、畳エリア

心理学実験室・カウンセリングルーム 脳波、心拍、筋電等の測定、メンタルトレーニングの技法等の指導

トレーニングジム　CORE マシン、フリーウェイト

ハイパフォーマンス・ジム
トレーニング動作計測システム（映像・フォースプレート・各種センサ）、上肢プライオメトリクス
マシン、クライミングウォール、トランポリン、酸素濃度制御システム（範囲 18.6 ～ 11.2%）

診察室 薬剤室 栄養相談室

アスリートリハビリテーション室

ハイパフォーマンス・ジムコンディショニングスペース

画像検査室

トレーニングジムCORE

（2）スポーツ医学・研究部施設

10　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 1　国立スポーツ科学センター
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施　設　名 主な設備・機能等

栄養指導食堂　レストラン「R3」 116 席

宿泊室

客室 73 室（洋室シングル 70 室、洋室ツイン 1 室、和室 2 室）、バリアフリー
対応浴室 2 室
※客室 73 室のうち、低酸素対応室 67 室（酸素濃度制御範囲 16.8 ～ 14.4%）、
バリアフリー対応室 15 室

特別会議室 29 席

スポーツ情報サービス室 パソコン（ビデオ編集・インターネット閲覧等）、プリンタ、CD/DVD デュ
プリケーター、スポーツ関連雑誌

研修室 A・B・C・D 57 名収容×1室（A）、42 名収容× 1 室（B）、18 名収容× 2 室（C・D）

喫茶室「New Spirit」 33 席（飲み物、軽食、売店）

J-Lounge ミーティングエリア

栄養指導食堂　レストラン「R3」 宿泊室 研修室 A・B

スポーツ情報サービス室 喫茶室「New Spirit」 J-Lounge

（3）サービス施設

施　設　名 主な設備・機能等

競泳プール 50 ｍ× 8 コース、水深は可動床により 0 ～ 2 ｍまで調整可能、水球競技にも対応

アーティスティックスイミングプール 30 ｍ× 25 ｍ、水深 3 ｍ、水中及び水上の音響設備

新体操・トランポリン 新体操：床面 2 面、トランポリン：8 台

競泳プール アーティスティックスイミングプール 新体操・トランポリン

（4）競技別専用練習場



2 味の素ナショナルトレーニングセンター

　味の素ナショナルトレーニングセンター（以下「味
の素 NTC」という。）は、2008 年の開所当時は、競
技別の専用練習場である「屋内トレーニングセン
ター・ウエスト（以下「ウエスト」という。）」「陸上
トレーニング場」「屋内テニスコート」及び宿泊施設
の「アスリートヴィレッジ」から構成されていたが、オ
リンピック競技とパラリンピック競技の更なる共同利
用化を図るために、2019 年 6 月末に「屋内トレーニ
ングセンター・イースト（以下「イースト」という。）」
が拡充・整備された。

（1）屋内トレーニングセンター・ウエスト

　2008 年 1 月 21 日に開所。2023 年 3 月現在は 9 競技の専用練習場があり、各練習場とも壁面等に
はハイビジョンカメラ等が設置され、併設のテクニカルルーム内の機器を用いて、映像分析を行う
ことが可能である。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

3 階

体操 男子 6 種目、女子 4 種目の全ての体操種目の練習が可能。

バレーボール コート 2 面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バドミントン コート 10 面。空調設備は、バドミントンのシャトルの軌道に影響が
ないように配慮。

2 階

ハンドボール コート 2 面。コートの素材には、長尺シートを使用。

バスケットボール コート 2 面。壁面ゴール 4 台設置。

共用コート 2
オリンピック競技（ハンドボール、バスケットボール、バレーボール、
バドミントン）や、一部のパラリンピック競技の練習が可能。コー
トの素材には長尺シートを使用。

1 階

柔道場 5 面分。833 畳。肋木及びクライミングロープを設置。

研修室 大小合わせて合計 6 室。プロジェクター、音響設備。
※同時通訳機器（有料）を利用可能。（最大 4ch、受信機 350 機）

共用コート 1 競技を問わず多目的な使用が可能。

地下 1 階

ボクシング 常設リング 1 台（仮設リングの増設も可能）、パンチングボール、サ
ンドバッグ等を設置。

ウエイトリフティング 競技プラットフォームが 1 面、練習用のプラットフォームが 13 面設
置。フォースプレート（床反力計）を 4 枚設置。

レスリング
レスリングマット 6 面設置。壁面及び天井のハイビジョンカメラ等
と、併設のテクニカルルーム内の機器により、映像分析が可能。肋木、
クライミングロープ、鉄棒を設置。

トレーニングジム WEST 各種トレーニングマシンを設置。専門スタッフが常駐。

25 ｍプール リラックス、リハビリテーションを目的とする。4 コース、水深 1.3 ｍ。
ジャグジーと人工炭酸泉浴槽を併設。

各階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。製氷機、
自動販売機等設置。
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バレーボール

バスケットボール

小研修室

レスリング

25m プール

体操

ハンドボール

柔道場

ウエイトリフティング

トレーニングジムWEST

バドミントン

共用コート 2

大研修室

ボクシング

アスリートラウンジ



（2）屋内トレーニングセンター・イースト

　2019 年 6 月末に竣工。オリンピック競技とパラリン
ピック競技の共同利用を踏まえたユニバーサルデザイ
ンに考慮した設計となっている。
　アスリートは 5 つの専用練習場や共用コートでのト
レーニングに加え、食事、宿泊及びリカバリーを同一
の建物内で行うことができる。

階　層 施　設　名 主な設備・機能等

6,4,2 階 見学コース 高さ体感展示、スポーツ医・科学に関する展示等。

5 階

アーチェリー

屋内・屋外射場両方から 70 ｍの射長を確保し、標的 12・最大 36 人が
並んで練習可能。夜間照明設備を有し、屋内射場のガラス戸を開放す
ることで、夜間や降雨時にも練習可能。また、屋外射場には横風を発
生させる設備を設置。

トレーニングジム EAST
パラアスリートの利用にも対応した各種マシンをはじめ、クライミン
グウォール、フリーウェイトエリア、6 階ランニングコースとそれに
続く巨大なスロープを設置。

卓球
最大 28 面程度設置可能。電動間仕切にて全体を 3 つのエリアに分割
可能。壁面の 200 インチプロジェクタースクリーンにハイビジョンカ
メラで撮影した競技映像を映し出すことが可能。

4 階
診察室・トレーナールーム トレーナーによる施術が可能。	

ドーピングコントロール室 個室 3 部屋、待合室。

3 階
フェンシング 30 ピスト設置。電動間仕切にて 3 エリアに分割可能。ピスト、リー

ル等を床埋込式とし、フラットな床面を実現。

リカバリーエリア 交代浴、クライオセラピーを設置。チーム（複数人）での利用も可能。

2 階
会議室 3 室　（定員各 30 席規模）。※3 室を一体として利用可能。

ミーティングルーム 8 室（定員各 12 ～ 16 席規模）。※2 室を一体として利用可能。

1 階

水泳
50 ｍ× 10 レーン、水深 3 ｍ。流水プール（埋込）、人工炭酸泉設備
を併設。地下ピットの観察窓と水泳場内のカメラから水中動作の映像
を収録可能。

共用コート（A,B,C,D）

パラリンピック競技（車いすバスケットボール、シッティングバレー
ボール、ボッチャ、ゴールボール、パワーリフティング、車いすラグ
ビー等）や、一部のオリンピック競技の練習が可能。A、B は約 42m
× 23m、C、D は電動間仕切りを収納し約 44m × 48m の大空間とし
て利用可能。

レストラン
車いす利用にも対応したテーブルを設置。レストラン R³、SAKURA 
Dining 同様、競技者栄養評価システム（mellonⅡ）が利用可能。全
96 席。
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階　層 施　設　名 主な設備・機能等

地下１階 射撃 25m/50m 射場は 15 射座、10m 射場には 25 射座を備え、最新の電子
標的システムを使用。

2 ～ 5 階 アスリートラウンジ リラックススペース。異種競技間での交流・情報交換が可能。自動販
売機等設置。

2 ～ 4 階 宿泊室 シングル・ツイン・コネクト・和室。143 名の宿泊が可能。

2 階 託児室 未就学児対象、受入人数 3 名まで。

トレーニングジムEAST

卓球

水泳

フェンシング

共用コート

射撃

アーチェリー

交代浴

レストラン



（3）アスリートヴィレッジ

（4）陸上トレーニング場

　ナショナルチームの様々な合宿形態に合わせ、シ
ングルルーム、ツインルーム、和室のほか、チーム
単位での宿泊も可能なマンションタイプ（リビング
を中心に、シングルルーム、トリプルルーム、シャワー
ルーム等で構成）などの宿泊室を有しており、448 名
の人員が宿泊可能。
　宿泊室のほか、大浴場（勝湯）や食堂（SAKURA 
Dining）、託児室も併設されている。

　屋根付きの全天候型 400m トラック（6 コース）。トラックには照明設備付の屋根があり、夜間、
雨天時の練習にも対応している。トラックの内側には、天然芝で、跳躍、投てき各種目の練習施設
のほか、砂場走路、さらに外周にはインラインスケート・スキー走路等が整備され、様々な競技の
トレーニングに対応可能である。

食堂　SAKURA Dining宿泊室　洋室

屋根付きトラック 全体

大浴場　勝湯
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（5）屋内テニスコート

　全米オープンテニス会場と同様のハードコート 2 面、全仏オープンテニス会場（ローランギャロ
ス）と同様のレッドクレイコート 2 面の計 4 面を備えている。高所からの指導や映像分析のための
キャットウォークも設置され、天井のハイビジョンカメラ等と、併設のテクニカルルーム内の機器
を用い、映像分析を行うことができる。また、サーブ時の太陽光対策として、慣眩装置が設置され
ており、環境への配慮から、外壁面緑化も施されている。

ハードコート レッドクレイコート



（1）味の素フィールド西が丘

（2）フットサルコート

　1972 年、国立西が丘競技場は、サッカー専用
競技場として建設された。国際試合、天皇杯予
選、全日本大学選手権、関東大学リーグ、全日
本女子選手権、全国高校選手権などに幅広く利
用されている。2012 年に、ネーミングライツを
導入し、施設名が「味の素フィールド西が丘」
となっている。

18　 Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 3   その他施設

3 その他施設

建築面積 1,186.65m²( スタンド面積 3,460m²)

延べ面積 997.17m²

芝生面積 10,614m²( サッカーコート 105m × 68m) 
夏芝：ティフトン、冬芝：ペレニアルライグラスで通年緑化を実施。

収容人員 個席 =5,073 立見席 =2,180 障害者席 =5 
合計収容人員 =7,258 人 夜間照明 : 約 1,500 ルクス

その他 大会主催者の控え室として利用される大会本部室、選手更衣室 4 室、飲食売店（A ゲート）を設置。

　会員登録を行った団体が利用可能。会員登録
は年度更新である。

芝生面積 1,080m²（フットサルコート 15 ｍ×
25 ｍ）

コート数 全天候型人工芝 2 面（A,B）

更衣室 ロッカー男女各 24 台、シャワー 2 室。



Ⅳ　ハイパフォーマンススポーツセンター施設の概要 / 3   その他施設　　19

（3）屋外テニスコート

（4）戸田艇庫

年度ごとに年間利用者の募集を行い、年間利用の申込をされた一般利用者が利用可能である。

戸田ボートコース（埼玉県戸田市）付近において艇庫及び合宿施設を運営し、トップアスリート、
大学・高校生、その他のボート競技者に利用されている。

コート数 砂入り人工芝 8 面

ロッカールーム ロッカー男女各 54 台、シャワー 1F 男女各 6 室、2F 男女各 2 室

建築面積等
2,099m2 （ 延べ 3,954m2 ） 
鉄骨造　二階建

艇格納数 200 艇程度

合宿室 19 室

宿泊定員 240 人

（文責　HPSC 運営部事業課）

艇庫前 艇庫内 合宿施設 食堂

屋外テニスコート クラブハウス



１．開催概要
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンスは、
HPSCとして日本のハイパフォーマンススポーツに
おける競技力向上及びそれに寄与する取組を推進す
ることを目的に、2017 年度から実施している。
　第 7 回目となる 2023 年度は、4 年ぶりに会場開催
を行った（一部のセッション）。事前収録のセッショ
ンと合わせ全てのセッションでオンデマンド配信を
実施した。

会場開催
日時：2023 年 12 月 14 日（木）
会場：味の素 NTC・ウエスト 1 階大研修室 

オンデマンド配信
日時：2023 年 12 月 8 日（金）から
　　　2024 年 1月 31日（水）まで 

2．実施内容
（1）セッション①
　『JISS スポーツ医・科学支援事業の新しい取り組
　み「総合型サポート」』
　JISS スポーツ医・科学支援事業において実施して
いる「総合型サポート」について、バドミントンに
対する活動事例を紹介し、競技団体の医・科学担当
者の意見を踏まえながら、パフォーマンス構造モデ
ルの活用の可能性について議論した。

（2）セッション②
　『パラアスリートを対象とした支援と研究　パラリン
　ピック競技におけるクラス分けテストの現状と課題』
　パラリンピック競技におけるクラス分けについて
国内外の動向を紹介し、パフォーマンス向上のため
の研究実績をもつ HPSC が、いかに根拠に基づいた
クラス分けに寄与することができるか議論した。

（3）セッション③
　『持久性運動の生理学における新たな知見：サブ 2
　マラソンの挑戦で得た教訓』
　ナイキ社のマラソンプロジェクト「Breaking2」に
携わった世界的に著名な生理学者を英国から招へい
し、世界のトップランナーの生理学的特性や持久系
パフォーマンスにおける新たな決定的要因に関する
知見を紹介した。

（4）セッション④
　『世界に勝つための「トータルコンディショニング」』
　HPSC が新たに提唱している「トータルコンディ
ショニング」の概念を紹介し、HPSC の行っている
支援やエリートラグビー、エリートサッカーの事例
を踏まえて、分野横断的なサポートについて総合討
論を行った。

（5）セッション⑤
　『カーリングの競技支援を目的とした工学的アプ
　ローチによる実証型研究』
　カーリングを対象とした工学的アプローチによる
実証型研究を紹介し、競技団体関係者、スポーツ科
学研究者、工学研究者といった様々な立場から、デー
タサイエンスや AI を活用した研究、支援について
議論した。

（6）セッション⑥
　『HPSC 研究アワード受賞講演』
　月経周期に伴う運動時の糖・脂質代謝についての
最新の知見と女性研究における課題を報告し、得ら
れた研究成果の現場での活用方法について議論した。

（7）セッション⑦
　『アスリート・ウェルビーイングの向上に向けた
　心理サポート』
　新型コロナウイルス感染症（以下「COVID-19」と
いう。）のパンデミックにより関心が高まったアス
リート・ウェルビーイング（メンタルヘルスを含む）
に関する研究を報告し、米国における情報を提示し
ながら議論した。

Ⅴ 事業報告

1 ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2023 の開催

写真 1　会場開催の様子

写真 2　配信の様子
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（8）セッション⑧
　『アスリート育成パスウェイの構築に向けて』
　地域タレント発掘・育成事業や競技団体の事例
を通じて、アスリート育成パスウェイの活用方法
や課題を共有し、新たに開発した「アスリートパ
スウェイシステム（APS）」を紹介した。

（9）セッション⑨
　『スポーツ・インテグリティ・ユニット（SIU）　
　企画　サポートスタッフが気をつけるべきアン
　チ・ドーピング規則違反』
　世界アンチ・ドーピング機構が定める世界規程
のうち、指導者や医療スタッフが陥りやすい違反
事例を紹介し、現場の状況や課題、違反を防止す
る取組について議論した。

3. 運営等
　会場開催は 92 名（招待者を含む。）が参加し、
一部のセッションにおいては同時通訳を行った。
　事前収録に当たっては、味の素 NTC・イースト
会議室及び共用コートにスタジオを仮設して、収
録を行った。
 

　収録後は、動画編集を行い、動画編集完了後に、
HPSC のサイト上でオンデマンド配信を開始した。
オンデマンド配信は、計 4,402 回視聴された。

4. 広報・協賛・後援等
　広報については、2023 年 9 月の特設ページの公
開から本カンファレンス終了報告まで、HPSC の
X による情報発信を計 36 回行うとともに、独立行
政法人日本スポーツ振興センター（以下「JSC」と
いう。）の Facebook での告知を 1 回行った。会場
開催時には JSC 各部部署（スポーツ振興事業部、
スポーツ・インテグリティ・ユニット、災害共済
給付事業部）と連携し、各種刊行物の設置・配布
を行った。また、オンデマンド配信ではスポーツ
くじの CM 動画や、「スポーツ・インテグリティっ
てなんだろう？」についての動画を配信した。
　企業協賛については、計 13 社獲得することがで
きた。主な協賛特典は、本カンファレンスのウェ
ブサイトへの企業名表記やリンクバナーの設置、
映像配信時の企業ロゴマークの表示等で、トップ
パートナーは、本カンファレンス内で PR 動画及
び CM 動画の配信を可能とした。

　後援については、2022 年度同様 4 団体《スポー
ツ庁、公益財団法人日本オリンピック委員会（以
下「JOC」という。）、公益財団法人日本パラスポー
ツ協会日本パラリンピック委員会（以下「JPC」と
いう。）及び公益財団法人日本スポーツ協会（以下

「JSPO」という。）》から受けた。

5. まとめ
　会場開催参加者を対象とした事後アンケートで
は、「ハイパフォーマンスアスリートを対象とした
支援の現状を知ることができた。」、「各セッション
で学びが多かった。」といった声があり、アンケー
ト回答者の 95.9% がカンファレンスの内容に満足
と回答しており、参加者の多くにとって、ハイパ
フォーマンススポーツに関する最新の知見を得る
ことのできる有益な機会となったと考えられる。
　今後も HPSC だからこそできる情報発信を行う
など、日本の国際競技力向上に資するカンファレ
ンスとなるよう努めていく。

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）

写真 3　収録時の様子



1．中長期の強化戦略プランの実効化を支
　  援するシステムの確立に向けて
　本事業は、JSC、JOC、JPCで構成され、HPSC
に設置される「協働チーム」の活動と連動し、各
中央競技団体（以下「NF」という。）が策定する
強化戦略プランの実効化を支援することを目的と
している。直近及び 2 大会先のオリンピック・パ
ラリンピック競技大会を見据えた強化戦略プラン
の推進を本事業として多面的に支援し、NF にお
ける育成・強化の仕組み作りに向けて様々な活動
に取り組んでいる。

  

2．強化戦略プランに基づく NF との対話
　NF のハイパフォーマンスディレクター（HPD）
をはじめとする強化責任者を中心とした関係者と
の対話を通じて、強化戦略プランの策定支援や実
行状況の進捗確認を行った。また、強化戦略プラ
ンの実効化における課題の把握とその解決のため
の情報提供、組織・部署間の連携に取り組んだ。
さらに、本事業を通じて得られた情報を後述する
コンサルテーション等に活用した。
　HPSC や NF の強化現場を中心に、年間を通じ
て NF との対話機会を創出し、強化戦略プランに
基づく課題解決と組織間の関係維持に取り組んだ。

3．協働チームによるコンサルテーション
　　の実施
　夏季及び冬季 NF が推進する強化戦略プランの
検証を NF と協働チーム間で行うための会議（協
働コンサルテーション）を 96 競技・種別に対し
て実施した。
　本会議では、各 NF がオリンピックやパラリン
ピック競技大会に向けて設定する中長期の目標達
成に向けたマイルストーン及び戦略の進捗状況等
を確認した。また、協働チームは強化戦略プラン
に記載された目標を達成するための課題を明確に
し、課題解決につながる情報を NF に提示した。
本会議に向けて、日常的なコミュニケーションを
通じて得られた情報や近年における各 NF の国際
競技力に係る情報を協働チーム委員に対して提供
し、会議の充実化を図った。

4．ロサンゼルス 2028 大会に向けた取組 
　ロサンゼルス 2028 大会の追加競技が決定した
こととパリ 2024 大会以降これらの競技の活動が
加速化することを見据え、強化戦略プランに基づ
く協働チームによる活動に関する説明会を実施し
た。強化戦略プランを策定し実行することの重要
性や、これを支援する協働チームの体制・仕組み
に関する説明を行った。説明会開催後、強化戦略
プラン策定のための支援活動に取り組んだ。

5．協働チームによるワークショップの開催
　強化戦略プラン実行上の課題解決策について
NF 間で意見交換を行うためのワークショップを
年に 4 回開催（6 月、10 月、11 月、12 月）した。
2022 年度と同様に、NF の共通課題をテーマとし
て設定し、パネルディスカッションやグループ
ディスカッションを実施した。参加者から収集し
たアンケートでは、「ワークショップで得た知見
を元に、NF 内で具体的な取組みに落とし込みた
い」や「他競技の取り組み方などを知る貴重な機
会となった」といった前向きな意見を多く確認す
ることができた。

 
 

6．本活動を推進するための情報一元化の取組
　NF と協働チーム、HPSC 関係者とのコミュ
ニケーションを推進するためのポータルサイト

（CoPortal：コポタル）を活用し、強化戦略プラ
ンや協働コンサルテーションに係る情報共有な
ど、協働チームと NF 関係者との業務効率化や情
報の一元化に取り組んだ。また、他事業において
も組織間での情報共有ツール（ファイルの共有や
各種イベントの周知、アンケート調査への協力依
頼、事務連絡などの告知）として利用を開始し、
HPSC 内での利用範囲を拡大した。

（文責　ハイパフォーマンス戦略部戦略課）

2 中央競技団体の中長期強化戦略実効化支援
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図　協働チームによる NF の中長期戦略を支援する枠組み

写真　強化戦略プランワークショップの様子
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②パスウェイのエビデンスの蓄積と還元
　2004 年に我が国の地域タレント発掘・育成

（TID）事業が福岡県で開始されてから、多くの
地域が TID に取り組んできた。しかし、その実
態や効果については包括的な検証・評価がなされ
ておらず、データの集約もできていなかった。そ
こで、2020 年度から進めているアスリート育成
パスウェイ研究会（AP 研究会）では引き続き 3
つのワーキンググループを設置し研究活動を推進
した。AP 研究会参加者 42 名のうち 38 名が A：
日本人トップアスリートの軌跡分析、B：日本に
おける地域 TID 事業の実態調査、C：NF や地域
競技団体（以下「PF」という。）からみた国体の機
能と役割についての調査が 3 つのワーキンググ
ループに分かれ、それぞれアンケート調査やイン
タビュー調査、文献レビュー等を行った。研究成果
については、3 編の論文にまとめ、Journal of High 
Performance Sport誌（JHPS）に投稿している。

（2） 地域タレント発掘・育成事業との連携
　JSC ではアスリート育成パスウェイの基盤とな
る地域のタレント又はアスリートを効果的、効率
的に発掘するために各地域が実施する TID 事業
と、本事業における各種プログラムを包括的に連
動させるネットワーク体制「ワールドクラス・パ
スウェイ・ネットワーク（WPN）」を推進してい
る。2024 年 3 月現在の加入地域は 2022 年度から
1 団体増え、47 地域となった。
　WPN 加入地域に対しては HPSC で実施してい
る事業や他地域の活動等に関する情報共有の一
環として WPN ニュースをメール配信しているほ
か、オンラインを活用した研修会や情報共有ミー
ティングを適宜開催している。2023 年 12 月には
対面とオンラインを融合したハイブリッド型研修
会を開催し、32 地域から対面で 26 名、オンライ
ンで 27 名、合計 53 名が参加した。研修会のテー
マは「トータルコンディショニングについて」及
び「地域からのパスウェイの取組について」と
し、情報提供とグループワークを実施した。個別
の相談にも対面及びオンラインで対応しており、
WPN 加入前の相談も含め 16 地域とのミーティ
ングを実施した。

（3）データを活用した発掘システムの構築
　アスリート育成パスウェイの軌跡をデータとし
て集約・活用するためのデータのプラットフォー
ムとして「アスリートパスウェイシステム（APS）」
を整備した。APS を活用することで、地域で活
動するタレント期から体力データ等を有効に活用
するため、地域 TID 事業担当者が地域タレント
に関する情報の蓄積や、NF が将来有望なタレン
トに関する情報の検索が可能となる。また、APS

3 アスリート育成パスウェイの構築支援

1．概要
　本事業は、将来性の豊かなタレントを効果的に
発掘・育成するとともに、各 NF での本格的な育
成・強化コース（アスリート育成パスウェイ）に
導くことができるようにするなど、強固で持続可
能な発掘・育成システムを戦略的に開発・支援す
ることを目的としている。

2. 実施内容
（1）エビデンスに基づく競技別パスウェイモデル
　構築の支援
①競技別パスウェイモデルの策定支援
　
 

  

　第 3 期スポーツ基本計画に則り、スポーツとア
スリート育成の包括的な枠組み「日本版 FTEM」

（図）を活用した各 NF が発掘から育成・強化ま
でを一貫して行うアスリート育成パスウェイの構
築・支援を行った。特に 2023 年度は「アスリー
ト育成パスウェイの構築・活用のためのワーク
ショップ」を年 3 回開催し、21NF（オリンピッ
ク競技 13 団体、パラリンピック競技 8 団体）が
参加した。これらの団体は研修会参加に当たり
NF におけるパスウェイの現状を把握するための
ツール「パスウェイヘルスチェック」を実施し、
各競技種別の課題を明確にした上で臨んだ。また、
ワークショップに参加した NF のうち、20 競技
種別（オリンピック競技 12 競技種別、パラリン
ピック競技 8 競技種別）により、「パスウェイマッ
プ（コーチ・関係者向け）」が構築された。さらに、
4 競技種別（オリンピック競技 3 競技種別、パラ
リンピック競技 1 競技種別/テニス、ハンドボー
ル、スノーボード・ハーフパイプ、車いすバスケッ
トボール）が「パスウェイマップ（アスリート向
け）」を作成した。
　その他、「日本版 FTEM を活用した競技別ア
スリート育成パスウェイモデルの構築・活用のた
めのガイドブック第二版」の作成とワークシー
トの改善を行い、NF の主体的な取組に対する支
援ツールを整備し、活用した。今後もより多くの
NF への概念の普及とパスウェイモデル構築を目
指す。

図　スポーツとアスリート育成の枠組み「日本版 FTEM」



にはタレント/アスリート個人もアクセスするこ
とができ、自身の測定データや競技成績、スカウ
トに向けた自己 PR も登録できる。2023 年度は地
域 TID 事業 22 団体、NF20 団体 30 競技・種別、
タレント / アスリート 1,915 人（オリンピック競
技 1,873 人、パラリンピック競技 42 人）が登録を
完了した。今後も APS を活用することで、将来
有望な人材が自身に適した競技にアクセスできる
ことで、より多くの競技・種別にパスウェイの入口
を提供できるよう、今後のさらなる活用を目指す。

（4） ジャパン・ライジング・スター・プロジェク
　ト（J-STAR プロジェクト）
　本プロジェクトは全国規模のタレント発掘・
検証を実施するプロジェクトで、2017 年度か
ら 2020 年度まで JSPO に委託し、スポーツ庁、
JOC、公益財団法人日本パラスポーツ協会（以下

「JPSA」という。）、JPC、NF 及び地方公共団体
等と連携して実施してきた。2021 年度から、オ
リンピック競技は JSC が、パラリンピック競技は
JSC から JPSA に委託をして実施している。
　2023 年度の発掘プログラムは、オリンピック
競技については委託した 8NF と APS を活用し、
応募者を募った。APS 登録アスリートのうち、
J-STAR プロジェクトスカウト対象期間に NF か
らのスカウトを希望した 1,676 名から NF による
データ選考を経て延べ 142 名が地域の指導者によ
るリージョンチェックに進んだ。最終的には 38
名が今後 NF による育成プログラムによって育成
されていくこととなった。
　パラリンピック競技については 6 期の検証プロ
グラムと 7 期の発掘・検証プログラムを実施し
た。6 期の検証プログラムでは、25 競技種別で延
べ163名のタレント候補が専門測定会に参加した。
そのうち、延べ 74 名が 21 競技種別の検証プログ
ラムに進んだ。最終的には 13 競技種別で延べ 27
名が今後 NF による育成プログラムによって育成
されることになった。また、7 期については、夏
冬パラリンピック実施 28 競技を対象に、全国 9
ブロックで基礎測定会を実施した。エントリー総
数は 241 名だった。基礎測定会で選出されたタレ
ント候補のうち延べ 71 名が専門測定を含む検証
プログラムに参加しており、最終的には 9 競技種
別で延べ 19 名が今後 NF による育成プログラム
によって育成されていくこととなった。
　J-STAR プロジェクトからはすでに東京 2020 パ
ラリンピック競技大会出場者を4 名輩出している
が、開始から 6 年が経ち、パラリンピック競技の
ボッチャや水泳などで日本代表として国際大会に
出場し、メダルを獲得するなど成果をあげている。
また、オリンピック競技でも自転車やハンドボー
ルなどで日本代表として国際大会に出場、活躍す
る選手が現れ、徐々に成果が出始めている。

（5） 課題解決型プログラムによるアスリート育成
　パスウェイ構築への支援

　持続可能な競技力の向上には、アスリートの発
掘・育成・強化の取組のシステム化・プログラム
化に向けたアスリート育成パスウェイの構築が欠
かせない。このため、「課題解決型アスリート育
成パスウェイ構築支援プログラム」を実施し、こ
れまで各段階で個別に実施してきた戦略的強化を
一体的なプログラム構造で取り組んだ。
　2023 年度は、メダルポテンシャルスポーツ育成
のための持続可能なシステム構築支援（システム
構築）に 10 競技種別、地方公共団体と連携した
育成環境の整備（環境整備）に 4 競技種別を対象
に事業を委託した（表）。
　システム構築では、強化戦略プランの 8 年プラ
ンからターゲットアスリートを選出し、育成のた
めの持続可能なシステムの礎を築くことを通じ
て、4 年プランへの引き上げを目指した。また、
環境整備では、継続的なタレントの輩出・育成環
境の整備を目指し、NF が地方自治体・PF と協働
し、11 地域の地方自治体との連携を構築した。
　2023 年度の取組に関する自己点検では、全 NF
がアスリート育成パスウェイに関わる課題の解決
に取り組めていることを確認した。

（6） パスウェイ教育プログラムの推進
　パスウェイ教育プログラムは、これまでに開
発したアスリートライフスタイルプログラムや
スポーツ科学教育プログラムなどで構成され、e-
ラーニング、オンライン、対面など様々な提供方
法を用いて、WPN 加入地域や NF 等を支援して
きた。2023年度は、外部有識者を招聘したパスウェ
イ教育プログラム推進会議を開催し、プログラム
内容や提供方法の改善について議論を行うこと
で、HPSC が行ってきたスポーツ医・科学、情報
サポートの事例や知見をパッケージ化した「HPSC
パッケージ」の全国展開に向け、体系的なプログ
ラム整理・調整を行った。

（文責　 ハイパフォーマンス戦略部開発課）
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表　課題解決型プログラム委託団体一覧

システム構築 （10）

　【オリンピック競技（7）】
7 人制ラグビー、クライミング、スキークロス、スケル
トン、スノーボード・ハーフパイプ、トライアスロン、
フェンシング

【パラリンピック競技（3）】
車いすバスケットボール、パラ水泳、パラトライアスロン

環境整備 （4）

　【オリンピック競技（2）】
エアリアル、スケートボード

【パラリンピック競技（2）】
肢体不自由者卓球、パラ陸上



1．事業概要
　2018 ～ 2022 年度の 5 年間で実施してきた「ハ
イパフォーマンススポーツセンターネットワーク
の構築」事業においては、競技力向上事業の一環
として、NF 等が実施するアスリートの発掘・育成・
強化活動を、競技団体が必要とする場所・タイミ
ングで包括的に支援するため、国内にある地域の
スポーツ医・科学センター、大学、NTC 競技別
強化拠点等のネットワーク化とこれを推進する人
材の育成を進めた。
　2023 年度からの 5 年間で実施予定の「ハイパ
フォーマンススポーツセンターネットワークを通
じた医・科学、情報サポートの展開」事業は、こ
れまで構築してきた HPSC ネットワークを基盤
として、HPSC が行ってきたスポーツ医・科学、
情報サポートの事例や知見をパッケージ化した

「HPSC パッケージ」を全国に展開し、地域にお
けるトップアスリートのサポート環境の整備とサ
ポート・スペシャリストの養成を促進することで、
質の高いサポートが全国各地でシームレスに実施
されるような環境の構築を目的としている。

2．実施内容
（1）連携機関指定等による地域でのサポート環境
　の整備
　HPSC では、全国各地の大学、スポーツ医・科
学センター等を対象に、一定の要件を満たす機関
について、「連携機関（アスリート支援）」として
指定を進めている。
　連携機関（アスリート支援：体力測定）には、
①形態、②身体組成、③筋力、④有酸素性能力、
の 4 つの測定項目を設けており、測定項目ごとに、
HPSC とのデータ共有が可能な測定機器を定めて
いる。連携機関（アスリート支援：体力測定）と
して指定を受けるためには、測定機器の保有とと
もに、アスリートを対象とした測定実績や、測定
マニュアルの整備など、HPSC が定める一定の要
件を満たす必要がある。
　また、連携機関（アスリート支援：FAAB）は、
スポーツ外傷・障害予防のための姿勢チェック

（FAAB）を実施できる機関のことで、連携機関（ア
スリート支援：体力測定）と同様に、指定を受け
るためには、測定機器の保有など、HPSC が定め
る一定の要件を満たす必要がある。
　2023 年度は、連携機関（アスリート支援）の
新規指定は行わなかったが、連携機関の新規指定
に向けて、地方公共団体や地域のスポーツ医・科
学センター等とともに、測定機器やスポーツ医・
科学、情報サポートの分野・内容をはじめとし
た、ハード・ソフト両面での情報提供・情報交換、
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HPSC 施設の視察対応・設備の紹介等の連携活動
を進めた。また、スポーツ庁委託事業「地域にお
けるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」の
受託 5 機関がそれぞれの地域で設立した、スポー
ツ医・科学サポートコンソーシアムとも、同様の
連携活動を進めた。
　表 1 は、2024 年 3 月時点での HPSC ネットワー
ク連携機関（アスリート支援）の一覧で、連携機
関（アスリート支援：体力測定）は合計 17 機関、
連携機関（アスリート支援：FAAB）は合計 6 機
関となっている。

（2）HPSC パッケージの開発・研修プログラムの実施
　2023 年度も引き続き、HPSC パッケージの開発
を進めた。また、HPSC が実施する研修プログラ
ムを修了した外部のサポート・スペシャリストに
より、各地の競技現場で活動する NF、PF、地域
タレント発掘・育成事業参加者等に対して、パッ
ケージを用いた講習会に活用され、地域において
質の高いサポートが全国各地でシームレスに実施
されるような体制の構築を進めた。
　表 2 は、2024 年 3 月時点での HPSC パッケー
ジの一覧で、2023 年度には 2 件の HPSC パッケー
ジを新しく開発し、合計 5 分野 13 件となった。

表 2　HPSC パッケージ一覧（2024 年 3 月時点）

表 1　連携機関（アスリート支援）一覧（2024 年 3 月時点）

No. 連携機関（アスリート支援）機関名 体力
測定 FAAB

1 北海道立総合体育センター北海きたえーる ○
2 北翔大学 ○
3 青森県スポーツ科学センター ○
4 とちぎスポーツ医科学センター ○
5 千葉県総合スポーツセンター ○ ○
6 国際武道大学 ○
7 帝京大学スポーツ医科学センター ○
8 横浜市スポーツ医科学センター ○
9 山梨学院大学スポーツ科学部 ○
10 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター ○
11 富山県総合体育センター ○ ○
12 びわこ成蹊スポーツ大学 ○ ○
13 立命館大学スポーツ健康科学部 ○ ○
14 京都トレーニングセンター ○ ○
15 大阪体育大学 ○

16 公立大学法人和歌山県立医科大学
みらい医療推進センターげんき開発研究所 ○ ○

17 高知県スポーツ科学センター ○

No. 分　野 HPSCパッケージ名

1 体力測定 JISS フィットネスチェック

2 栄養 アスリートのための食事の基本

4 地域・大学等との連携・協働

（１）HPSC ネットワークを通じた医・科学、情報サポートの展開事業



　また、表 3 は、各パッケージの研修プログラム
修了者（サポート・スペシャリスト）数の一覧である。

表 3　HPSC 外部のサポート・スペシャリスト数一覧
　　　　（2024 年 3 月時点）

（3）研究分野の外部連携
　連携・協働推進部にリサーチアドミニストレー
ターを 2 名配置し、研究戦略支援（HPSC の研究
に係る調査や分析、整理等）、研究推進支援（外
部機関に向けた窓口、共同研究に係る調整・実績
管理や研究に有用な情報収集等）、研修企画支援

（HPSC における研修やセミナーに係る調整）、研
究広報等（研究成果の発信に係る調整等）を担当
し、HPSC における研究活動の効率化や外部機関
との連携促進を図った。
　また、2022 年度から 5 年間の予定でスポーツ
庁が実施している「先端的スポーツ医・科学研究
推進事業」において採択された 3 大学との、研究
情報の交換や、人事交流をはじめとした若手研究
者育成プログラムに関する HPSC との連携を促
進するため、リサーチアドミニストレーターが各
大学との調整を実施した。
　そのほかに、研究機関や民間企業等からの技術
提案や製品紹介について、リサーチアドミニスト
レーターが窓口となり HPSC の研究者等との連
携・調整を進めた。
　リサーチアドミニストレーター自身の活動とし
ては、一般社団法人リサーチ・アドミニストレー
ション協議会主催の研修や年次大会に参加し、大
学リサーチアドミニストレーター（URA）に関
する基本的な業務に関する情報や知識を習得した
ほか、他機関の URA とコミュニケーションを図
り、大学等研究機関の URA の取組事例について
情報収集を行った。

（文責　HPSC ネットワーク事業・企画 WG）
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図　「アスリートのためのメンタルトレーニング」で獲
　　　　 得できるメンタルトレーニング技法

No. 分　野 HPSCパッケージ名
3

栄養

アスリートのための水分摂取・脱水対策
4 アスリートのための貧血予防
5 アスリートのための食事の基本ジュニア版
6 アスリートのためのウエイトコントロール
7 アスリートのための海外遠征時の食事
8

心理

チームビルディング

9 アスリートのためのメンタルトレーニング
基礎編（メンタルトレーニング技法の獲得）

10 アスリートのためのメンタルトレーニング
応用編（メンタルトレーニング技法の活用法）

11 映像・
情報技術

JISS Air
12 JISS Strobo
13 障害予防 姿勢チェック（FAAB）

No. HPSCパッケージ名 人数
1 JISS フィットネスチェック 23 名
2 アスリートのための食事の基本 43 名
3 アスリートのための水分摂取・脱水対策 42 名
4 アスリートのための貧血予防 42 名
5 アスリートのための食事の基本ジュニア版 42 名
6 アスリートのためのウエイトコントロール 41 名
7 アスリートのための海外遠征時の食事 33 名
8 チームビルディング 38 名

9 アスリートのためのメンタルトレーニング
基礎編（メンタルトレーニング技法の獲得） 20 名

10 アスリートのためのメンタルトレーニング
応用編（メンタルトレーニング技法の活用法） 1 名※

11 JISS Air 6 名
12 JISS Strobo 6 名
13 姿勢チェック（FAAB） 27 名

※ 2024 年度以降本格的に研修プログラムを実施予定

写真　連携機関・公立大学法人和歌山県立医科大学みらい
　　　医療推進センターげんき開発研究所での「姿勢チェ
　　　ック（FAAB）」研修プログラムの様子
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(2) 大学等との連携

1. はじめに
　国際競技力の向上のための取組として、JSC 第
5 期中期計画に掲げられる「HPSC の場を活用し
た実践機会の提供」、「スポーツ医・科学、情報等
による研究・支援を担う人材育成」等を推進する
ため、連携協定を締結している大学・大学院をは
じめとした外部機関と連携し、人材育成・人事交
流に係る活動を実施した。

2. 大学・大学院等との人材育成・人事交流
（1）人事交流等
　順天堂大学からの出向者として宮本直和先任准
教授（スポーツ健康科学部）を JISS 副主任研究
員として受け入れた。また、HPSCの研究員が大学・
大学院の客員教員・連携教員等として研究指導等
に協力した（表 1）。そのうち、筑波大学と鹿屋体
育大学から、それぞれ 1 名の連携大学院生を受け
入れた。

（2）大学・大学院等と連携した講義等の実施
　大学・大学院等と連携し、HPSC の研究員等
の講師派遣及び講義への協力を計 12 件実施した

（表 2）。また、大学・大学院の教員・学生による
HPSC での研究ディスカッション等を 4 件実施し
た。以下、主な事例を紹介する。

① 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科におい
て、2023 年 9 月 4 日 か ら 9 月 8 日 に 久 木 留
JISS 所長ほか JISS 副所長含め各分野のリー
ダー計 14 名による「ハイパフォーマンススポー
ツ概論」と題した夏季集中講義を実施した。ス
ポーツ医・科学、情報等による多面的で高度な
支援及びその基盤となる研究の実践事例を紹介
するとともに、その背景にあるハイパフォーマ
ンススポーツに関するスポーツ医・科学、情報
等に関する基礎的な知識を解説した。

② 立命館大学の「スポーツ健康科学特殊講義Ⅱ」
において、2023 年 9 月 29 日から 2024 年 1 月
19 日に「ハイパフォーマンススポーツの科学」
をテーマに 12 コマの講義を行った。うち 7 回
の講義は石毛 JISS 副所長による講義をリモー
トで実施し、5 回の講義は、バイオメカニクス、
トレーニング、心理、栄養、映像・情報の各分
野の研究員・専門職員計 5 名による講義を対面
で実施した。

③ 大阪体育大学大学院の「スポーツ科学セミナー」
において、2023 年 10 月 16 日に「HPSC の概要」、
10 月 30 日に「HPSC/JISS における心理サポー
ト」、11 月 6 日に「HPSC が推進する「トータ
ルコンディショニング」」をテーマに HPSC 研
究員による計３回の講義を行った。

④ 日本体育大学大学院の「競技力向上サポート特
論」において、2024 年 1 月 22 日に、「強化現場
における科学サポート」をテーマに HPSC の場
を活用した講義を実施した。研究・支援に関す
る情報提供やグループワーク等に HPSC 研究員
が参加し、HPSC と日本体育大学との連携に関
する意見交換を行った。

表 1　客員教員等の委嘱を受けた HPSC 研究員

写真 1　早稲田大学大学院スポーツ科学研究科の
　　　　　　 夏季集中講義の様子

写真 2　日本体育大学大学院「競技力向上サポート特論」
　　　　における HPSC での講義の様子

大学名 客員教員等の委嘱を受けた
HPSC研究員 役職名

筑波大学

和久貴洋（JISS 副所長 /
総合企画部長）

教授（連携大
学院）

清水和弘（JISS スポーツ科学・
研究部）

准教授（連
携大学院）

順天堂大学 中嶋耕平（JISS 副所長） 客員教授

鹿屋体育
大学

星川雅子（JISS 副所長）、横澤俊
治、山下大地（JISS スポーツ科学・
研究部）

客員准教授

立命館大学 松林武生（JISS スポーツ科学・
研究部） 客員研究員



（3）インターンシップの受入
　学生にトップアスリートに対するスポーツ
医・科学、情報等による研究・支援についての
理解を深めてもらうことで、スポーツ医・科学、
情報等による研究・支援を担う人材の育成を推
進することを目的に、大学院生等のインターン
シップを 4 機関から、計 11 名受け入れた。受
入にあたっては、学生の所属研究室の専攻内容
を踏まえつつ幅広い分野での就業体験を提供す
るため、HPSC 各部署と連携した研修プログラ
ムを実施した。

3. その他外部機関との連携
　埼玉県、石川県等から長期間の研修生を受け
入れた。また、JSPO、JPSA の職員研修に協力
し、HPSC の概要説明や施設見学等を実施した。

4. まとめ
　以上のとおり、大学・大学院等と連携しつつ、
HPSC 各部署が協働しながら、スポーツ医・科
学、情報等による研究・支援を担う人材育成に
取り組んできた。
　スポーツ基本計画の施策目標や JSC 第 5 期中
期目標の達成に向けて、HPSC の機能強化と同
時に、HPSC の場や知見等の更なる活用・還元
が求められている。
　今後も大学・大学院等の関係機関との連携を
推進し、HPSC の場を活用した実践機会の提供
等を行うことにより、スポーツ医・科学、情報
等による研究・支援を担う人材育成や HPSC の
知見の更なる還元を図り、もって持続可能な国
際競技力向上につなげていきたい。

＜参考：連携協定を締結している大学一覧＞
◦国立大学法人 鹿屋体育大学
◦学校法人朴沢学園 仙台大学
◦学校法人 早稲田大学
◦国立大学法人 筑波大学
◦国立大学法人 東京医科歯科大学
◦学校法人 日本体育大学
◦国立大学法人 大阪大学
◦国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学
◦学校法人浪商学園 大阪体育大学
◦国立大学法人 東京大学
◦学校法人 朝日大学
◦学校法人立命館 立命館大学大学院 
　スポーツ健康科学研究科
◦学校法人順天堂 順天堂大学
◦国立大学法人北海道国立大学機構
　北見工業大学
◦北海道公立大学法人 札幌医科大学

※締結日順（2024 年 3 月 31 日現在）

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）

表 2　大学・大学院等と連携して実施した講義等
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連携先 講義・コマ名 実施日
・期間

担当研究員等
（部署名は所属当時）

順天堂
大学

スポーツ情報
科学

2023 年
5 月25 日

相原伸平（JISS スポーツ
科学・研究部）

順天堂
大学

スポーツ心理
学

2023 年
6 月13日・
14 日

永尾雄一（JISS スポーツ
科学・研究部 / デジタル
推進室）

鹿屋体
育大学

スポーツ情報
セミナー

2023 年
7 月13日

田中仁（デジタル推進室）、
永尾雄一（JISS スポーツ
科学・研究部 / デジタル
推進室）

早稲田
大学

ハイパフォー
マンススポー
ツ概論

2023 年
9月4 日～
8日

久木留毅（HPSCセンター
長/JISS所長）、石毛勇介、
中嶋耕平、星川雅子（JISS
副所長）、蒲原一之、友利
杏奈、亀井明子、立谷泰
久（JISS スポーツ医学・
研究部）、横澤俊治、松林
武生、山下大地（JISS ス
ポーツ科学・研究部）、白
井克佳、山下修平（ハイ
パフォーマンス戦略部）、
三浦智和（デジタル推進
室）

立命館
大学

ハイパフォー
マンススポー
ツの科学

2023 年
　9月29 日
～
2024年
1月19 日

石毛勇介（JISS 副所長）、
柄木田健太、妙　園香苗

（JISS スポーツ医学・研
究部）、木村新、山岸卓樹

（JISS スポーツ科学・研
究部）、田中友丈（デジタ
ル推進室）

日本体
育大学

トップスポー
ツマネジメン
ト特論

2023 年
10 月13日

阿部篤志（総合企画部 /
JISS スポーツ科学・研究
部）

大阪体
育大学

スポーツ科学
セミナー

2023 年
10 月16日
・30日、
11月6日

清水和弘（JISS スポーツ
科学・研究部）、花岡裕吉

（連携・協働推進部 /JISS
スポーツ科学・研究部）、
柄木田健太（JISS スポー
ツ医学・研究部）

立命館
大学

ハイパフォー
マンススポー
ツにおける科
学支援と研究

2023 年
11月6 日
・13 日

松林武生（JISS スポーツ
科学・研究部）

立命館
大学

我が国におけ
るアスリート
パスウェイの
構築について

2023 年
11月23日
・30 日

松井陽子（ハイパフォー
マンス戦略部）

順天堂
大学 スポーツとAI 2023 年

12 月11日
相原伸平（JISS スポーツ
科学・研究部）

日本体
育大学

競技力向上サ
ポート特論

2024 年
1 月22日

尾崎宏樹、松林武生、山
下大地（JISS スポーツ科
学・研究部）

日本体
育大学

大 学 生 ア ス
リートに求め
られる心理サ
ポート体制に
関する検討会

2024 年
3月20日

立谷泰久（JISS スポーツ
医学・研究部）
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1．はじめに
　2016 年 12 月より、国際競技力の向上を図る
ためにコンディショニングを中心とした研究
プロジェクトを実施し、そこで得られた知見
をアスリートのセルフコンディショニングに
関するガイドラインとして策定することを目
的に、JSC と大塚製薬株式会社（大塚製薬）は、
共同プロジェクト「JSC ハイパフォーマンスス
ポーツセンター Total Conditioning Research 
Project（TCRP）」を実施してきた。
　2023 年、TCRP の成果として新たなコンディ
ショニングのコンセプトである「トータルコ
ンディショニング」の概要や知見等を「アス
リートのためのトータルコンディショニングガ
イドライン」（書籍）として策定し発刊に至っ
た。また、これまでの TCRP での取組を踏ま
え、後継となる共同プロジェクトとして「JSC
ハイパフォーマンススポーツセンター Total 
Conditioning Research Project NEXT（TCRP 
NEXT）」を開始した。

2. HPSC が推進する「トータルコンディショ
　 ニング」の定義とガイドラインの策定・発刊
　TCRP で実施した研究（20 課題）の成果等を
基に、HPSC が新たに推進するコンディショニ
ングのコンセプトとして、「トータルコンディ
ショニング」の概要や知見等をとりまとめた書
籍「アスリートのためのトータルコンディショ
ニングガイドライン」を策定し、2023 年 8 月
に発刊した。
　本ガイドラインの策定に際し、HPSC では

「トータルコンディショニング」を『アスリー
トの効果的なコンディショニングのために各エ
クスパートが協力・協調して連携を組み包括的
な活動を行うこと』と定義した。この「トータ
ルコンディショニング」の考えに則り、コンディ
ショニングを多角的に捉えた上で、最高の競技
パフォーマンスの発揮に向けて「アスリートに
よるセルフコンディショニング」を促し、アス
リート自身が実践できる手技や知識について、

アスリートや指導者、サポートスタッフ、教員
等が理解・習得し、それぞれの現場で活用され
ることを目指す。
　また、本ガイドラインの普及を通じて、ハイ
パフォーマンス領域のコンディショニングのノ
ウハウをライフパフォーマンス領域と共有し、
実践されることでライフパフォーマンスに影
響を与える、そして、ハイパフォーマンスの基
盤となるライフパフォーマンスの向上はハイパ
フォーマンスの向上につながるという、「ハイ
パフォーマンス」と「ライフパフォーマンス」
の循環を推進していく。
　なお、本ガイドラインに加え、ガイドライン
の重要なポイントを取りまとめたサマリー（要
約）と、購入者特典として講義等で活用できる
プレゼンテーションスライドも同時に作成した。

3. TCRP NEXT
　JSC と大塚ホールディングス株式会社との新
たな共同プロジェクトとして開始した「TCRP 
NEXT」の運営は、前身の TCRPと同様、HPSC
と大塚製薬が担当する。2016 年から共同で実
施してきた TCRP の成果を踏まえ、今後開催
される大規模国際大会等に向けた持続可能な国
際競技力向上のためのコンディショニングに関
する研究の継続と、それらの成果を国際競技力
向上（ハイパフォーマンス）のみならず国民の
ライフパフォーマンス向上へ活用・応用するた
めの普及・啓発活動を行うことを目的としてお
り、2023 年度は主に以下の取組を実施した。

（1）持続可能な国際競技力向上のためのコン
　　ディショニングに関する研究（2 課題）
　 以下の２課題について研究計画を策定し、　
それに基づく研究を進めた。
①温熱刺激を活用したリカバリー及び暑熱順化

(3) Total Conditioning Research Project NEXT

図 1　「トータルコンディショニング」の考え方

【書籍概要】
タイトル：『アスリートのためのトータルコンディショ
ニングガイドライン』ハイパフォーマンス発揮のため
のセルフコンディショニング
編集 /発行：独立行政法人日本スポーツ振興センター
ハイパフォーマンススポーツセンター
判型 /ページ数：
B5 判 /484 ページ
本体価格：9,000 円

（税込 9,900 円）



　　 プロトコルの開発
　② アスリートの海外遠征におけるコンディ　
　ショニングに関する研究開発

（2）研究成果を活用・応用した啓発活動
　書籍の発刊と TCRP NEXT の開始に際し大
塚製薬と共同で実施した記者発表会（7/31）を
キックオフに、ガイドラインの販売や、学会大
会や HPSC 事業の研修会等のハイパフォーマン
ス領域を中心に、下記のような普及・啓発活動
を実施した。

【主な普及・啓発活動】
・日本体育・スポーツ・健康学会第 73 回大会（ラ
　ンチョンセミナー）（8/31）
・第 36 回日本トレーニング科学会大会（ラン
　チョンセミナー）（10/29）
・第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会　
　（ブース出展・書籍販売）（11/11 ～ 11/12）
・令和 5 年度 ワールドクラス・パスウェイ・ネッ
　トワーク研修会（情報提供）（12/6）
・ハイパフォーマンススポーツ・カンファレン
　ス 2023（セッション・書籍販売）（12/14）
・令和 5 年度 SSP スポーツ指導者セミナー・第
　3 回佐賀県競技力向上指導者研修会（大塚製
　薬と連　携し実施）
・日本陸上競技連盟・指導者セミナー（大塚製
　薬と連携し実施）

4. まとめ
　HPSC として「トータルコンディショニング」
を定義した上で、TCRP の成果等をとりまとめ
たガイドラインを策定し、発刊に至った。
　2023 年に開始した TCRP NEXT を通じて、
持続可能な国際競技力向上のためのコンディ
ショニングに関する研究を進めるとともに、本
ガイドラインの活用をはじめとした「トータル
コンディショニング」の普及・啓発を一層進め
ていきたい。
　また、これらの取組を通して「トータルコン
ディショニング」に基づくアスリート支援を図
るとともに、大塚製薬と連携のもと、HPSC の
知見等をハイパフォーマンス領域のみならず、
国民のライフパフォーマンス領域に還元する
ことにより、「ハイパフォーマンスとライフパ
フォーマンスの循環」の推進を図っていきたい。

　
（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）

図 2　「トータルコンディショニング」特設サイト

写真 2　日本陸上競技連盟・指導者セミナーの様子
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図 3 特設サイト QR コード

写真 1　記者発表会の様子
　　　　左から大塚製薬 佐藤真至常務執行役員、
　　　　JSC 理事長 芦立訓、JSC 理事 久木留毅、
　　　　ゲスト 大山加奈氏、木下まどか氏
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1. 背景・目的
　HPSC/JISS では、単独で実施するよりも時間的・経済的に有利であり、国際競技力向上のために優れた
成果が得られると期待できる場合、外部団体と共同研究契約を締結し、共同で研究を実施している。
　2023 年度は、以下の 11 件の共同研究を実施した。

2．実施概要

(4) 共同研究

No. 研究課題名 共同研究相手

1 短距離走パフォーマンスとフロントジャンプテストとの関係性 学校法人東洋大学

2 アスリートの特性からみた外傷・障害のリスク要因の探索 学校法人慶應義塾

3 床反力および足圧中心情報の即時可視化による動的姿勢安定性と荷重
機能評価の応用的研究 国立大学法人大阪大学

4 成長期サッカー選手における方向転換能力決定要因に関する研究 学校法人早稲田大学

5 陸上競技選手の動作解析によるアスリート毎の課題抽出 公益財団法人日本陸上競技連盟

6 福岡県タレント発掘事業の修了生が国内トップアスリートに至るまで
の身体及び体力の発達過程に関する縦断的研究 公益財団法人福岡県スポーツ振興センター

7 氷上を進むカーリングストーンの振動計測に関する研究 国立研究開発法人産業技術総合研究所

8 トップアスリートの生体データ自動収集、蓄積、分析ツールを用いたコ
ンディション管理手法の確立と縦断的コンディション評価方法の検討 公益財団法人日本サッカー協会

9 自転車競技場走行時における空力性能推定手法の検討 国立大学法人鹿屋体育大学

10 座位選手を対象とした体幹トレーニング機器の開発
国立大学法人北海道国立大学機構

（国立大学法人北見工業大学）

11 カーリング支援のためのデータサイエンス・スポーツ AI の研究

国立大学法人北海道国立大学機構
（国立大学法人北見工業大学）

公立大学法人公立はこだて未来大学

国立大学法人電気通信大学

国立大学法人北海道大学

国立大学法人東京大学

国立大学法人信州大学

（文責　連携・協働推進部産学協働推進課）



1．競技力分析
　競技力分析では、諸外国と日本の競技パフォー
マンスの現状と変化を特定するため、主要国際競
技大会のリザルトを多角的に分析し、数理統計解
析のノウハウ等を用いた分析・評価の提供を行っ
ている。具体的には以下の活動等を実施した。

（1） 重点支援競技選定支援
　スポーツ庁は、オリンピック・パラリンピック
競技大会におけるメダル獲得の可能性の高い競技
を重点支援競技として集中的な支援を講じてい
る。ここでは集約したリザルト分析の結果をスポー
ツ庁に提供し、重点支援競技の基準設定に関わる
シミュレーションや選定に伴う参照情報として活
用された。

（2） 協働コンサルテーションの実施支援
　NF と協働チーム間で行われる強化戦略プラン
の検証の場である協働コンサルテーション（22
ページ参照）において、協働チームに対しメダル
ポテンシャルアスリート（MPA）等に関する定
量分析の結果を提供した（図左）。2023 年度は、
トライアルを経て改善を重ね、夏季 NF とのコン
サルテーションにおいて 58 競技・種別（全競技・
種別のうち約 84%）に対する個別レポート及び日
本の国際競技力の現状と変化に関する総合レポー
トを提供した。

（3） 杭州アジア・アジアパラ競技大会への情報
　支援
　第 19 回杭州アジア競技大会（2023 年 9 月 23 日

〜 10 月 8 日）及び第 4 回杭州アジアパラ競技大
会（2023 年 10 月 22 日〜 10 月 28 日）において、
JOC と JPC に対し参加国の本大会結果等の定量
分析及び本大会を取巻く情勢及び諸外国の取組等
を含む定性情報を提供した（図　右）。資料は日本
選手団役員等に共有され、大会中の役員会議や大
会の総括会議で活用された。

（文責　芦野　由己、バイネルト　トビアス）
 
2．国際競技力向上のための国際スポーツ
　　情報総合窓口：国際スポーツコンシェ
　　ルジュ（トライアル）を開始
　国際競技力向上のための国際スポーツ情報総合
窓口として、国際スポーツコンシェルジュのトラ
イアルを 2024 年 3 月 1 日に開始した。国際スポー
ツコンシェルジュは、HPSC が収集・分析・蓄積・
提供しているハイパフォーマンススポーツに関わる
国際情報を、より国内の国際競技力向上等のために
戦略的に活用できるよう、国内外のスポーツ団体等
が個別に問い合わせ・相談できる窓口となる。

（1） 総合窓口設置の背景と目的
　JSC の第 5 期中期計画に基づき、「国際スポー
ツ情報等に関する国内関係機関との連携体制構築
と情報の出口の一元化」に向けた取組を推進して
いる。これまで、JSC には、スポーツ庁や JOC、
JPC をはじめとしたステークホルダーから、国際
スポーツ情報に関する様々な相談が寄せられてき
た。しかし、それらは個別のネットワークを通じ
た属人的な対応に留まっていた。そのため、多く
のハイパフォーマンススポーツ関係者にとって国
際スポーツ情報に関する問い合わせ先が不明であ
るということや、HPSC が持つ国際スポーツ情報
を日本の競技力向上のために十分に活用できてい
ないという課題があった。これらの課題を解決す
るための施策として、総合窓口「国際スポーツコ
ンシェルジュ」を試験的に設置することとした。

（2） 今後の展開
　トライアル期間は 2024 年 9 月 30 日までとして
いる。この期間中に、本格稼働に向けてターゲッ
ト層や顧客ニーズ、課題をより正確に把握し、対
応範囲のさらなる精査やサービス向上を目指す。

（文責　浅野　麻莉、坂田　博史）
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(1) 情報調査

5 国際情報戦略事業

　2023 年度から国際情報戦略部が新設され、国際競技力向上等に関わる情報を収集、分析、蓄積、展開し
続け、それらの情報と国際ネットワークを用いて、HPSC の機能強化、持続可能な国際競技力の向上、スポー
ツによる地域・国際社会の発展等に資する役割を担っている。本章では、情報調査、国際ネットワークの
マネジメント、能力開発の 3 つの柱における主な活動の一部を抜粋し報告する。

図  提供資料例                                 
 　　（左：協働コンサルテーションへの資料、             
　　右：アジア・アジアパラ競技大会デイリーレポート）
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　本事業は、国際競技力向上等に向けた国際ネッ
トワークの戦略的なマネジメント（構築・維持・
強化・活用）を行い、情報収集・調査や連携活動
につなげている。本項では、今後のオリンピック・
パラリンピック及び社会を取巻く情勢を踏まえた 2
つの取組を報告する。

1．ワールドローイングとの連携協定覚書　
　　調印
　2023年11月14日、ローザンヌ（スイス）にて、ロー
イングの国際統括団体（以下「IF」という。）であ
るワールドローイングと連携協定覚書（MOU）を
締結し、バーチャルスポーツに関する国際共同研
究プロジェクトを立ち上げた。JSC として、IF と
の MOU は初となる。
　

（1）国際共同研究プロジェクトの背景
　近年バーチャルスポーツを取り巻く環境は目覚
ましく進展していることから、国際スポーツ界で
は、今まで以上にバーチャルスポーツとの連携が
重視されている。
　一方、国内では、2022 年 11 月 22 日にスポーツ
立国調査会の下で、バーチャルスポーツ推進 PT
が立ち上げられ、JISS 等を含むオールジャパン体
制でスポーツ医・科学での支援の在り方等を速や
かに検討するなど、国際競技力向上のための研究
や国際情報収集体制の充実を推進すべきとの提言
がまとめられた。
　このような国内外の動向を踏まえ、JSC は、こ
れまで身体活動を伴うバーチャルスポーツ推進に
積極的であるワールドローイングとの情報連携に
向けて、2023 年 6 月にシンガポールで開催された
オリンピック E スポーツウィークを皮切りに協議
を重ねてきた。JSC とワールドローイングは、バー
チャルスポーツの研究を推進する先進事例として、
また、東京 2020大会で培った国際ネットワークを
新たな形で活用するレガシーとして、スポーツの更
なる発展に向けたバーチャルスポーツ分野に関する
国際共同研究を双方で推進していくことに合意した。

（2）協力分野
・両機関の代表者による交流プログラムや訪問
・国際共同研究
・国際会議、セミナー、ワークショップ等での事　

　例研究発表
・論文・記事掲載の発表　等

（文責　山口　伊都子、坂田　博史）

2. 　人材交流・研究交流等の促進に関する合
　 意書締結
　HPSC の機能強化の一環として、東京、パリ（フ
ランス）、シンガポールにワークスペースを確保し、
スポーツ医・科学、情報分野等を中心とする国際
共同研究や次世代人材の育成等を推進するための
基盤整備を行った。

（1）フランス国立スポーツ・体育研究所
　2023 年 11 月 16 日、パリにて、パリ2024 大会の
自国開催を控えるフランスの強化拠点であるフラ
ンス国立スポーツ・体育研究所（INSEP）と、両
国のハイパフォーマンススポーツ人材の活用・育
成に関する合意書を締結した。

（2）スポーツシンガポール
　2024 年 3 月 14 日、シンガポールにて、ハイパ
フォーマンススポーツをはじめ、健康スポーツや e
スポーツの分野で大きな飛躍を見せつつあるシン
ガポールのスポーツ政策中核機関であるスポーツ
シンガポールと、人材交流・研究交流等を積極的
に進めるための合意書を締結した。

（文責　野口　順子）

(2)　国際ネットワークのマネジメント

写真 1　ワールドローイングとの調印式

写真 3　 スポーツシンガポールとの調印式

写真 2　 INSEP との調印式



　JSC の第 5 期中期目標では「国際ネットワーク
の戦略的な構築・維持・強化・活用及び国内外の
人材活用・育成に取り組む」ことが示されている。
また、JISS プラン 2034 においても、戦略の柱の
一つに「ハイパフォーマンススポーツに貢献でき
る人材の活用・育成」が掲げられている。
　国際情報戦略部は、国際ネットワークと情報を
活用し、能力開発のための仕組み、プログラム、
コンテンツ等を企画・開発・提供することで、国
内外においてハイパフォーマンススポーツの次世
代を担う人材の育成を目指している。本項では、
JSC がスイスの団体と共同開発したガイドブック
を用いて国内外関係者の能力育成に取り組む活動
と、HPSC の機能強化に資する人材育成プログラ
ムの具体化に向けた内部調査の取組を報告する。

1.　スポーツを通じた SDGs マネジメント手
　 法に関するガイドブックを用いた能力育成
　JSC は国際 NGO の sportanddev と 4 年以上の
歳月をかけて、スポーツを社会課題解決のための
ツールとして活用するための方法論に関するガイ
ドブックを開発し、2022 年 8 月に日本語版・英語
版を発行した。国際オリンピック委員会（IOC）
やユネスコの支持を受け、公表から 2024 年 3 月末
までの1年7か月間で139か国6,046名の関係者(国
際機関、政府機関、IF、NF、NGO、NPO、学術
機関、民間企業等 ) がその電子書籍を利用した（複
数回のサイト訪問者は 1 とカウント）。

（1）アップデート版（version 1.4）の制作
　電子書籍サイトではキーワードによる検索、手
書きのメモやハイライトの書き込み、参考文献や
追加資料へのハイパーリンク等様々な機能を付加
しており、読者がより深く学べるよう工夫してい
る。今後も国内外の多くの読者を獲得し続け、彼
らが最新の情報へアクセスできるよう、日本語版・
英語版のアップデートに取り組んだ。

（2）スペイン語版の開発・発行
　多くのスペイン語圏関係者からの要望と、開発
とスポーツ分野におけるスペイン語資料の欠如と
いう国際的な課題にも対処すべく、スペイン語版
の開発も行い、2023 年 11 月に、招待された国際
会議 MOVE Congress（マドリード/スペイン）の
場で一般公表した。

（3）ガイドブックを用いた講義・ワークショップの実施
　2023 年度はスウェーデンのイェーテボリ・マ
ルモ・リンシェーピングにおいて地方公共団体・
NF・スポーツクラブ等の関係者を対象に、スポー
ツを通じた社会課題解決事業に取り組む際のモニ
タリング・評価（M&E）をテーマとし、運営面の

評価方法や関係者の主体性の確保の仕方、アウト
カムの測定方法等に関してガイドブックを用いな
がらワークショップを実施した。また、マルモ大
学にて大学生・大学院生を対象に講義も行った。
参加者の 88% は、自身が携わる事業の M&E の見
直しにワークショップ・講義が非常に役立った、
あるいは役立ったと回答しており、彼らの能力育
成に貢献した。

 

（文責　山田　悦子）

2．HPSC におけるアンケート調査の実施
（1）アンケート調査の背景と目的
　国際ネットワークを戦略的に活用した国内外の
人材活用・育成に取り組むプロジェクトを 2023 年
度に始動させた。2023 年度は、プロジェクトの具
体化にあたり、HPSC の現状と課題の把握を目的
にアンケート調査を実施した。

（2） 調査概要
目　　的：HPSCで勤務する職員の国際的な活動に関
　　　　　 する関心、経験、課題等を把握すること。
調査期間：2023 年 8 月 21 日～ 9 月 1 日
対 象 者：HPSC 全職員
回答者数：187 名（回答率 55.3%）

（3） 結果
　全体の 76％が HPSC の国際的な業務・活動に関
わることに関心があると回答し、その中でも特に、
海外調査や国際会議での発表、海外来訪者の受入
対応等へ高い関心を示した。一方で、全体の 64％
が HPSC の業務として国際活動に参加した経験が
ないことも明らかとなった。

（4） 今後の展開
　アンケート結果を踏まえ、2024 年度以降には、
国際情報戦略事業を通じて創出する国際的な活動
機会を活用することで、HPSC の機能強化に資す
る人材育成に向けた取組を進めていく。

（文責　田代　沙英、野口　順子）
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（3）　能力開発

写真　マルモ大学での講義の様子
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1. 目的
　スポーツ医・科学支援事業は、国際競技力向
上に向けて各 NF が抱える課題に対し、スポー
ツ医・科学、情報の各側面から組織的、総合的、
継続的な支援を行い、競技力の向上に資する医・
科学的情報を提供し、NF の国際競技力を高め
ることを目的として実施されるものである。

2. 事業の実施内容
　スポーツ医・科学支援事業では、（1）フィッ
トネスチェック（FC）、（2）分野別サポート、（3）
総合型サポートを配置した。サポートの対象は
66 種別であった。

（1）FC では、トレーニングの効果を検証し、
課題を明らかにすることを目的とした各種測定
を実施した。測定コーディネータが測定の日時
を、種目担当者が測定とフィードバックの内容
を NF 担当者と協議して調整した。

（2）分野別サポートでは、心理、栄養、トレー
ニング、映像、情報技術の各分野において、個
人又はチームを対象とした競技力向上に関する
相談、実技指導、講習会などを実施した。実施
に当たっては、NF からの申請に基づき、各分
野リーダーがサポート内容と分野内のサポート
担当者を調整した。

（3）総合型サポートでは、対象競技を選定し、
競技力向上のための組織的、総合的、継続的な
サポートを JISS の人的、物的資源を集中して実
施した。対象競技の選定は支援事業部会が行い、
選定のプロセスにおいては複数名の外部有識者
からなるHPSCアドバイザーによる助言を得た。
　
3. 事業の実施体制
　スポーツ医・科学支援事業では、支援事業部
会を設置し、統括する責任者（事業部会長）を
置いた。
　事業部会長の統括で競技種目系（記録系、格
闘技系、ラケット系、採点系、標的系、球技系、
水辺系、雪上系、氷上系、パラスポーツ系、エ
リートアカデミー系）を設定し、系内種目のサ
ポートの進捗を管理する責任者（系リーダー）
を各系に置いた。また、サポート分野ごと（ト
レーニング指導、心理、栄養、映像・情報技術）
にサポートの質の向上を図る責任者（分野リー
ダー）を置いた。
　系リーダーと分野リーダーからなる支援企画
WG を支援事業部会の中に設置し、FC、分野別

サポート、総合型サポートの進捗状況を共有し、
課題解決に関して議論した。
　サポートの実施に当たっては、NF との間で
サポート内容を調整する JISS 内担当者（種目担
当者）を置き、種目担当者の指揮の下、各分野
から必要な人員を配置してチームを形成してサ
ポートに当たった。サポート活動には、必要に
応じて外部協力者を配置した。

4. 事業の進め方
　スポーツ庁からの受託事業であるハイパ
フォーマンス・サポート事業と本事業との共通
の窓口において NF の課題を集約し、専門性や
必要とされる人員の多寡により役割分担を調整
した。
　本事業については、JISS 種目担当者が詳細な
サポート計画を立て、サポート計画を JISS と
NF との間で覚書として締結した。
　支援事業部会において各 NF に対する年間サ
ポート計画の内容を精査し、支援企画 WG にお
いて個別の活動の申請書と報告書を精査した。

（文責　窪　康之）

6 スポーツ医・科学支援事業



1．背景・目的
　どの競技種目においても、競技力の向上を図
る際には、まず身体能力等の現状を把握し、課
題がどこにあるのかを明確にすることが必要で
ある。JISS から NF へ提供するフィットネス測
定の支援としてフィットネスチェック（FC）が
あり、予め準備された測定項目から幾つかを選
択して実施する。FC 測定によって得られたデー
タは、各 NF の選手強化のための資料として活
用され、フィットネス課題の抽出、トレーニン
グ計画の立案及びその効果検証などに役立てら
れる。以下には、FC におけるフィットネス測
定について報告する。

2．実施概要
　右表は競技種目別の FC 実施実績である。
2023 年度の測定実施日数は延べ 98 日、実施対
象者は延べ 431 名（男子 225 名、女子 206 名）
であった。
　2022 年度のフィットネス測定実績（109 日、
522 名）と比較すると、日数、対象者数ともに
減少した。一方で、2022 年度から開始された総
合型支援の対象競技種目では、FC の実施内容
よりも更に競技特化した形式でフィットネス評
価を実施した競技種目もあった。これらの評価
のノウハウは今後洗練され、他種目にも応用さ
れることで、FC 全体の高品質化をもたらすこ
とが期待される。
　パリ 2024 大会を目前とし、各 NF の強化活動
及び JISS 支援の活用頻度もコロナ禍以前の状況
へ戻りつつある。測定実施に際しては、改めて
感染症対策を徹底するとともに、測定で得られ
た各種データが選手強化に役立つよう、測定内
容の検討や結果の整理、説明に注力したい。

（文責　松林　武生）
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（1）　フィットネスチェック

表　競技種目別の FC 実施者数

競技種目 実施
日数

延べ対象者数

男子 女子 計

夏季オリンピック
陸上競技 13 31 23 54
ローイング 6 23 26 49
エリートアカデミー 10 12 31 43
アーチェリー 2 10 10 20
ソフトテニス 　2 9 9 18
ゴルフ 2 6 4 10
アーティスティックスイミング 1 0 10 10
自転車 2 5 4 9
ビーチバレー 1 3 5 8
ウエイトリフティング 1 3 4 7
テコンドー 1 3 3 6
セーリング 1 2 0 2
トライアスロン 1 2 0 2
サーフィン 1 1 0 1

　小計　 44 110 129 239
夏季パラリンピック

トライアスロン 4 13 2 15
テニス 3 　　2 3 5
フェンシング 　1 5 　0 5
陸上競技 　1 2 　0 2

小計 　9 22 5 27
冬季オリンピック

フィギュアスケート 　3 18    27 45
スノーボードスロープスタ
イルビッグエア 　4 13 11 24

スノーボードハーフパイプ 　6 15 6 21
山岳スキー 　2 6 5 11
スノーボードアルペン 　2 4 　　　6 10
スキースロープスタイル 　1 4 4 8
スキーアルペン 　1 4 3 7
カーリング 　2 0 5 5
スキーコンバインド 　2 5 0 5
スケルトン 　1 2 2 4
スピードスケート 　6 3 0 3
スキークロス 　1 2 0 2

小計　 31 76 69 145
冬季パラリンピック

スキーアルペン 　 9 7 3 10
スノーボード 　3 8 0 8
スキークロスカントリー 　2 2 0 2

小計　 　14 17 　　3 20

　 　　　総計 　　 98 225 206 431
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1. 背景・目的
　トレーニングは全ての競技に共通する分野と
して支援のニーズが高く、また、HPSC におい
ては JISS で行われるスポーツ医・科学研究事業、
スポーツ医・科学支援事業の成果が還元される
ことが多い分野でもある。
　トレーニング指導においては、エビデンスに
基づく科学的なアプローチはもとより、個人か
ら得られた事例を基に先進的な知見に繋げ、競
技強化や社会への還元に繋げていくことも重要
である。

2. 実施概要
　2023 年度は年間で 4,269 件の個別サポートが
行われ、32 件（選手 503 名、コーチ等 178 名）
の講習会を実施した。

（1）レスリング競技におけるトレーニングサ
　ポート
　高校生男子競技者を対象としたトレーニング
サポートでは、長期的に競技力向上を達成する
ために基礎筋力の強化から取り組んだ。バッ
クスクワットを指導する際には写真 1 のように
しゃがむ深さをボックスにより規定したほか、
フォームを動画撮影して選手にフィードバック
した。

　レスリング競技においては、試合直前の時期
に体重調整をしながら筋量や筋力を維持する必
要がある。そこで筋量は体組成を測定して把握
し、 筋 力 は Isometric-Mid thigh-Pull （IMTP）
をハイパフォーマンス・ジム（HPG）と連携し
て測定し把握した。IMTP で測定できる Peak 
Force や Rate of Force Development が低下し
ている場合は、コンディションの不調が生じて
いると判断してトレーニング量を減らすなどの
対策を講じた。これらのデータを大会に向けた
ピーキングの指標にするとともに、日本代表ク

ラスの選手のデータと比較することで体力面の
課題を明確化し、トレーニングの優先順位を決
定した。階級制のコンタクトスポーツである特
性上、ケガや体重調整などコンディションの変
化に対応しながらトレーニングを継続すること
が必要であるため、筋力測定値と体組成及びコ
ンディションデータをモニタリングすることで
トレーニングプログラムの有効性を分析できる
と考えられた。

（2） ローイング競技におけるトレーニングサ
　ポート
　NF 指導者とミーティングを実施して障害予
防（腰痛・肋骨疲労骨折等）と筋力・パワー
の向上をトレーニングサポートの目的とした。
デッドリフト、バックスクワット等の基本的な
エクササイズを効率よく安全に実施できるよう
に正しいフォーム獲得に重点を置きながら取り
組んだ結果、ケガの発生件数も下がり、「シー
ズンを通してトレーニングや競技の練習を積む
ことができた」とコーチから評価をいただいた。

　筋力やパワーの向上においては、オリンピッ
クリフティング（クリーン・スナッチ）に重点
を置いて取り組み、HPG でリバウンドジャン
プを用いてトレーニング効果を評価した。また、
これまでは個別サポートが主であったが、ナショ
ナルチームに対するサポートへと進展している。

3. まとめ
　JISS におけるトレーニング指導の強みの 1 つ
として、HPG と連携した測定がある。トレーニ
ング中にエクササイズを評価しながら、今後に
役立つデータとして残している。このデータは、
当該選手のレーニングプログラムに反映するこ
とはもちろん、別の選手や他競技の課題改善に
活用することも可能である。

（文責　市田　慧治、上原　雅也、田村　尚之）

写真 2 　サポートの様子

　（2） トレーニング指導

写真 1 　バックスクワットの指導例
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要望に応えるため、チームビルディングをメイン
に講習会を複数回展開するケースがあった。講習
会後、非常に有効であったという声が聞かれた。
また、ジュニア向けの講習会の依頼もあった。例
えば、初の海外遠征に向けての準備やロサンゼル
ス 2028 大会を見据えての育成・強化活動等であっ
た。内容は「メンタルトレーニングとは？」から
始まり、「目標設定」、「イメージトレーニング」
等の基本的なものを行った。講習会は、対面とオ
ンライン開催の希望もあり、要望に合わせて柔軟
に対応している。
　今回の講習会の数は、表に示すとおり、2019
年以来の高い水準であった。パリ 2024 大会の前
年ということもあるが、COVID-19 のパンデミッ
ク前の水準に戻ったともいえる。また講習内容の
要望も多様であった。今後も、競技団体の担当者
と事前に詳細な打合せを行い、様々な要望にしっ
かりと応えられるように進めていくことが重要で
ある。なお、総合型サポートにおいても講習会を
実施しているが、本件には含まれていない。

⑶　メンタルヘルス、ウェルビーイング
　近年、アスリートのメンタルヘルスやウェル
ビーイングが注目されている。この 2 つのキー
ワードは、COVID-19 のパンデミックが起こる前
から取り上げられているが、COVID-19 のパンデ
ミック後に更に注目されている。我々の心理サ
ポート（個別サポート、講習会）においても、当
然重要であると認識している。我々の心理サポー
トは、開所当初から、競技力向上はもちろんのこ
と、メンタルヘルスやウェルビーイングに関する
面の心理サポートを行ってきた。今後も変わらず、
そしてこれらに関する海外の情報等を得ながら、
より良いサポートを提供していきたい。

3．まとめ
　2023 度は杭州アジア競技大会が行われ、また、
パリ 2024 大会の前年ということもあり、個別サ
ポートの新規申込、そして講習会の数も増えた。
今後も選手及び競技団体の要望に可能な限り応え
られるよう心理グループ全員で力を合わせ、引き
続き国際競技力に貢献していく所存である。

　　　　　　　　　　　　　（文責　立谷　泰久）

1. 目的
　心理グループは、アスリート及びチームの国際
競技力向上のために、スポーツ医・科学支援事業
の個別サポートと講習会を実施した。これらの活
動について報告する。

2．実施概要
⑴　個別サポート
　表に 2016 〜 2023 年度までの個別サポート（対
面、オンライン、メール）のセッション数（延
べ）と新規申込者数の年度別件数の推移を示した。
2023 年度の個別サポートのセッション数（延べ）
は、2022 年度と同等であった。
　一方で新規の申込は増加した。これは、2023
年度に行われた杭州アジア競技大会と 2024 年度
のパリ 2024 大会に向けてのサポート希望者が増
えたことによるものだと思われる。また、2023
年度の 8 月から心理グループの研究員が週 2 回/1
時間、リハビリテーション（リハビリ）室に滞在
する時間を設けており、リハビリ担当のスタッフ
から選手を紹介されることが増えた。この活動は、
リハビリ期間中のメンタル面のケア、また、リハ
ビリの期間にメンタルトレーニングを学びたい等
の要望があることからスタートした。この活動を
通して、個別サポートの理解が深まり、個別サポー
トを受けることの抵抗感が少なくなったことで申
込が増えたと考えられる。その他、コンディショ
ニング課の他分野のスタッフと連携を取りながら
のサポートも少しずつ増えており、分野間連携が
より進んでいると感じている。

⑵　講習会（啓発・研修）
　表に 2016 〜 2023 年度の講習会（心理サポー
ト、メンタルトレーニングに関すること）の数を
示した。2023 年度の講習会は、パリ 2024 大会前
ということもあり、大幅に増えた。今回の講習会
では、単発（1 回）ではなく、パリ 2024 大会へ
の出場権をかけた大会前に複数回の講習会の依頼
を受けたケースがあった。日本代表の選手たちは
代表の合宿等に召集されるが、選ばれた他の代表
選手やチームスタッフと常にコミュニケーション
がとれているわけではない。代表チームに召集さ
れた場合、まずはチーム内で十分なコミュニケー
ションを図ることが非常に重要になる。これらの

(3) 心理サポート

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

個別サポート
セッション数（延べ） 631 785 971 738 1,152 816 602 613

新規申込者数 31 41 45 38 30 23 28 38
講習会 啓発・研修 20（4） 35（5） 24（0） 29（1） 9（0） 18（0） 13（0） 29（0）

表　2016 ～ 2023 年度　年度別個別サポートと講習会の数（単位：人、件）

※講習会の (  ) の数は、全体の数のうちパラリンピック選手を対象として行ったもの
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1．背景・目的
　2023 年度は、総合競技大会に向けたコンディ
ショニングのため、NF の強化活動の目的や、選
手個別の要望に合わせて栄養・食事面からのサ
ポートを以下のとおり実施した。

2．実施概要
⑴ 個別栄養サポート
　個別栄養サポートは、クリニック内栄養相談室
やコンディショニングスペースでの対面式を基
本とし、必要に応じてメールやオンラインでも実
施した。2023 年度の個別栄養サポートは合計 558
件であり、2022 年度 443 件から大幅に増加した。
　内訳は、コンディショニング課の各分野スタッ
フが外傷・障害の回復に向けて連携するトータル・
コンディショニングサポート（TCSP）での栄養
サポートは 106 件（2022 年度 97 件）、パフォー
マンス発揮を目的に複数分野で連携するコンバイ
ンド・コンディショニングサポート（CCSP）は
56 件（同 74 件）、栄養分野のみで行う食事分析、
体組成管理、栄養情報提供を中心とした栄養サポ
―トは289件（同171件）、JOCエリートアカデミー
を対象としたサポートは 107 件（同 84 件）であっ
た。
　合計 558 件のうち、オリンピック選手 430 件

（2022 年度 323 件）、パラリンピック選手 128 件（同
120 件）と、過去数年パラリンピック選手の件数
が増加していたが、2023 年度はオリンピック選
手の件数が増加した。また、相談内容は減量、増
量、体組成の改善といったウエイトコントロール
が 323 件と 2022 年度同様、半数以上を占めた。
　個別栄養サポートでは、アスリートカードと連
携している栄養評価システム「mellon Ⅱ」を用
いた食事分析と、同じくアスリートカードと連携
した HPSC 内複数個所に設置がされている体組
成計を活用した体重及び体組成の経時変化のデー
タを用いた。今後も HPSC 内の資源を最大限に
活用し、多様性を考慮した選手の栄養サポートに
取り組みたい。

⑵ 栄養講習会
　NF から JISS 医・科学サポート受付に依頼の
あった HPSC 内栄養講習会を合計 26 件（延べ
受講者数は 739 名）実施した。26 件のうち 4 件
以外は、「ハイパフォーマンススポーツセンター
ネットワークの構築」（HPSC ネットワーク事業）
で作成された栄養講習会パッケージを活用した。
NF からの栄養講習会要望から「アスリートのた
めの食事の基本」「アスリートのためのウエイト
コントロール（増量・減量）」「アスリートのため
の海外遠征時の食事」を主に活用した。HPSC/

JISS 内で実施した講習会で、栄養講習会パッケー
ジを活用することは、NF が同パッケージを把握
する機会となり、今後地域で選手の育成と強化活
動の推進につながると考える。今後も JISS 医・
科学サポートで行う栄養講習会では同パッケージ
の積極的活用を行っていく。

⑶ 栄養評価システム「mellon Ⅱ」の利用状況
　HPSC 内にある 3 つのアスリート向けレスト
ラン「R3」、「SAKURA Dining」、「イースト」で
の mellon Ⅱの 2023 年度の利用実績は、33,082 件

（オリンピック競技 28,120 件、パラリンピック競
技 4,962 件）であり、2022 年度合計 27,048 件と
比べ利用件数が増加した。パリ 2024 大会に向け
た NF の強化活動のより一層の活発化や、継続的
に利用しているチーム競技や個人の利用が増加し
たためと考えられる。2024 年度はパリ 2024 大会
が開催されるため、選手のコンディション管理に
mellon Ⅱが活用されるよう、引き続き栄養評価
システムの安定稼働と整備に努めたい。

(4) 第 8 回 JISS-NF 栄養スタッフ会議の開催
　本会議は、各 NF の栄養スタッフと連携を深め、
栄養サポートに関するネットワークを強化するこ
とを目的としている。2023 年度は 7 月 26 日（水）
に開催し、JOC 及び JPSA/JPC に加盟する 34 競
技団体の栄養スタッフ及び NF 関係者と、JOC、
JPSA/JPC のスタッフ、そして HPSC スタッフな
ど総勢87名が参加した。今回は、HPSCネットワー
ク事業及び栄養講習会パッケージの説明を行い、
今後 NF での活用の推進に向けて関係者への周知
を図った。また、HPSC、JOC、JPSA/JPC から
次期開催大会（杭州、パリ）へ向けての情報共有
を行った。さらに、過去大会時の栄養サポート活
動事例を、NF 栄養スタッフより共有いただいた。
　参加者からは 2022 年度同様、NF からのサポー
ト事例の紹介が、今後の NF 栄養サポートの参考
になるといった意見が多かった。今後必要に応じ
て、HPSC/JISS、JOC、JPSA/JPC、NFの取組
を共有できるための手法についても検討したい。

3．まとめ
　2024 年度はパリ 2024 大会が開催されるため、
より一層、関係各所と連携・協力し、選手や関係
者にとって安心・安全で必要な栄養サポートを受
けられる環境整備に努めたい。

　　　　　　（文責　亀井　明子、元永　恵子）

（4）栄養サポート



ント数は 4,598 であった。講習会は管理者向け（リ
モート又は対面）が 7 件（計 10 名）、利用者向け
講習会が 2 件（40 名）だった。主な利用種別（映
像数が 10,000 件以上、パラ種別は 1,000 件以上）の
利用実績を表 1 に示す。

（2）情報技術サポート
①ツール開発による IT 支援
　情報技術サポートでは、インターネット上で公
開されているリザルトなどのデータを自動収集す
るツールの開発を行った。ノルディック複合向け
リザルト収集システムは、ワールドカップほか国
際大会のリザルトデータを自動収集し、コーチや
分析スタッフが加工しやすい形でダウンロードで
きるようにした。このツールの横展開として、競
技個別プログラミング講習会を 7 件（8 名）行い、
ブレイキン、柔道、卓球、ウエイトリフティング
などの競技で同様のツールをコーチやアナリスト
自らがツール作成できるよう支援した。

1．背景・目的
　JISS の映像 / 情報技術サポートでは、映像技術、
情報技術を用いた NF への支援活動を継続して実
施している。
　2023年度については、パリ 2024 大会、ミラノ・
コルティナ 2026 大会へ向け、継続的な強化活動の
中での映像・情報技術の活用促進や、NF スタッフ
に対する映像技術講習会や人材育成についても引
き続き行った。

2．実施概要
（1）映像技術サポート
①ビデオフィードバックシステム運用支援
　映像技術サポートでは、競技現場でのビデオ
システム活用支援を継続して行った。Wi-Fi 対応
SD カード（FlashAir）に独自開発したプログラ
ムを適用した JISS Air ベースのシステムについて
は、2023 年度もノルディック複合やスキージャン
プ、スノーボードクロスのナショナルチームが、
国内外のナショナル合宿、ワールドカップで活用
し、コーチング及びアスリートの動作改善をサポー
トした。スノーボードハーフパイプチームでは、
FlashAir を挿入したビデオカメラから Wi-Fi でダ
イレクトに iPad へ撮影データを転送する簡易型の
システムが継続活用された。また、味の素 NTC・
ウエストのウエイトリフティング専用練習場など
で活用されている iPad 撮影＋ P2P 通信アプリベー
スのシステムについて、ビデオ再生用 PC 及び壁
掛けの大型モニターの入れ替えに伴い、自作のビ
デオ自動再生 Player もバージョンアップを行った。
コマ送りやスロー再生などの操作が前バージョン
よりも容易となり、トレーニング中にアスリート
が細かな動作確認を行う姿も見られた（写真１）。

② JISS nx 運用支援
　2023 年度は、スポーツビデオデータベース JISS 
nx に対して、オリンピック競技（39 種別）、パラ
リンピック競技（20 種別）から申請があり、合計
59 種別で利用された。
　2023 年度末の総映像数は 790,661 件、総アカウ
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(5)　映像 / 情報技術サポート

表 1　JISS nx の利用実績

主な利用種別 映像数 アカウント数
体操競技 127,981 241
柔道 84,326 179
自転車 75,141 77
ボブスレー ･ リュージュ ･
スケルトン 54,984 95

スポーツクライミング 44,480 100
ウエイトリフティング 35,389 209
スピードスケート 32,351 487
空手 31,008 35
バドミントン 30,196 344
競泳 26,117 438
卓球 25,312 16
ショートトラック 23,671 177
フェンシング 23,641 155
飛込 19,483 187
競歩 15,198 160
アーティスティックスイミング 14,468 133
フリースタイルスキー 14,318 32
バレーボール 13,627 121
車いすバスケットボール 9,774 107
ゴールボール 5,842 35
パラバドミントン 5,543 19
パラアルペン 3,517 11
パラ陸上 3,005 28
視覚柔道 2,605 32
パラクロスカントリー 2,194 19
車いすテニス 1,348 52
ブラインドマラソン 1,090 37
合計（59 種類） 790,661 4,598

写真 1　 味の素 NTC・ウエスト
　　　　ウエイトリフティング専用練習場の新 Player
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② JISS share 運用支援
　ファイル共有システムの JISS share はオリンピ
ック競技（38 種別）、パラリンピック競技（20 種別）
から申請があり、合計 58 種別で利用された。リモ
ート又は対面で 5 件（計 7 名 ) の管理者向け講習
会を行った。各競技の保存容量は 1TB を上限とし、
必要に応じて容量の増量を行った。総アカウント
数は 1,656 で、総データ容量は 31,279GB であった。
主な利用種別（データ利用容量が 500GB 以上）の
利用実績を表 2 に示す。

3．ハイパフォーマンススポーツのための
　 映像・IT アカデミー（DiTS）の開催
　競技現場での映像・IT 技術の活用促進や人材育
成支援を目的として、ハイパフォーマンススポー
ツのための映像・IT アカデミー「基礎講座 DiTS 
Level.BASIC、応用講座 DiTS Level.ADVANCE」
を 2022 年度に引き続き開催した。対象は競技団体

に所属するコーチ、スタッフ、アスリートで、場
所は味の素 NTC・イースト共用コート（写真 3）及
び JISS 情報サービス室（写真 4）を利用し開催した。

　基礎講座 DiTS Level.BASIC は「映像・情報基
礎」に関する 2 日間コース、応用講座 DiTS Level.
ADVANCE は「ゲーム分析」、「スポーツ映像編集」、

「モチベーションビデオ」のテーマで開講した。さ
らに、2023 年度から新たに DiTS プログラミング
Level.BASIC「ゼロから学ぶ Python プログラミン
グ入門」（毎週 90 分× 5 回）と DiTS プログラミン
グ Level.ADVANCE「実践で学ぶ Web スクレイピ
ング」もラインナップに加え、更なる充実を図った。
有料講習会として実施したが、全回合計で 60 名の
参加があった。事後に参加者へアンケートを実施
したが「他の競技団体の方と知り合えたこと、情
報交換できたことは大変よかった」、「新しい知識
を得る場として非常に有意義だった。すぐに強化
現場で活用したい」など、2023 年度も高評価をい
ただいた。2024 年度以降も定期的に実施できるよ
う引き続き準備を進める。

4．まとめ
　近年 DX や AI などデジタル技術の発展は目覚ま
しいものの、トップスポーツの競技現場においては、
デジタル技術単独ではなくアナログ技術をうまく組
み合わせることでより質の高いコーチングやフィ
ードバックになることもある。競技現場で起きてい
ることに目を配り常に耳を傾け、しっかりと現場活
用される映像・情報技術サポートを継続したい。

（文責　三浦　智和）

写真 3　 DiTS 応用講座 ゲーム分析
　　　　　　　 （味の素 NTC・イースト共用コート）

写真 4 　DiTS 応用講座 映像編集
　　　（JISS 情報サービス室）

写真 2　データ自動収集ツールのプログラミング画面

表 2　JISS share の利用実績

主な利用種別 使用データ
容量（GB） アカウント数

スピードスケート 2,260 142
ホッケー 2,052 7
バレーボール ( 男子 )    2,023 10
ラグビー 2,020 4
フィギュアスケート 1,891 7
バレーボール ( 女子 ) 1,685 16
パラアルペン 1,140 39
ショートトラック 1,130 121
テニス 1,140 16
ゴールボール 969 27
自転車 958 43
競泳 915 103
車いすテニス 851 32
パラ陸上 786 30
パラバドミントン 634 14
パラトライアスロン 540 63
パラスノーボード 539 6
ラグビー（女子） 530 14
フェンシング 518 1
合計（58 種別） 31,279 1,656



3. サポート事例
（1）パラ陸上
　車いす種目を対象として主要競技会のレース分
析を行い、最高走スピードの向上が日本人選手の
共通の課題であることが明らかとなった。
　また、車いすエルゴメータを用いた測定により、
低速域での力発揮に課題がある選手、高速域での
力発揮に課題がある選手、レース展開に合わせて
適切に加速する能力に課題がある選手などの個別
のパワー発揮特性を明らかにし、それぞれの特性
に合わせて筋力や筋量を増加するためのトレーニ
ングや低酸素環境下における間欠的スプリントト
レーニングを提供した。

（2） スポーツクライミング
　スピード種目を対象として主要競技会のレース
分析を行い、世界トップレベルの選手と比較した
結果、日本代表レベルの選手の共通課題として、
スタート局面のスピードが低いことが明らかと
なった。スタート局面のスピード向上には、下肢
の筋力・パワーの強化が必要と考えられたため、
これを達成するためのトレーニングと栄養サポー
トを提供した。
　レース分析においては、映像トラッキングシス
テムの開発も並行して行い、短時間で精度のよい
位置情報を取得できるよう準備を進めているとこ
ろである。また、レース分析に必要な映像情報は、
スポーツ庁委託事業であるハイパフォーマンス・
サポート事業の映像スタッフが国内外の競技会で
取得したものを有効に利用した。

1. 目的
　総合型サポートは、複数分野の研究員と専門ス
タッフが連携して課題の発見と達成に関わるこ
と、JISS が保有する測定、分析、トレーニングの
ための機器と施設を活用することなど、JISS の強
みを生かしたサポートを実施することで、対象競
技の競技力向上を支援し、その成果を JISS 特有の
成果として公表することを目的として実施した。

2. 事業の進め方
（1）対象の選定
　総合型サポートでは、JISS の人的・物的資源を
集中して活動するに当たり、サポート対象となる
種別を厳選する必要があった。そのため、2022 年
度にスポーツ医・科学支援事業部会において以下
の 5 つの観点に基づき対象競技を選定した。

①競技力：次のオリンピック・パラリンピック大
　会において予想される成績。
②既存の業績：これまで JISS において蓄積され
　てきた研究と支援の成果が活用できるか。
③新規の業績：サポートを通じて得られた知見が
　新しい研究テーマを創出するか。また、他競技
　への支援に活用できるか。
④ JISS の強みが生かせるか：科学的な測定・分
　析に基づいたパフォーマンスの評価、トレーニ
　ング・コンディショニング方法の提案が可能か。
⑤ NF の受け入れ態勢：スポーツ医・科学に関す
　る興味関心があり、JISS の提案や介入の受け入
　れが可能か。また、論文投稿や学会発表などの
　成果公表に理解を示していただけるか。

　上記 5 つの観点に基づいて選定した 7 種別（パ
ラ陸上、スポーツクライミング、競泳、バドミン
トン、トランポリン、スノーボードスロープスタ
イル・ビッグエア、パラアルペン）を支援の対象
とした。

（2）サポート体制
　サポート対象ごとに主担当と副担当を配置し、
各専門領域（フィットネス評価、バイオメカニク
ス、トレーニング研究、コンディショニング研究、
栄養、心理、トレーニング指導、映像・IT）から
研究及びサポート実績に基づいてメンバーを招集
し、サポートチームを形成した。

（3）サポートの進め方
　サポートチーム内での議論により対象競技のパ
フォーマンスを構成する要素の相互関係をモデル
化（パフォーマンス構造モデル）し、NF と共有
した。パフォーマンス構造モデルで示された要素
のうち、総合型サポートが集中して向上をねらう
要素を NF との議論の中で明らかにし、サポート
計画を立案した。
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（6）　総合型サポート

写真 1　レース分析映像（上）
図 1   スピード変化の例（下）
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トラッキングシステムの開発を継続した。

（5） トランポリン
　競技成績に強く影響する滞空時間を評価する指
標（予測滞空時間）を開発した。この指標を用い
て、競技会や試技会における演技構成に対し、滞
空時間を良好に維持できているか否かを評価して
フィードバックした。

4. 今後に向けて
　2023 年度は、全てのターゲット種別においてパ
フォーマンス構造モデルを作成し、パフォーマン
スを構成する要素のうちどの要素に対してサポー
トを行うか、サポートの効果検証を行うための指
標となる要素は何かといった議論がサポートチー
ムと NF との間で進んだ。
　2024 年度は、夏季競技の最重要競技会である
パリ 2024 大会が開催されるため、各分野のサ
ポートと国内選考会などの主要競技会におけるパ
フォーマンス分析を並行して行いながら、サポー
トの効果検証を進める。
　パリ 2024 大会での競技成績を高いものにする
ことが 2024 年度の活動の最大の目的であるが、
そのための課題の発見、課題達成のためのトレー
ニングやコンディショニングの提供、そしてその
効果の検証というプロセスを事例研究として成果
公表することも重要であることを認識して事業を
進める。

（文責　窪　康之）

（3） 競泳
　主要競技会のレース分析を通じて、スタート、
スイム、ターンなどの各局面での所要タイムが、
国際レベルにおいてどのような位置づけにあるか
を検討し、個々の選手の課題を明らかにした。
　スタート局面に課題のある選手に対しては、ス
タート台に設置した力量計を用いてスタート時の
力発揮を測定し、飛び出し時のスピードとその角
度を算出するとともに、入水位置、入水してから 15
ｍ地点までのスピード変化をフィードバックした。
　ターン局面に課題がある選手に対しては、プー
ル壁面に設置した力量計を用いて壁面に接触した
時間を計測し、タッチから離壁までの時間とタッ
チ前 5 ｍからタッチ後 15 ｍに要した時間ととも
にフィードバックした。
　スタート、ターンのいずれにおいても下肢の筋
力・パワーが要求されるため、これらを改善する
ためのトレーニングサポートとジャンプ能力測定
も並行して提供した。

（4） バドミントン
　バドミントンの試合中の動作を模した体力テス
トを実施し、コート上での移動能力を評価した。
この結果に基づき下肢の筋力・パワーを向上させ
るためのトレーニングを提供した。
　また、海外遠征中のコンディション維持を目的
として栄養スタッフが競技会に帯同し、脱水対策
や栄養指導を提供した。
　さらに、競技会での選手の移動能力を詳細に評
価するため、試合映像から選手の位置を算出する

写真 2　レース分析用映像

図 4　 試技中の滞空時間の評価の例

写真 4　試合映像（左）
図 3　トラッキング結果の一例（右）

写真 3 スタート動作分析の様子（上）
図 2　力発揮パターンの例（下）
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3. 村外サポート体制構築
　本事業では、パリ 2024 大会、ミラノ・コルティ
ナ 2026 大会等の大規模な国際競技大会におい
て、大会期間中の現地での最終的な強化・調整
のためのサポートを実施するための体制づくり
を進めており、過去大会で蓄積した経験に基づ
き、パリ 2024 大会、ミラノ・コルティナ 2026
大会においても充実した最終強化・調整のため
のサポートを実施できるよう体制を構築してい
る。
　2023 年度は、2022 年に開催予定だった杭州
アジア・アジアパラ競技大会が延期開催され、
現地でのサポートをパリ 2024 大会のトライア
ルとして実施した。また、パリ 2024 大会にお
けるサポートに向けて関係機関・各種専門分野
スタッフ等との各種調整やヒアリングを行い、
サポート体制や内容の検討を行いサポート拠点
の設営準備を進めた。

（文責　窪　康之）

1. 目的
　ハイパフォーマンス・サポート事業は、ス
ポーツ庁からの委託事業である。本事業は、パ
リ 2024 大会及びミラノ・コルティナ 2026 大会
等の大規模な国際競技大会で日本代表選手がメ
ダルを獲得できるよう、スポーツ医・科学、情
報の各分野からサポートを提供することを目的
として実施された。
　支援の対象となるターゲット種目は、スポー
ツ庁の定める 44 の重点支援競技の中から選出
され、メダル獲得の可能性に応じてサポートス
タッフを配置し、サポート活動を行った。

 2. アスリート支援
　アスリート支援では、表に示す 7 分野につい
てスタッフを配置してサポート活動を行った。
活動に先立ち、競技団体との合意による年間計
画書を作成し、これに基づいたサポートを実施
した。年間計画書は、日本代表合宿や選手の所
属先などで行われるトレーニングだけでなく、
各種競技会がいつ、どこで行われるか、また、
それらの強化現場において、どのような分野の
サポートが必要かを網羅したものである。年間
計画書作成をはじめとする競技団体との連絡・
調整は、本事業のマネジメントスタッフが行っ
た。マネジメントスタッフは、随時競技団体と
連絡を取って課題を抽出し、サポートスタッフ
の配置を決め、サポート活動の内容と進捗を管
理した。

(７) ハイパフォーマンス・サポート事業　　　　　　　スポーツ庁委託事業

表　サポート分野と主なサポート内容

サポート分野 主なサポート内容

コンディショニング コンディショニング、リハビリテーションを目的としたエクササイズ、ケアの提供

トレーニング 障害予防、パフォーマンス向上を目的としたエクササイズの提供

映像 トレーニング・競技会における映像の撮影とフィードバック、映像データベースの構築

バイオメカニクス パフォーマンス・動作分析

生理・生化学 生理学的モニタリング、体組成チェック

栄養 体組成チェック、栄養相談・アドバイス（啓蒙活動）、栄養調査・分析

心理 メンタルマネジメント技法の提供、心理カウンセリング
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（8）女性アスリートの育成・支援プロジェクト スポーツ庁委託事業

（PT）による機能評価、トレーニング、栄養、心
理サポート等、トータルサポートを 7 名のアス
リートに対して実施した。対象者数が増加したた
め、産後のサポート内容をアスリートごとにより
明確化した。具体的には、HPSC サポートスタッ
フ内での情報共有の強化や、産後 1 年を過ぎてよ
り強度の高いトレーニングに移行する際には NF
担当トレーナーと連携して HPSC 既存サポートに
移行する等を行った。また、子育て期にある女性
アスリートや指導者等が競技に集中できる環境を
整備するために、対象者 14 名のうち 10 名に育児
サポートを実施した。HPSC における育児サポー
トを充実させるため、利用者からの要望に対して、
HPSC 託児室を管理する HPSC 運営部と連携して
サービスを提供した。

（4）女性アスリートの健康課題に関する成長期ア
　スリートや指導者等の理解促進
　2022 年度に作成した e-learning スライドにつ
いて更なるブラッシュアップを図った。主なター
ゲットを初経前から中学2年生とした中学生用と、
主に中学 3 年生以上とした高校生用を作成した。
JOC エリートアカデミーや NF 等の 13 団体を対
象として、12歳～34歳の男女アスリート180名（女
性 147 名、男性 33 名）、指導者 57 名（女性 37 名、
男性 20 名）、保護者 9 名（女性のみ）、計 246 名
に、ライフステージごとに変わる女性の健康に関
して講習会を実施した。満足度調査（5 段階で 4
以上の回答を満足）では、アスリート 98％、指導
者 96％、保護者 89％と高評価であった。ICT の
活用により、長時間の講習にも飽きずに参加でき、
匿名での回答や質問ができたため、若い年齢のア
スリートにも受け入れやすく、双方向のコミュニ
ケーションが増加した。

（5）女性アスリート支援ネットワーク
　地域における支援の基盤構築のためのネット
ワーク構築を目指した。有識者の助言を仰ぎ、産
前・産後アスリート支援を実施するモデル地域 2
か所（北海道札幌市、新潟県）の選定に至った。
モデル地域での具体的な事業の進め方について、
連携する大学関係者とのミーティングを実施し
た。

（6）事業広報及び知見の還元
　女性アスリートに関する情報については、ウェ
ブサイト、SNS 等による発信、ニュースレターの
作成（図）、事業成果をまとめた動画素材の発信
を行った。

1．背景・目的
　第 3 期スポーツ基本計画 (2022 年 3 月 25 日、ス
ポーツ庁 ) では、「国及び JSC は、女性アスリー
トが健康に競技を継続できる環境の整備のため、
従前の取り組みにより得られた成果や知見を活用
し、実践における課題解決に取り組むとともに、
相談体制の充実や出産・育児等へのサポートを含
めた支援体制の整備を行う。（中略）また、女性
アスリートの健康課題等に関する指導者やアス
リート自身の理解促進や予防及び早期発見に向け
た取り組み等、NF や地域における女性アスリー
トへの支援体制の充実に取り組む。」と明記され
た。また、2021 年 12 月にスポーツ庁が発表した

「持続可能な国際競技力向上プラン」においても、
「女性アスリートが健康に競技を継続するための
環境整備」を推進することが示された。そこで本
事業においては、女性アスリートが健康にハイパ
フォーマンススポーツを継続するため、各ライフ
ステージに応じ必要な支援や環境づくり、選手自
身や関係者への意識啓発を推進した。

2．活動実績
（1）事業実施体制の整備
　女性アスリート支援プログラム推進会議を年 2 
回開催し、推進委員から適正な事業遂行の助言を
受け、2023 年度の事業及び 2024 年度以降の事業
計画に反映した。

（2）女性アスリートトータルサポート
　2022 年度同様、相談窓口、クリニックの外来診
療、メディカルチェック（MC）等と連携しなが
ら健康課題を有する女性アスリートのスクリーニ
ングを実施し、早期発見に努めた。女性アスリー
ト相談窓口機能件数は 81 件で、内容の内訳は婦
人科 40 件、心理・心療内科 16 件、栄養 11 件、
内科 5 件、脳外科 1 件、相談窓口への直接相談 8
件であった。女性アスリートトータルサポートの
JISS クリニック受診数は 289 件であった。包括
的な支援を必要とするアスリートに関しては、専
門家と事業スタッフが定期的なミーティング等で
連携することにより、適切な支援を提供した。ま
た、ウエアラブルデバイス等を活用した支援のト
ライアル実施で対象者にアンケートを実施したと
ころ、特に睡眠の質の記録に優れており、コンディ
ションの確認や改善に効果的であった。

（3）産後の競技復帰を目指すアスリートへのトー
　タルサポートの実施
　産前・産後トータルサポートでは、婦人科医、
内科医、整形外科医による診察や、理学療法士

女性アスリート支援プログラム
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ドニー / オーストラリア）では、支援の高度化
に資する情報を収集した。

3. 総括・今後の展望
（1）事業実施体制の整備
　引き続き、本事業の検証及び評価を行い、新
たな課題の抽出や解決方策を立案する。

（2）女性アスリートトータルサポート
　MC を有効に活用し、問診票をより充実させる
ことにより、課題抽出をシステム化することで、
アスリート自身が相談しやすい環境を提供する。

（3）女性アスリートの健康課題に関する成長期
　アスリートや指導者等の理解促進
　引き続き、教育コンテンツにバリエーション
を加え、統括団体や NF 等と連携し、講習会を
通した理解促進に努める。

（4）産前・産後トータルサポート
　妊娠を希望する段階から、妊娠・出産後の競
技復帰まで継続的な支援を実施する。パリ 2024
大会後に妊娠を希望するアスリートの抽出や情
報提供を行う。また、男女問わず育児を支援す
ることを見据え、アスリートが家族との時間を
共有できる環境づくりを目指す。

（5）女性アスリート支援ネットワーク
　外部有識者や関係団体と意見交換を行いなが
ら、地域における女性アスリート支援を推進す
る上で、効果的な支援のあり方や連携先の拡大
方策について検討する。

（6） 事業広報及び知見の展開
　現在の本事業ウェブサイトは事業成果の掲示
に留まっており、今後はオンライン・プラット
フォームと連携し、成果の公表とともに普及・
啓発も進める。

（7）オンライン・プラットフォームの整備
　トライアル公開を実施し、そのフィードバッ
クを元にサイトを改修する。ユーザーのニーズ
に応えるべく、コンテンツの充実を図るととも
に、サイトへの誘導やリピーターを増やすため
の戦略を立案する。
　2024 年度早期の運用開始を目指す。

（8） 事業推進に係る調査等
　アスリートやスタッフにおける本事業の認知
度については、パリ 2024 大会等の機会を通じ
て引き続き調査を実施、実態の把握に努める。
また、引き続き、国内外の学術集会等での情報
収集とともに、事業成果を発信していく。

　　　　　　（文責　中嶋　耕平、友利　杏奈）

（7）オンライン・プラットフォームの整備
　2022 年度に作成した仕様書に基づき、オンラ
イン・プラットフォームを構築した。優先順位
が高いと判断した 30 記事について、必要に応
じて通常版、平易版のパターンの文章を作成し、
オンライン・プラットフォームに掲載した。

（8）事業推進に係る調査等
　2008 年から 2021 年の期間に得られた HPSC
における婦人科メディカルチェック問診票 9,309
件（有効件数 9,306 件）を4 つの視点から分析を
行った。また、第34回日本臨床スポーツ医学会学
術集会において、シンポジウム「女性アスリート
のパスウェイを支える連携と進化」を開催した。
　杭州で開催されたアジア・アジアパラ競技大
会において、女性アスリート支援に関するアン
ケート調査を行い、アスリート 223 名（オリン
ピック競技 137 名、パラリンピック競技 86 名）、
スタッフ 103 名（オリンピック競技 50 名、パ
ラリンピック競技 53 名）の合計 326 名より回
答を得た。アスリートの 50%、スタッフの 40%
が女性アスリート相談窓口を知らなかったこと
が明らかとなり、事業での取組を知らなかった
層に対して周知を図ることができた。さらに、
The 2023 Female Athlete Conference（ボスト
ン / アメリカ合衆国）において事業の成果を公
表し、臨床でのスポーツにおける相対的エネル
ギー不足（REDs）やチーム医療の課題を聞く
機会を得た。Women in Sport Congress 2024（シ

図 　ニュースレターの作成
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7 スポーツ医・科学研究事業

（1）　国際競技力向上に資する研究の推進 

1．概要
　スポーツ医・科学研究事業は、スポーツ医・
科学、情報等の各機能が統合した JISS の特長を
生かし、必要に応じて NF スタッフや国内外の
研究者・研究機関と連携しながら、国際競技力
向上のために有用となる知見や方策を生み出す
ための調査・研究・開発を行うことを目的とし
ている。
　研究の種類としては、競技現場が抱える喫緊
の問題を解決する「競技研究」、10 年以内に医・
科学サポートの変革や社会実装を実現させる

「基盤研究」、将来的に競技研究・基盤研究につ
ながる小規模な「萌芽研究」の 3 つに区分される。
　「競技研究」は、NF からの要望を考慮しつつ、 

JISS 研究員からの提案により企画・実施してお
り、2023年度は5件の研究テーマを採用した。「基
盤研究」は、競技力向上及び支援活動で必要と
なるエビデンスを創出することと同時にスポー
ツ医・科学に関する最先端の知見を創出するこ
とも目的としており、2023年度は11件実施した。
　一方 JISS では、外部研究資金である「学術
研究助成基金助成金 / 科学研究費補助金」や「民
間団体研究助成金」を積極的に獲得するように
努めている。さらに、JISS 単独で実施するより
も時間的・経済的に有利であり、優れた研究成
果が期待されるテーマに関して外部団体と共同
で研究を推進する「共同研究」を実施している。

（文責　星川　雅子） 

研究の種類 研究テーマ 研究代表者

競技研究

シットスキー選手を対象とした体力・滑走技術に関する縦断的データの収集 石毛　勇介（科学・研究部）

陸上競技 4 × 100m リレーにおけるバトンパス技術評価方法の確立 松林　武生（科学・研究部）

採点競技における演技の出来栄えの決定要件の究明 横澤　俊治（科学・研究部）

スプリント走の能力および技術の測定評価方法の確立 松林　武生（科学・研究部）

スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける障害・外傷予防のための調査と
フィットネス評価 稲葉　優希（科学・研究部）

基盤研究

女性アスリート特有の課題に応じたコンディショニングプログラムの開発 中村　真理子（科学・研究部）

磁気共鳴分光法（MRS）を用いたパラアスリートの筋グリコーゲン測定法の確立 元永　恵子（科学・研究部）

腸内細菌とその機能によるアスリートのコンディション指標の探索 谷村　祐子（科学・研究部）

我が国におけるアスリート育成パスウェイの構築に関する研究 山下　修平（科学・研究部）

スポーツ外傷・障害の発生におけるアライメントチェックの有用性に関する検証 中嶋　耕平（医学・研究部）

リハビリテーション期における包括的コンディショニングの評価指標の検討 中嶋　耕平（医学・研究部）

トップアスリートにおける Illness 課題の抽出と取り組み 中嶋　耕平（医学・研究部）

高強度トレーニングプログラムの確立：トレーニング効果を生み出す最少量の解明 山下　大地（科学・研究部）

トップアスリートの実力発揮につながる認知的評価プロセスの検討 立谷　泰久（医学・研究部）

アスリート・ウェルビーイング及びメンタルヘルスの支援体制構築に向けた調査研究 野口　順子（科学・研究部）

スポーツ活動における脳振盪サーベイランスシステムの構築への取り組み 中嶋　耕平（医学・研究部）
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❶　競技研究

 1.　シットスキー選手を対象とした体力・滑走技術に関する縦断的データの収集

研究代表者　石毛勇介（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　田中仁（デジタル推進室）、袴田智子、中島大貴（以上、スポーツ科学・研究部）
外部分担者　小林章郎（白庭病院）、吉岡伸輔（東京大学）
外部協力者　石井沙織（日本障害者スキー連盟）

1. 背景・目的
　パラアルペンスキーの座位カテゴリー（シットス
キー）は、我が国がパラリンピック競技大会におい
て継続的にメダルを獲得している種目である。しか
し、近年は選手の高齢化が進み、新たに競技を始め
る選手も少ない。そのため、今後も継続的にメダル
を獲得していくことが困難な状況となっている。今
後も継続的にメダルを獲得していくためには、新た
に選手を発掘・育成することが必要である。
　JISS では 2015 年度にパラアスリートの支援を開
始して以降、シットスキー選手の体力や形態に関す
るデータを縦断的に取得してきた。一方で、実際の
パフォーマンス（滑走中のターン技術）の変遷につ
いては十分にデータを蓄積できていない。競技を開
始してからメダルを獲得するまでの体力や形態の変
遷に加えて、ターン技術の変遷を客観的なデータと
して残しておくことは、選手の発掘・育成を行う上
で役立つと考えられる。
　本研究では、新たにシットスキーを始める選手を
対象に、体力・形態の変化及び雪上でのターン技術
の変化を縦断的に調査することを目的とした。なお、
本研究は 2022 年度から継続して実施しているため、
2022 年度に収集したデータと併せて収集したデータ
の一部を報告する。

2．実施概要
（1）対象者
　対象者は、2022 年度から本格的に競技を開始した
男子選手 1 名とした。

（2）体力・形態測定
　体力・形態測定は、2022 年 10 月、2023 年 5 月、
2023 年 10 月に実施した。形態の変化を調べるため
に、指極長、体重、体脂肪率、除脂肪体重、MRI を
用いた体幹部の筋横断面積の測定を行った。体力（主
に持久力）の変化を調べるために、乳酸カーブテス
トを実施した。

（3）ターン技術の評価
　ターン技術の評価は、2023 年 3 月、2024 年 1 月
に競技別強化拠点であるパインビークスキー場にて
行った。対象者にはスラロームを模擬したコースを
滑走させた。滑走中の軌跡と速度を記録するため、
対象者のヘルメットに GNSS アンテナ（Timbertech
社、VBOX 社）を取り付けた。また、慣性センサー（ス
ポーツセンシング社）を体幹部及びチェアに取り付
け、滑走中の動作を分析した。さらに、2024 年 1 月
の計測ではスキーの両端に GNSS アンテナ（VBOX

社）を取り付け、滑走速度低下の要因となるスキー
板の迎え角を算出した。

3．結果と考察
　図 1 に体幹部の筋量の変遷を示した。対象者は競
技を開始した当初、他のシットスキー選手と比べ体
重が軽く、筋量が少ないという課題があった。加え
て、筋量の左右差が大きく、滑走中の右ターン（左
側が外側となるターン）が苦手という課題があった。
実際に 2023 年 3 月にターン技術を評価した際には、
右ターンでの減速が大きかった。そのため、対象者
は筋量増加及び左右差改善を目的としたトレーニン
グを実施してきた。その結果、順調に筋量を増加さ
せ、筋量の左右差も改善されていることが図 1 から
読み取れる。

　図 2 に 2024 年 1 月に実施したターン技術の評価
におけるスキー滑走中のスキー板の迎え角と滑走速
度を示した。競技を開始した当初苦手にしていた右
ターンも筋量の増加に伴って改善されており、左右で
ほとんど同様なターンが行えていることが読み取れる。

　今後も縦断的にデータ収集を行い、どの力・形態
の変化に伴ってターン技術が変化するのかを明らか
にすることで、新たに競技を始める選手の発掘・育
成に役立つ資料となることが期待される。

    　　　　　　　　　　　　　（文責　中島　大貴）

図 1　体幹部の筋横断面積

図 2　スキー滑走中のスキー板の迎え角と滑走速度
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研究代表者　松林武生（スポーツ科学・研究部）

1. 背景・目的
　陸上競技 4 × 100m リレーにおいて、日本男子
チームは世界選手権及びオリンピック競技大会に
おいて長年優れた成績を収めてきた。日本女子チー
ムも 2022 年に日本記録を更新している。このよう
な日本チームの活躍の裏には、個々の走力の向上
とともに、バトンパス技術の分析と洗練が重ねら
れてきた背景がある。これまでの検討からは、1)
高い走速度にてバトンパスが行われること、2) バ
トンを受ける走者が十分に加速してからバトンパ
スが行われること、などが優れたバトンパスの鍵
として挙げられてきた。今後の更なる飛躍に向け
て、日本チームのバトンパス技術には更なる向上
の余地がどの程度残されているのか、また、その
ために求められる要素は何か、などの検討を続け
る必要がある。本研究は、バトンパス技術の評価
方法について検討を深め、日本チームのバトンパ
ス技術練習を科学的に支援するための手法を 2025
年度までに確立させることを目的とする。
　バトンパスの技術評価においては、バトンを渡
す走者と受ける走者、それぞれの走速度の推移を
正確に計測することが必要である。この計測に関
して、練習中に実施する場合にはグラウンド内に
カメラを設置することで正確かつ細度の高い計測
値（5mごと）を得ることが実現できている（松林ら、
2022）。一方で、競技会にて計測を実施する場合
には、競技運営に支障が生じることからグラウン
ド内にカメラを設置することは難しく、観客席か
ら撮影する映像に基づいて計測を行うことになる。
また、走位置把握のための参照マークを 5m ごと
に設置することも難しいため、練習時のように細
度の高い走速度を計測することはこれまで実現で
きておらず、競技ルールに基づいて付されている
10-20m 間隔のマークを参照することで実施できる
細度の低い走速度計測を行うにとどまっていた。
　しかしながら、競技会においても細度の高い計
測を行うことは、練習との縦断的比較などのため
にも必要である。以下では、競技会において細度
の高い計測を実現させるための手法を検討した結
果について報告する。

2．方法
　陸上競技のトラックには、競技ルールにのっとっ
て付されたマークが点在する。4 × 100m リレー
のテイクオーバーゾーン周辺では、ゾーンの入り
口と出口、400m 走の 100m ごとに付されたマーク、
及び 400m ハードルにおける 35m ごとのハードル
設置位置マークなどがある。これらの走路上での
間隔は 10-20m ごととなってしまうが、これらを
参照点としてグラウンド上で 2 次元平面の距離較
正を行えば、走路上の 5m 間隔の位置を特定する
ことも可能である。この考えに基づき、日本女子

代表チームのレースにおいてバトンパス区間の計
測を試行した。

3．結果及び考察
　30m あるテイクオーバーゾーン内における、バ
トンパスを行う 2 走者の 5m ごとの走速度変化を
捉えた結果を図 1 に示す。また、参考として、図
1 と同データをこれまで実施されてきた 10m ごと
の走速度変化として整理した結果を図 2 に示す。
なお、受け手はテイクオーバーゾーン内（図中
の 1m 付近）から走り始めるため、図 1 における
0-5m 区間及び図 2 における 0-10m 区間の走速度は
算出することができない。
　図 1 のように細度の高い計測値を得ることがで
きれば、定量的な検討によるバトンパス技術の評
価を深められる可能性がある。これに加えて、図
1 と図 2 の比較からは、細度の高い計測値は定性
的な検討にも有用であるという印象が得られた。

4．まとめ
　本検討によって、競技会レースにおいても細度
の高い計測値を得ることができる手法の一案を提
示することができた。今後これを活用すること
で、競技会において観察される高いバトンパスパ
フォーマンスの背景にある技術を詳細に検討する
ことが可能となるだろう。

    　　　　　　　　　　　　（文責　松林　武生）

2.　 陸上競技 4 ×100m リレーにおけるバトンパス技術評価方法の確立

図 1　バトンパス時の走速度の推移（5m ごと）

図 2　バトンパス時の走速度の推移（10m ごと）
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 3.　採点競技における演技の出来栄えの決定要件の究明

研究代表者　横澤俊治（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　窪康之、尾崎宏樹、山下大地、河野由、木村新、木村裕也（以上、スポーツ科学・研究部）、
　　　　　　實宝希祥（スポーツ医学・研究部）

1. 背景・目的
　競技スポーツにおけるトレーニング理論の構築
や科学的支援の確立のためには、そのパフォーマ
ンスの構造をモデル化することが出発点となる。
ただし、採点競技に関しては「どのように見えたか」
という演技の出来栄えが採点の対象となっている
ため、効果的なパフォーマンス構造モデルを構築
するためには演技の出来栄えの採点につながる動
きや事象、そして、それらの具体的な評価基準を
示す必要があると考えられる。しかしながら、実
際の採点のもととなる採点規則には定性的な記述
が散見されることや、あくまで審判員にどのよう
に見えたかで得点が決まることから、採点規則の
みから演技の出来栄えの構成要素を捉えることは
難しい。また、採点競技において実施された動作
と最終的な得点との関係を調査した研究は多いが、
その動作が採点規則のどの要素に関わっていたか
が検討されていないため、上記の問題を解決して
いない。
　これらの問題を解決するためには、実際に採点
を行う審判員が演技の出来栄えをどのように評価
しているかを把握することが有益であると考えら
れる。これまで採点競技では採点規則をよりどこ
ろにパフォーマンス構造を推測してコーチングや
科学的サポートに活用する（例えば、どの程度膝
が屈曲すると減点されるのかを推測してコーチン
グする）しかなかったが、本研究によって、採点
規則の内容を物理量に置換することにより審判員
が実際に行う採点に沿ったパフォーマンス構造モ
デルを構築することが可能となる（例えば、どの
程度膝が屈曲すると減点されるのか分かった上で
コーチングできるようになる）。そこで本研究では、
審判員が演技の出来栄えをどのように評価してい
るかを把握することで、審判員の着眼点に基づい
た演技の出来栄えの構成要素を明示することを目
的とした。

2．実施概要
　2023 年度は、トランポリン競技の国際審判有
資格者 15 名を対象にそれらの演技の出来栄え（E 
score）を採点してもらい、採点の観点に関する選
択肢の中から採点理由を選択させた。さらに、採
点の観点に基づき、技の要素ごとに選手の運動計
測で得られた物理量（独立変数）と点数や観点ご
との評価（目的変数）との回帰方程式を求め、式
の当てはまりの良さを決定係数にて確認した後、
演技の出来栄えの採点基準として適用される物理
量及びその範囲を検討した。その結果、タックや
パイクの姿勢に関する観点（コンパクトか否か）
と、落下時に体幹が水平になる時点の姿勢（股関

節や膝関節が屈曲していないかどうか）という観
点の 2 つが全減点理由の半数以上を占めているこ
とが明らかになった。さらに、採点の観点の多く
は、採点規則から関連が予想される物理量のみで
50% 以上説明することができたが、一部の観点（捻
り終わりに関する観点）では決定係数が 15% 程度
の場合もあった。これらのことから、採点規則が
具体的且つ減点方式である身体運動減点型競技で
あっても、採点規則から読み取れる物理量以外の
着眼点を審判員が有している可能性が示唆された。
　また、スノーボード競技の国際及び国内審判有
資格者計 3 名の協力を得て、トランポリン同様に
出来栄えに関わる採点の観点を整理し、採点の理
由に関連する選択肢を選定した。その結果、スノー
ボード競技はトランポリン競技と異なり、要素ご
とに採点するというよりも、個々の要素を念頭に
置きつつも総合的に採点しており、採点理由と採
点項目が必ずしも一対一の対応とはならないこと
が明らかになった。また、強化選手を含む 10 名を
対象に運動計測を実施した（写真）。
　2024 年度は、スノーボード競技を対象に審判員
による採点を実施し、運動計測データとの関係性
を分析することによって出来栄えの構成要素を定
量する予定である。

（文責　横澤　俊治）

写真 　運動計測のセッティング
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研究代表者　松林武生（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　図子あまね、景行崇文、門馬怜子、後藤晴彦（以上、スポーツ科学・研究部）

1. 背景・目的
　スプリント走は、様々な競技種目において見ら
れる運動であり、その能力は競技パフォーマンス
にも強く影響する。この能力や技術を評価するこ
とは、競技力向上を検討する上で重要な課題のひ
とつとなる。スプリント走の能力が重要となる典
型的な競技種目として、陸上競技の短距離が挙げ
られる。本研究は同種目を対象として、スプリン
ト走の測定及びその能力と技術の評価方法を洗練、
確立させることを目的とする。
　スプリント走の測定には様々な手法がある。能
力を評価することのみで考えると、決められた距
離を走行することに必要なタイムを計測したり、
その間の走速度曲線を用いて走速度の推移を評価
したりすることができる。走技術を評価すること
までを考えると、走動作の測定が必要となる。古
くから動作計測に用いられてきた手法のひとつに
3 次元 DLT 法がある。これは、異なる視点の複数
の固定カメラを用いて分析範囲を撮影し、予め撮
影するカメラ較正用映像に基づいてカメラパラ
メータの算出を行ったのちに、分析範囲内での分
析対象者の動作を解析していく手法である。スプ
リント走に関する多くの研究においても同手法は
活用されており、例えば 1991 年及び 2007 年に日
本国内で開催された陸上競技世界選手権大会での
100m 走の分析も同手法に基づいて行われている。
しかしながら、同手法には、カメラ固定の必要性
から分析範囲を拡大しにくいこと、カメラ較正用
映像撮影のために分析範囲内に立ち入って座標既
知マークを設置する必要があること、などの課題
がある。このため、先に挙げた 100m 走に関する
先行研究でも、分析範囲は中間疾走局面とスター
ト局面のみに限定されている。これらの課題を解
決することができれば、加速局面や減速局面など、
これまで研究がほとんど行われてこなかった局面
を含めて、100m 走全局面を対象とした測定と評
価を実現することができる可能性がある。以下で
は、100m 走のスタートからフィニッシュまでを
対象として測定するための手法について検討した
結果を報告する。

2．方法
　カメラを固定せずパンニングなどをしてアス
リートを追従しながら撮影を行えば、少ないカメ
ラ台数で広範囲の撮影を実現することができる。
ただし、映像フレームごとにカメラ較正を行う必
要がある。ここで、競技ルールにのっとって陸上
競技のトラックに付されているマークに着目する。
例えば 100m 走に用いられるホームストレート上
には、100m ハードルや 110m ハードルにおける
ハードル設置位置のマークなどがある。これらは

走路上の位置（座標）が既知であるため、カメラ
較正用の座標既知点として利用することができる
と考えられる。
　陸上競技会 100m 走のレースにおいて、スター
ト直後、30m 付近、80m 付近それぞれの側方の観
客席にカメラを配置し、レースをスタートからフィ
ニッシュまでパンニング撮影した。各カメラの全
ての映像フレームにおいて、4 点以上の座標既知
点を確認した。カメラ内部パラメータのうち、ス
キュー歪みを s=0、アスペクト比をρ =1、カメラ
光軸と映像（カメラ虚像面）との交点座標 (u0, v0)
を映像中央と仮定すると、座標既知点の映像上で
の座標値が 4 点以上判明していれば、実空間と映
像フレームとの射影変換行列（カメラ較正パラメー
タ）を算出することが可能である。この考えに基
づいて、各映像のフレームごとにカメラ較正を実
施した。また、アスリート 1 名の胸骨上縁位置を
各カメラ映像上でフレームごとに特定し、3 つの
映像の情報を 3 次元的に統合することで、同位置
の実空間座標を算出した。さらに、位置の 100m
走進行方向成分を時間微分することにより、アス
リートの走速度を算出した。

3．結果
　スタートからフィニッシュまでの全局面におい
て、アスリートの胸骨上縁位置の実空間座標を推
定することができた。図には走速度の時間推移を
示す。走速度が 60-70m 付近でピークとなること
など、短距離走者に関して先行研究で報告されて
きた内容と同様の特徴を観察することができた。

　　　　　

4．まとめ
　本検討で実施した手法を用いれば、広範囲での
計測も実施できることを確認できた。今後は、本
手法の精度検証や、これを簡易に実施するための
アプリケーション開発などを進め、手法の実用化
を目指す。

（文責　松林　武生）

4.　スプリント走の能力および技術の測定評価方法の確立

図 　100m 走レース中の走速度推移
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 5.　スノーボードスロープスタイル・ビッグエアにおける障害・外傷予防のための調査とフィットネス評価

研究代表者　稲葉優希（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　尾崎宏樹、石毛勇介、木村新、小川まどか、岩田理沙（以上、スポーツ科学・研究部）、西田雄亮、
　　　　　　高橋佐江子、岡元翔吾、髙橋由依（以上、スポーツ医学・研究部）、山本悠介（デジタル推進室）
外部協力者　大伴茉奈（桐蔭横浜大学）

1. 背景・目的
　スノーボード競技スロープスタイル（SS）種目
及びビッグエア（BA）種目では、ジャンプ台や障
害物等のセクションにおいて高く飛び、空中で多
くの回転をする技を行い、高い得点を得る必要が
あり、常に転倒等により受傷するリスクが伴う。
実際に多くの選手が競技中の受傷によってシーズ
ン中の重要な大会を欠場している。
　これまでの国際スキー連盟（FIS）の調査にお
いても、スノーボード SSBA 競技においては、
滑走 1,000 回あたり 10 件程度の割合でケガが発
生していることが報告されている（FIS Injury 
Surveillance System 2006-2019）。オリンピック大
会当日に最大限のパフォーマンスを発揮するため
だけでなく、シーズン中の各大会へ継続的に参加
するため、あるいはトレーニングを継続的に実施
するため、アスリートが競技以外の日常生活を支
障なく過ごすためにも、スノーボード SSBA にお
けるケガの予防は重要な課題である。しかしスノー
ボード SSBA 種目に対象を絞り、詳細に受傷の実
態とケガの発生原因を検討した研究はみられない。
　受傷の実態と原因が特定できない限りは予防策
を立てることも困難である。そのため本研究では、
スノーボード SSBA に特化して競技中の受傷に関
する実態調査と原因調査を行い、その結果を基に
ケガの予防策を明らかにすることを目的とした。

2．実施概要
　障害・外傷（ケガ）の予防策を提案するために
は、Sequence of prevention（van Mechelen et al., 
1987）で示された段階を踏む必要がある。まずは
ケガの実態（どのようなケガがどれくらいの重症
度、頻度で発生しているか）を理解し、次にその
ケガが起きている原因を明らかにする必要がある。
その上で予防策を講じて、その効果を評価する。
このサイクルを繰り返し実施していくことがケガ
の予防に向けては必要であると考えられている。
そこで、2023 年度は、ケガの予防策提案において
必要な最初の 2 つの段階の取組として、ケガの実
態及び原因調査を行った。
　実態調査においては、SSBA 日本代表チームの
スタッフと協力して、これまでに蓄積された受傷
情報の整理を行った。また、対象を拡大し、日本
代表以外の選手の受傷実態の調査を行った。その
結果、スノーボード競技全体と比較すると下肢の
受傷は少ないが、上肢、特に肩関節や鎖骨部及び
頭部の受傷が多い傾向が確認された。また、男女
でも受傷の特徴に差異がみられ、女子選手では選

手 1 人当たりの受傷件数は男子選手と比較すると
多いが、重症度が低いと分類される場合が多いこ
とが確認された。
　次に、受傷の実態調査の結果と併せて、ケガの
受傷原因を検討した。ケガが起きる原因は複合的
であり特定することは容易でないが、原因となり
得る要素を抽出し、定量化することによって、危
険因子を明らかにできると考えられている（Bahr& 
Krosshaug, 2005）。危険因子となり得る要素とし
ては年齢、性別、形態的特徴、健康状態、体力（筋
力、パワー、最大酸素摂取量、関節可動域）、技術
レベル、心理的要因のようなアスリートの内的要
因に加えて、その競技のルールや競技用具、環境

（天気や雪の状態、コース設定）などの外的要因が
挙げられる。さらに、それらの要因に加えて競技
中に実際にケガを誘発する動きが起きることによ
りケガが発生すると考えられる。
　本研究では、これらの危険因子を各選手や各受
傷場面に関して可能な限り定量化、もしくは記述
することによって、ケガの受傷原因を検討した。
内的要因の定量化においてはフィットネスチェッ
ク（FC）の結果を活用した。FC では、筋力測定、
アライメント評価、形態計測、体組成計測、跳躍
力測定を行った（写真）。

　また、外的要因の調査においては、受傷時のレ
ポートやビデオのデータ、さらにコーチへのイン
タビューをとおして、受傷に影響した可能性のあ
る外的要因を抽出した。加えて、受傷場面のビデ
オを SSBA 日本代表チームのスタッフ及び JISS の
研究員が合同で確認することにより、ケガの原因
についてコメントを取得し、そのコメントから原
因となり得た要素を抽出した。今後は、実態調査
の結果を整理した上で、原因調査で取り扱うケー
ス数を増やし、SSBA において特に受傷数の多い
ケガの原因を明らかにしていく予定である。

（文責　稲葉　優希）

写真 　FC 実施の様子
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1. 背景・目的
　女性アスリートのコンディショニングにおいて
は、月経周期による周期的変動、月経周期調節、
発育に伴う性成熟、妊娠・出産等のライフイベン
トといった女性特有の健康課題がある。
　本研究では、（1）トレーニングピリオダイゼーショ
ン及び月経周期を考慮した女性アスリートのコン
ディション評価システムの構築、（2）女性アスリー
ト特有の課題を考慮した女性アスリート育成モデ
ルの構築を行うことを目的とし、女性アスリート
の課題に応じたコンディショニングプログラムの
開発を目指す。

2．実施概要
（1）トレーニングピリオダイゼーション及び月経
　周期を考慮した女性アスリートのコンディショ
　ン評価システムの構築
　ウエアラブルデバイスから得られる客観的指標
や主観的指標を用いてトレーニング負荷（外的負
荷）とトレーニング負荷に対する反応（内的負荷）
からアスリートのコンディション評価を行うこと
を目的とし、各データを連携するツールを作成し
た（図 1）。さらに、このツールを用いて、トレー
ニングピリオダイゼーションと月経周期を考慮し
たコンディション評価を行うことを目的とした。

　パリ 2024 大会出場を目指す女性アスリート 7 名
を対象に、日々の起床時心拍数、心拍変動、睡眠デー
タ、主観的疲労感及びトレーニング時のセッショ
ン RPE（rate of perceived exertion）をモニタリ
ングした。ウエアラブルデバイスは Oura リング

（Oulu, Finland）を用い、主観的指標データの取得
には HPSC が独自に開発し運用するコンディショ
ン評価アプリケーション AthletesPort を用いた。
各データを一元管理し可視化することで、トレー

ニング負荷に対する日々の選手のコンディション
変化や月経周期に伴う各指標の変動を評価するこ
とが可能になった。コンディション評価指標の解
析方法については引き続き検討が必要である。

（2）女性アスリート特有の課題を考慮した女性ア
　スリート育成モデルの構築
　女性アスリートの育成や最適なコンディショニング
のための枠組み作りや日本版 FTEM（「Foundation」

「Talent」「Elite」「Mastery」；衣笠ら（2019））の各
育成段階において考慮すべき課題の抽出を行うこ
とを目的とし、インタビュー調査を実施した。対
象者は育成過程からトップレベルを経験した元ア
スリートとし、2023 年度は 12 名に行った。競技
開始から国際競技大会での活躍、競技活動の引退
に至るまでの経験を女性としてのライフステージ
の視点から調査し、個別の事例について分析を行っ
た（図 2、表）。
　その結果、トップアスリートレベルの Elite 段階
に入ると同時にサポート体制が厚くなり、それと
並行してセルフコンディショニングが確立するこ
とが示されたほか、育成過程の Talent 段階で適切
な情報を得て活用できる環境の整備が課題として
挙げられた。

（文責　中村　真理子）

 1.　女性アスリート特有の課題に応じたコンディショニングプログラムの開発

研究代表者　中村真理子（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　中村有紀、岩田理沙、清水和弘、清水潤、花岡裕吉、松田知華、門馬怜子、衣笠泰介（以上、スポーツ科学・研究部）、
　　　　　　　三浦智和（デジタル推進室）、石田優子、高井恵理、能瀬さやか、友利杏奈（以上、スポーツ医学・研究部）
外部分担者　相澤勝治（専修大学）、鈴木なつ未（拓殖大学）

❷　基盤研究

図 2　コンディショニングに関するキーワードを日本版
　　　FTEM（衣笠ら、2019）に沿って示した一例（A 選手）

図 1　コンディションデータ管理ツール
表　逐語録をコード化した一例（B 選手）
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 2.　磁気共鳴分光法 (MRS) を用いたパラアスリートの筋グリコーゲン測定法の確立

研究代表者　元永恵子（スポーツ科学・研究部）
　メンバー　　谷村祐子、松田知華（以上、スポーツ科学・研究部）
　　　　　　高井恵理、笹代純平、清水怜有、大西貴弘、笠原順、半谷美夏（以上、スポーツ医学・研究部）
外部協力者　高橋祐美子（東京大学）、小島千尋（立命館大学）、片岡沙織（神奈川県立保健福祉大学）、近藤衣美
　　　　　　（日本学術振興会・筑波大学）、石橋彩（東洋大学）、髙橋英幸（筑波大学）

1. 背景・目的
　アスリートの高いパフォーマンス発揮に有用と
される筋グリコーゲンの運動後の回復に関する研
究は、世界中で幅広く行われている。その知見は
スポーツ栄養における立場声明や合意声明として
展開され、アスリートの栄養サポートに活用され
ている。JISS でも磁気共鳴分光法（MRS）を用い
て多くの健常アスリートの筋グリコーゲン濃度を
測定し成果発表を行っているが、肢体不自由のパ
ラアスリートを対象とした研究はほとんどない。
　我々は 2021 年度より、肢体不自由のパラアス
リートを対象とした MRS を用いた筋グリコーゲ
ン濃度の測定方法の確立と、実際の筋グリコーゲ
ン濃度の変動について検討を行ってきた。
　2023 年度は引き続き測定における留意点の整備
と追加の測定を行い、パラアスリートの栄養サポー
トにつながる知見を得ることを目的とした。

2．実施概要
（1）障がい種別による筋グリコーゲン測定方法の
　留意点整備
　2022 年度、下肢麻痺のパラアスリートで、測定
台のマットの固さが仰臥位姿勢保持に影響するこ
とが確認された。そのため、2023 年度はアスリー
トがリハビリテーション室等で使用しているマッ
トを検討し、測定台に添うようにカットして使用す
ることとした。また、パラアスリートから「測定参
加が可能」と自己申告があった場合でも、医師や
放射線技師等の専門家の判断で測定不可となった
ケースがあった。今後、研究参加のリスク及び可
否判断の事例を整理することで、パラアスリート
の測定手続きのスリム化を図れると考えられる。
　2022 年度から引き続き、ヒトの筋グリコーゲン
測定後に対照として直後に測定する「基準溶液」
の調整及び容器の補修についても確認を行った。

（2）トレーニング期間の糖質摂取量と筋グリコー
　ゲン動態の関連に関する調査
　2023 年度は、2022 年度に引き続き 2 名のパラア
スリートを対象に測定を行った。2022 年度につい
ては事前の食事調査を基に、A 選手は 1 試行のみ
で体重 1kg 当たりの炭水化物摂取量は 2.5g/ 日、B
選手は 1 試行目が 4.5g/ 日、2 試行目が 7.0g/ 日と
した。2023 年度、C 選手については 1 試行目に日
常的な食事量を摂取してもらったところ 6.5g/ 日
であったため、2 試行目は 8.5g/ 日とした。同じく
D 選手では、1 試行目が 5.2g/ 日であったため、2

試行目は 7.2g/ 日と設定し、筋グリコーゲン濃度
の動態を追った。

　図は、初回測定値を 100 とした場合の、4 名の
筋グリコーゲン濃度の動態を示したものである。
体重 1kg 当たりの炭水化物摂取量が多い方が筋
グリコーゲン濃度を増加させると考えられるが、
2022 年度実施した B 選手では、C 選手と D 選手
と比べて筋グリコーゲンの回復が 2 試行とも少な
いことが確認できた。また、C 選手では、2 試行
目で体重 1kg 当たりの炭水化物摂取量を 2g 増加
させたにも関わらず、D 選手ほど筋グリコーゲン
量の増加は見られなかった。調査期間中は同じト
レーニングメニューを実施してもらっているが、
筋グリコーゲン濃度の変化は個人差が大きいこと
が確認できた。

3．まとめ
　今後は呼吸商や呼気中アセトン濃度、血液指標
などと総合的な評価を行い、パラアスリートの筋
グリコーゲン濃度と炭水化物摂取量について検討
する。本研究により 4 名のトレーニング時の筋グ
リコーゲン動態と炭水化物摂取量の違いによる影
響を確認することができた。ただし、4 名の個人
の身体状況及び競技種目による差も大きいことか
ら、事例としてそれぞれの特性ごとに検討するこ
とで、パラアスリートへの栄養サポートの資料と
したい。

（文責　元永　恵子）

図 　4 名の選手の筋グリコーゲン動態
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研究代表者　谷村祐子（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　星川雅子、清水和弘、中村真理子（以上、スポーツ科学・研究部）
外部協力者　南里妃名子、中潟崇、國澤純、細見晃司、水口賢司（以上、医薬基盤・健康・栄養研究所）、
　　　　　　宮地元彦（医薬基盤・健康・栄養研究所：早稲田大学）、赤澤暢彦（鹿屋体育大学）、村上晴香
　　　　　　（医薬基盤・健康・栄養研究所：立命館大学）

1. 背景・目的
　アスリートが試合で最高のパフォーマンスを発
揮するには、身体機能を最大限に生かすためのコ
ンディショニングが非常に重要である。腸内細菌
が宿主のコンディションに影響を与えうることは
多くの研究が報告している。コンディションに重
要な睡眠も腸内細菌叢との関わりが報告されてい
る（Fei, et al., 2021）。
　腸内細菌に関わる研究では菌構成に加えて菌叢
の機能に焦点をあてた研究もある。先行研究では、
ラグビー選手の腸内細菌叢の機能はアミノ酸及び
抗生物質の生合成、炭水化物の代謝に関する経路
が一般の人よりも高かったことが報告されている

（Barton, et al., 2017）。また、アイルランドのリオ
デジャネイロオリンピック出場選手の腸内細菌叢
解析において、あるカテゴリーの選手は葉酸とア
ミノ酸の生合成に関する経路が他のカテゴリーと
比較して 1.5 倍高いことを示し（O'Donovan, et al., 
2020）、アスリートの腸内細菌叢は機能的に特徴的
なものを有している可能性が高い。本研究はアス
リートの腸内細菌叢が持つ機能とコンディション、
特に夜間睡眠時間の点で特徴的な腸内細菌を有し
ているかを調査することを目的とした。

2. 実施概要
（1）方法・結果
①被験者
　複数回測定したアスリートのデータの重複デー
タを除き、かつ質問紙から得た睡眠時間の記録が
あるアスリートは 90名（24.2 ± 4.4 歳 ; 男性 / 女
性 =51/39 ; 睡眠時間, 454.2 ± 51.6分）だった。糞
便のショットガン解析は腸内細菌叢の構成とその
機能（KEGG ORTHOLOGY：KO）を得るために
実施された。被験者は週 5 日以上の夜間睡眠が 7
時間未満のアスリートを睡眠不足群 (n=14（16％）; 
22.64 ± 5.1 歳 ; 男性 / 女性 =7/7; 睡眠時間 , 368.5 
± 21.7 分）、7 時間以上を睡眠充足群（n=76（84％）; 
24.5 ± 4.3 歳 ; 男性 / 女性 =44/32; 睡眠時間, 470 
± 38.2分）とした。被験者特性を表に示した。
②食事
　食事（栄養）調査は BDHQ（brief-type self-
administered diet history questionnaire; 簡易型自
記式食事歴法質問票）を使用し、一日あたりの炭
水化物摂取量、たんぱく質摂取量、脂質摂取量、
総食物繊維摂取量、水溶性食物繊維摂取量、不溶
性食物繊維摂取量を算出した。いずれの項目も群
間に有意な差は認められなかった。

　項目①②におけるカウントデータはχ二乗検定
を実施し、連続変数の 2 群間比較は一般線形モデ
ルを用いて実施し、有意水準は 0.05 とした。正規
性の確認には残差による qq-plot とシャピロ - ウィ
ルク検定を行い、正規性が認められない場合は対
数変換した値を用いて正規性を確認した。
③腸内細菌のショットガン解析
　菌構成とその機能のαとβ多様性を Strain レ
ベルで同定されたデータを用い、交絡因子として
年齢を考慮に入れた統計解析を実施した。群間の
菌構成のβ多様性の比較は有意な差を認めなかっ
たが、機能のβ多様性の比較は p 値が 0.07 だっ
た（PERMANOVA）。菌構成によるα多様性指数

（Shannon、Simpson、Chao1）では群間差が認め
られなかった。一方、機能によるα多様性指数で
は一部の指数で有意又は有意傾向が認められた（一
般線形混合モデル、Shannon; p =0.06、Simpson; p 
=0.02、Chao1; p =0.5）。

（2）考察・結論
　本研究では、アスリートの腸内細菌の機能に
関して睡眠時間の違いによって、機能の類似性
が低い可能性が示唆された。機能のα多様性の
Shannon 指数、Simpson 指数が睡眠充足群で高
かった。このことから、睡眠充足群の腸内細菌の
機能が均等に存在しうることが示唆された。一方、
Chao 指数は有意な差が認められなかったため、機
能の豊富さに違いがないことが示唆された。これ
は、睡眠不足群は菌の機能に何らかの偏りをもつ
ことが推察される。
　今後 KO データから KEGG pathway にマッピン
グし、具体的にどの pathway に違いがあるのかを
検討する。

（文責　谷村　祐子）

3.　腸内細菌とその機能によるアスリートのコンディション指標の探索

表　被験者特性



 4.　我が国におけるアスリート育成パスウェイの構築に関する研究

研究代表者　山下修平（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　白井克佳、萩原正大、原村未来（以上、スポーツ科学・研究部）、友利杏奈（スポーツ医学・研究部）

1. 背景・目的
　国際競技力向上施策において、「アスリート育成
パスウェイ」は重要な役割を果たすことが指摘さ
れている。我が国におけるアスリート育成パスウェ
イの構築に関する過程を検証しながら、国際競技
力向上に寄与する変革を提案していくことは意義
深いといえる。
　そこで、研究課題①では、アスリートの体力面
に着目して、エリートアスリートまで到達した地
域タレント発掘・育成事業の修了者を対象に、タ
レントアスリートからエリートアスリートに至る
までの各種体力データを収集し、発達過程に伴う
身体及び体力特性を分析した。また、研究課題②
では、日本版 FTEM（衣笠ら , 2019）を活用し、
HPSC と協働しながら競技別パスウェイモデルの
策定に取り組む NF を対象として、競技別パスウェ
イモデルを策定していくプロセスの分析を行った。

2．研究課題①
（1） 方法
①対象
　2005 年度から 2019 年度まで事業に参加したタ
レントアスリート 382 名（男子 182 名、女子 200 名）
のうち、エリートアスリートに到達した 27 名（男
子 6 名、女子 21 名）を対象とした。
②評価方法
　スポーツタレント期における中学 3 年生（中 3）
時の体力指標（立幅跳、5 段跳、リバウンドジャ
ンプ、全身反応時間、シャトルラン）と、エリー
トアスリート期の体力指標（垂直跳、リバウンド
ジャンプ、全身反応時間、最大酸素摂取量）との
関係について、それぞれ跳躍力、調整力、反応、
有酸素性能力に関する体力測定項目間で分析した。
なお、タレントアスリート期とエリートアスリー
ト期では、体力測定項目が完全に一致しないこと
から、各種体力指標の関連性が高いと考えられる
項目（跳躍力、調整力、反応、有酸素性作業能力）
間で関係性を検討した。
③統計
　タレントアスリート期（中 3 時）とエリートア
スリート期（シニア時）における関連性が高いと
考えられる体力測定項目間でピアソンの相関係数

（r）を算出した。有意水準は 5% 未満とした。

（2）結果と解釈
　中 3 時の立幅跳及び 5 段跳は、シニア時の垂直
跳とそれぞれ有意な正の相関関係が認められた（r 
=.701, P <.01; r =.746, P <.01）。リバウンドジャン
プ及び全身反応時間は、中 3 時とシニア時でそれ

ぞれ有意な正の相関関係が認められた（r =.734, P 
<.01; r =.849, P <.01）。中 3 時のシャトルランとシ
ニア時の最大酸素摂取量に有意な正の相関関係が
認められた（r =.732, P <.05）。これらの結果は、
中 3 時の跳躍力、調整力、反応及び有酸素性作業
能力が、シニア時におけるこれらの能力を反映す
る可能性を示唆するものである。タレント発掘事
業の中でこれらの知見を活用するとすれば、中 3
時の体力測定値から競技特性に見合った競技を選
定することや転向する際に有用であると考えられ
る。本研究では、エリートアスリートの対象者数

（特に男子）が少ないことから、今後は対象者数を
増やした更なる研究が必要である。

3．研究課題②
（1）方法
①対象
　2023 年度アスリート育成パスウェイの構築支援
事業において実施した「競技別パスウェイモデル
構築ワークショップ」に参加した 21 団体を対象と
した。パスウェイモデルの構築過程を 3 つに分割
し、3 回の連続性のあるワークショップとして開
催した。
②評価方法
　ワークショップの開催ごとに参加者に対して作
業の進捗度とワークショップでの気づきについて
Web アンケートによりデータを収集した。また、
最終回後には、ワークショップへの参加により生
じた組織内の変化について確認した。

（2）結果と解釈
　進捗度は、45%、59%、64% と回を重ねるごと
に増加していくことが確認できたものの、3 回の
ワークショップを経ても完成に極めて近い状況に
なるのは難しいことが明らかとなった。
　組織内での変化では、「これまで取り組んできた
ことや考えてきたことが可視化され、共通理解を
構築でき、明確な目標を共有できるようになった」
という内省報告を得た。
　3 回のワークショップを通じて、モデルを完成
させた団体は、初回に主要メンバーが集合し、そ
の後は、核となる人材がワークショップに参加し
ながら、ステークホルダーと意見交換を繰り返す
ことで、完成に向けた作業を進めていた。
　今後、これらの関係者にインタビュー調査を行
い、詳細なプロセスの分析を行うことで、競技別
パスウェイモデルの構築における成功要因を明ら
かにする必要がある。

（文責　山下　修平、萩原　正大）
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　5.　スポーツ外傷・障害の発生におけるアライメントチェックの有用性に関する検証

研究代表者 中嶋耕平（スポーツ医学・研究部）
メンバー　  半谷美夏、橋本立子、渡邉秀、高橋佐江子、清水怜有、樋川幸平（以上、スポーツ医学・研究部）
外部分担者  水谷有里（東京大学スポーツ先端科学連携研究機構）
外部協力者  東原綾子 （慶應義塾大学体育研究所）、上田早苗

1. 背景・目的
　診療事業の一つとして行われているメディカル
チェック（MC）において、整形外科では医師によ
る診察に加え、アライメントチェック（評価項目：
アライメント、全身関節弛緩性、タイトネス）も行っ
ている。
　MC は、個々の選手が現在抱えている外傷・障
害の解決に向けた提案を行うだけでなく、潜在的
な外傷・障害の受傷リスクを見つけ、予防につな
げることも大きな目的の一つである。
　そこで 2022 年度より予防策の立案につなげるべ
く、MC のアライメントチェックデータとスポー
ツ外傷・障害との関係を検討している。

2．対象
　2008 年～ 2022 年に開催されたオリンピック競
技大会をはじめとした 33 の国際総合競技大会の派
遣前に MC を受検した 7,067 名（実人数）、男性 3,878
名、女性 3,189 名である。

3. 実施概要
　検討したスポーツ外傷・障害ごとに記載する。

（1）外傷：膝前十字靭帯（ACL）損傷
①基礎データの整理
　ACL 受傷件数：最終 MC 受診時までに確認でき
た ACL 受傷実人数は延べ 253 名（男性 85 名、女
性 168 名）で、件数は 326 件（男性 107 件、女性
219 件）であった。　
　受傷率（受傷件数 /1,000 athletes）：対象者全体
で 36、男性 22、女性 53 と女性が有意に高率であっ
た。受傷年齢別・性別の検討では、男性 16 歳、受
傷率 43、女性 17 歳、同 68 で最も高率であった。
性別・競技種目別の結果は図のとおりである。

　再受傷率（反対側を含めた再受傷件数/1,000 athletes）：
全体で 250、男性 235、女性 256 と性差は認めなかっ
た。

②身体的特徴と受傷との関係
ACL 損傷受傷前に MC を受検していた 65 名、75
脚（受傷脚）と、MC で膝関節部のプロブレムを登
録されたことがない 3,593 名、7,186 脚（対照脚）
で比較検討した。
　全体で受傷脚の受傷前の股関節内旋可動域が対
照脚より大きかった。また、男性では有意差を認
めた項目はなかったが、女性では受傷脚は受傷前
に、有意にハムストリングスが硬く、膝関節が伸
展しにくかった。
　これらの項目が ACL 損傷のリスク因子となり
得るのか、カットオフ値やオッズ比を算出するな
どして検討している。また、性別・競技種目別の
検討も行っている。

（2）障害： 腰椎分離症（関節突起間部疲労骨折）
中・高校生年代で多く発症するとされるが、近年、
アスリートなどでは成人でも発症することが明ら
かになっている。
①基礎データの整理
　分離既往件数：最終 MC 受検時までに腰椎分離
症のプロブレム登録があった選手（分離群）が、
344 名（男性 202 名、女性 142 名）であった。
発症率（分離既往人数 /1,000 athletes）：男性 52、
女性 45 で男性の方が高率であったが有意差はな
かった。発症椎体高位や発症個数の詳細はMCデー
タからは確認できなかった。また、発症率は競技
種目によりばらつきがあった。
②身体的特徴と発症との関係
　分離群と対照群 4,811 名（MC で腰部のプロブレ
ム登録がない選手）の比較では、解析上有意差を
認めた項目が複数あったが、実臨床上で有意な差
であるのか、また、本結果が発症のリスク因子な
のか、発症後のリハビリテーション等の介入結果
なのか（多くが陳旧例であったため）を考慮して
解釈する必要があると考えている。さらに、陳旧
例かつ無症状の場合は、ACL 損傷と比較しプロブ
レム登録漏れが多く生じていることなども踏まえ
て解釈する必要がある。

4．まとめ
　スポーツ外傷・障害として代表的な 2 疾患の検
討を行った。受傷や発症リスクを解明するという
目的は同じでも、疾患により、もしくは外傷か障
害かにより、解析方法や結果の解釈の変更も考慮
する必要がある。今後、競技種目特性も踏まえ
MC 結果を有効に活用できるように、更に詳細な
検討を進めていく予定である。

（文責　半谷　美夏）

図　競技種目別・性別の受傷率
　　（受傷件数 /1,000 athletes）



1.  背景・目的
　JISS スポーツ医学・研究部では、長期のリハビ
リテーションを要するアスリートの治療期間短縮
や早期復帰、復帰後のパフォーマンス向上を目指
し、コンディショニング課の各分野（アスリート
リハビリテーション、競技トレーニング指導、ハ
イパフォーマンス・ジム、栄養、心理）が連携し
て包括的なサポートを行う、トータルコンディシ
ョニングサポートプログラム（Total Conditioning 
Support Program：TCSP）を提供している。
　TCSP では、毎週の症例検討会にて進捗と課題
を共有しており、複数の視点やタイミングで問題
点を把握することでスムーズな介入が可能となる
ものの、各分野及び全体の目標設定や進捗評価の
難しさが課題であった。近年の医科学支援の分野
において、このような多分野連携の重要性は広く
認識されているが、その際の目標設定や進捗評価
に関する一定の見解は得られていない。
　本研究の最終的な目的は、TCSP という活動を
通して、アスリートのリハビリテーション期にお
けるコンディショニング評価指標の確立を目指す
ことである。そのために、2022 年度より各分野に
おける評価指標や評価時期を設定し、各評価項目
が観察期間中にどのように変化するのか、また、
各項目の有用性に関して検証することとした。

2．対象と方法
　対象は、2022 年度以降に JISS クリニックを受
診し、リハビリテーション期間に TCSP に参加す
る方針となり、本研究への同意を得た選手とした。
各分野にて 6 段階の評価指標（A～F）を設定し、
TCSP 開始時、開始後 3 週、6 週、9 週、13 週、19 週、
26 週と競技復帰時にそれぞれ評価した。加えて、
主観的なパフォーマンス、ACL-RSI、体組成や
MRI での筋横断面積も数値で評価し、各評価項目
の経時的な変化や関係性について検討した。

3．結果
　2022 年 7 月～ 2023 年度末の時点で 15 名の選手
が参加し、男性 9 名、女性 6 名、平均年齢 25.8 歳

（20-31歳）であった。対象者の競技と疾患名の内
訳は表のとおりであり、約半数が膝前十字靭帯損
傷術後の選手であった。
　主に急性期のリハビリテーション目的の選手が
多く（開始時に術後・受傷後 4 週以内が 11 名）、
宿泊終了後は通うことが難しい選手もおり、開始

後 26 週まで評価できたのは 9 名であった。

　観察期間中の各評価項目の平均値は図のように
推移し、リハビリテーション期間を通じて経時的
に改善傾向となる項目が多くみられた。個別の経
過をみると、評価が一時的に低下する例もあった
が、臨床経過（患部の状態や自覚的なパフォーマ
ンスの推移）との明らかな関連はみられなかった。
一方、体組成（除脂肪体重）や筋横断面積は、特
に前半時期に減少する選手も散見された。

4．考察と今後の方針
　2022 年度からさらに症例が増えたことにより、
経過とともに変化のみられやすい項目や時期が判
明してきた。また、特にリハビリテーションやト
レーニング分野の評価、体組成、筋横断面積の経
過は、研究開始後の期間よりも、術後・受傷後の
期間（それに伴う安静度や運動内容）の影響を受
けている可能性も考えられた。
　今後も TCSP は継続予定であり、今回の検証で
得られた知見を基に、分野によって評価内容や時
期の修正を検討していく。そして、疾患を絞って
の検証等も重ねながら、復帰までの経過や期間、
パフォーマンスへの影響が大きい項目の同定も目
指していく。

（文責　西田　雄亮）

　6.　リハビリテーション期における包括的コンディショニングの評価指標の検討

研究代表者   中嶋耕平（スポーツ医学・研究部）
メンバー　   西田雄亮、高橋佐江子、鈴木章、高嶋直美、堀田泰史、笹代純平、久々知修平、深見和矢、清水怜有、
　　　　　   田中彩乃、庄子理絵、樋川幸平、坂光徹彦、田村尚之、大石益代、今泉領、三浦佳祐、添島予理、
　　　　　   市田慧治、上原雅也、武藤雅人、南川哲人、月野雄一、高柳尚司、亀井明子、高井恵理、妙　園香苗、
　　　　　   品川明穂、立谷泰久、髙橋由衣、柄木田健太、大西貴弘（以上、スポーツ医学・研究部）、
　　　　　   山下大地、元永恵子、松林武生、飯塚哲司、今若太郎、清水和弘、花岡裕吉（以上、スポーツ科学・研究部）
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1.  背景・目的
　アスリートが日々の高強度なトレーニングを実
施し、国際競技大会でパフォーマンスを発揮するた
めには、良好なコンディションの維持が必須条件で
ある。JISS スポーツクリニックでは、これまで主
にアスリートの運動器系の臨床的課題について検
討を行ってきたが、Illness 課題についての検討は
行っておらず、世代別や競技別の比較や経年変化
を検討した報告は少ない。本研究では、トップア
スリートにおける婦人科疾患について集計調査を行
い、その傾向と対策を検討することを目的とした。

2．対象と方法
　2008 年から 2022 年までの 15 年間に JISS スポー
ツクリニックでメディカルチェック（MC）を受診
した延べ 9,159 名、3,696 人（11 ～ 58 歳）のデー
タを基に婦人科問診票から生年月日、年齢、競技、
種目、身長、体重、初経年齢、月経周期、月経困
難症の有無、月経前の症状の有無、過多月経の項
目を抽出し、後方視的に解析を行った。月経困難
症については、月経痛に対する鎮痛薬服用者を‘月
経困難症あり’とし、月経前症候群については、
イライラ、浮腫、体重増加、乳房緊満感のいずれ
かの項目にありと回答した選手を‘月経前症候群
あり’、過多月経は本人の主観的な回答を基に判定
した。また、月経周期異常については、日本産科
婦人科学会の定義をもとに診断した。2023 年度は、

（1）初経年齢の経年変化と BMI との関連、（2）月
経周期異常の経年変化、（3）競技別における月経
周期異常と月経随伴症状（月経困難症、月経前症
候群、過多月経）の 3 項目について検討を行った。

3．結果
（1）　初経年齢
　1970 年代から 2000 年代生まれの選手 3,626 名

（欠損値除外）の世代別平均初経年齢は、1970 年代
12.9 歳（95%CI 12.3-13.5）（n=93）、1980 年 代 12.8
歳（12.6-12.9）（n=776）、1990 年代 13.1 歳（13.0-13.3）

（n=2,247）、2000 年代 13.3 歳（13.0-13.5）（n=510）
と徐々に平均初経年齢は高い傾向を示した。また、
初経が発来した年齢時の身長、体重を抽出可能で
あった 177 名の初経時 BMI と初経年齢の関連につ
いての検討では、15 歳未満で初経がみられた選手

（n=55）の BMI19.1 ± 2.1 に対し、15 歳以上で初経
がみられた選手（n=122）は BMI17.9 ± 1.2 と初経
遅延選手で有意に BMI が低値であった（p<0.05）。

（2）月経周期異常の推移
　4,814 名を対象に、無月経（続発性無月経、初経
遅延、原発性無月経）、月経不順、月経周期正常群
の割合についての経年変化を解析した（図）。本研
究では、オリンピック種目のみを対象とし、同年
に 2 回測定した選手は最新のデータを使用した。
月経不順の割合は減少傾向にあるが、無月経の割
合は徐々に増加傾向を示した。また、10 代と 20 代
の世代別に分けた解析においても同様の結果が得
られた。

（3） 競技・種目別にみた月経周期異常・月経随
　伴症状の割合
　オリンピック種目の選手 3,233 名における、月経
随伴症状（月経困難症、月経前症候群、過多月経）
と月経周期異常（初経遅延、原発性無月経、月経
不順、続発性無月経）の割合についての解析では、
月経随伴症状が多くみられた競技はバレーボール
であり、また、審美系競技では初経発来が遅く、
続発性無月経の割合は陸上中・長距離で高い結果
となった。

4．考察
　本研究結果より、平均初経年齢は徐々に高い傾
向を示し、初経年齢が遅い選手では BMI が低い傾
向が示された。また、初経遅延を含む無月経の割
合は年々増加傾向にあり、low energy availability
の状態にあるアスリートが増えている可能性が示
唆された。また、月経周期異常と比較すると月経
随伴症状の割合は高く、全競技でみられているこ
とから、引き続き MC によるスクリーニングの実
施と医学的介入により競技力向上に繋げていくこ
とが重要であると考えられた。

（文責　能瀬　さやか）

　7.　トップアスリートにおける Illness 課題の抽出と取り組み

研究代表者　中嶋耕平（スポーツ医学・研究部）
メンバー　　　能瀬さやか、近藤みどり、福嶋一剛、安羅有紀、友利杏奈、亀井明子、橋本立子（以上、スポーツ医学・
　　　　　　 研究部）、　金子伸朗、三浦智和（以上、デジタル推進室）
外部協力者　清野健（大阪大学大学院基礎工学研究科教授）

図　月経周期異常の経年変化



1. 背景・目的
　高強度インターバルトレーニング（HIIT）と
は、高強度運動を短時間の休憩を挟みながら反復
するトレーニングの総称である。最新の知見では、
HIIT の中でも極めて短い（≤10 秒）全力スプリン
トを反復する反復スプリントトレーニングが持久
系から瞬発系パフォーマンスまで幅広く身体パフ
ォーマンスを向上させることが明らかにされてい
る（Boullosa et al., 2022）。さらに、常酸素環境下
で実施する反復スプリントトレーニングに加え、
低酸素環境下（標高 2,000-3,000m 相当）で行われ
る反復スプリントトレーニングも多くのハイパフ
ォーマンススポーツに導入されその有効性が報告
されている（Brocherie et al., 2015）。
　一方で、トレーニング量（スプリントの実施本
数や低酸素トレーニングの頻度）と適応の関係性
については不明な点が多い。日々、競技練習や競
技会の出場に追われトレーニング時間の確保が困
難なエリートアスリートにおいて、トレーニング
効果をもたらすスプリントの反復回数やトレーニ
ング頻度の「最少量」あるいは「最適解」が明ら
かになれば、非常に有益といえる。そこで、本研
究では、まず常酸素反復スプリントトレーニング
の実施本数と生理学的適応の関係性を明らかにし

（実験 1）、その後、実験 1 の結果を基に反復スプ
リントトレーニングにおける低酸素と常酸素の組
み合わせ効果及び低酸素反復スプリントトレーニ
ングの実施頻度と生理学的適応の関係性を検証し
た（実験 2）。

2．方法
　関東大学バスケットボール連盟 1 部・2 部リー
グに参戦する男子バスケットボール部に所属する
29 名が実験 1 を、19 名が実験 2 をそれぞれ完遂
した。実験 1 では、29 名の被験者をスプリントの
実施本数の異なる 3 群（①低ボリューム [TG] 群 9
名、②中ボリューム [MG] 群 10 名、③高ボリュー
ム [HG] 群 10 名）に振り分け、実験 2 では、19 名
の被験者を低酸素トレーニングの頻度の異なる 2
群（①低酸素トレーニング 2 回 / 週 [HYP] 群 9 名、
②低酸素トレーニング 1 回 / 週＋常酸素トレーニ
ング 1 回 / 週 [MIX] 群 10 名 ]）に振り分けた。　
両実験とも自転車エルゴメーター上で反復スプリ
ントトレーニングを実施し（6 秒スプリント 30 秒
休憩、計 6 セッション；反復回数 [実験 1] 及び低
酸素の頻度 [実験 2] は群間で異なる）、その前後
で効果測定を行った（最大酸素摂取量 [VO2max]、
最大漸増パワー [MIP]、6 秒最大パワー [6PP]）。
本年報では主に実験 1 の結果について記載する。

3．結果
　実験 1：二元配置分散分析の結果、6 セッショ
ンのトレーニング前後で全ての群において主要項
目（VO2max、MIP、6PP）の向上が確認された（ト
レーニングの主効果：p < 0.05）。また、6PP にお
いては主効果に加えて、交互作用も確認された（p 
< 0.05）。一方で、一元配置分散分析（主要項目の
変化率の群間差を検証）では、いずれの項目にお
いても有意な主効果及び群間差は認められなかっ
たが、6PP においては MG 群の増加率が最も顕著
であった（主効果：p = 0.06、図）。
　実験 2：現在、実験 2 を完遂した 19 名のデータ
を解析中である。なお、実験 1 の結果に基づき、
スプリントの実施本数は HYP 群、MIX 群ともに
MG 群と同様とした。

4．まとめ・今後の展望
　実験 1 の結果から、スプリントの実施本数と
生理学的適応（VO2max）やパフォーマンスの向上

（MIP、6PP）の度合いは必ずしも比例しないこと、
また、瞬発系のパフォーマンス（6PP）の向上に
関しては、最適のトレーニング量が存在しうるこ
とが示唆された。
　今後は実験 2 の主要項目の解析を進めるととも
に、両実験ともトレーニング中に取得した生理
学的データ（筋電図、筋の酸素飽和度、心拍数）
の解析も進め、生理学的適応やパフォーマンス向
上のメカニズムに迫り、結果の考察を深めていく。

（文責　山岸　卓樹）

8.　高強度トレーニングプログラムの確立：トレーニング効果を生み出す最少量の解明

研究代表者　 山下大地（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　 安藤良介、萩原正大、山岸卓樹、白木駿佑、ヘンダーソンフレデリック（以上、スポーツ科学・研究部）
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図　6 秒最大パワーの変化率。HG：高ボリューム群、
MG：中ボリューム群、LG：低ボリューム群



1. 背景・目的
　JISS 心理グループでは 2015 年から 2021 年まで、
東京 2020 大会に向けた心理面の対策として、「自
国開催のプレッシャー」の観点の研究と支援を実
施してきた。その中の自国開催大会での実力発揮
を促す心理的要因を検討した研究では、心理的困
難や逆境を克服できた際に実力発揮ができたと報
告されている（佐々木ほか、2019）。また、佐々
木（2020）は、上述の困難や逆境に直面した状況
からそれを克服するまでの過程を Blascovich et 
al.（2008）のモデルに沿って脅威評価から挑戦評価
に切り替える過程と推察している。これらの認知
的評価は、アスリートが置かれた状況に対応でき
る十分な資源を有すると評価する場合には、挑戦
評価となり、反対に、置かれた状況に対応するた
めの資源が不十分であると評価する場合には、脅
威評価となる。先行研究では、挑戦がより高いパ
フォーマンスを発揮すること（Moore et al., 2015）
が示されている。また、挑戦は脅威と比較して、
心理面・生理面がパフォーマンス発揮に良い影響
を及ぼす状態になることも報告されている（Jones 
et al., 2009）。一方で、近年の研究ではアスリート
が競技場面で挑戦と脅威の両方を経験する可能性
が指摘されており、脅威が必ずしもパフォーマン
スに悪影響であるとは言い切れないとも述べられ
ている（Uphill et al., 2019）。
　しかしながら、これらの先行研究は実験室での
特定の課題に対して、挑戦と脅威の状態を教示に
よって操作して行われているものが多く、トップ
アスリートが実際に実力発揮できた際の状態につ
いて検討した研究は行われていない。
　以上のことから、本研究ではトップアスリート
が実力発揮できた試合において、どのような認知
的評価で試合に臨んでいたかを明らかにすること
を目的とした。

2．方法 
（1）対象者
　主要国際大会で実力発揮ができた経験を有する
トップアスリート 9 名（男性 4 名、女性 5 名、平
均年齢 26.1 ± 5.7）を対象とした。

（2）手続き
　インタビューは、対面もしくはオンラインツー
ルを使用して 1 対 1 で実施した。対象者には、は
じめに調査の目的と内容について説明し、インフ
ォームド・コンセントを得た。また、レコーダー
によるインタビュー内容の録音の承諾を得た。そ
の後、約 90 分の半構造化によるインタビュー調

査を実施した。
　インタビューの前にインタビューガイドを作成
し、実際のインタビュー調査はそのガイドに沿っ
て進めた。内容は、まず実力発揮ができた試合の
想起を求めた。その後、その試合前から試合中に
おける認知的評価の過程について尋ねた。より具
体的には、その試合の重要度、認知的評価に関わ
る心理的側面（例えば自己効力感など）、試合前
及び試合中の感情状態、身体状態とその変化、そ
の変化が生じたきっかけ、状況、どのように変化
したか、最後にパフォーマンスの結果について尋
ねてインタビューは終了した。

（3）分析方法
　本研究では、安田・サトウ（2012）で示されて
いる手続きを参考に、複線経路等至性モデリング

（Trajector Equifinality Modeling ; TEM）を用いて
分析を実施した。

3．結果・考察
　TEM を用いて 9 名の実力発揮に至るまでの経
路の共通性や心理的変容について検討した。
　その結果、対象とした 9 名全員のアスリートが、
想起した試合において挑戦状態で臨んでいたこと
を報告した。より具体的には、実力発揮ができた
試合においては、試合前から対戦相手との相性が
良いという認識や得意なコース（レース）である
という「ポジティブな印象」を持っていることが
多く語られた。一方で、「環境に対する恐怖」や「結
果に対する不安」なども語られたが、それらの感
情及び認知を「切り替える」ことができたという
ことも多く挙げられた。
　また、試合直前においては競技に対して「良い
イメージを持つ」ことができており、「自信」が
あること、さらには試合を「自分でコントロール
できる知覚」があり、何でもできるという「競技
に対する全能感」を経験していることも報告され
た。
　自信や状況のコントロール感を有していること
は Jones et al.（2009）において挑戦状態につなが
るリソース評価であることが示されている。本研
究ではトップアスリートの実例をもって挑戦状態
が実力発揮につながること示し、先行研究を支持
する結果が得られた。
　加えて、挑戦評価で試合に臨むことが何でもで
きるというような「競技に対する全能感」につな
がっていることも示唆された。

（文責　柄木田　健太）

9.　トップアスリートの実力発揮につながる認知的評価プロセスの検討

研究代表者　 立谷泰久（スポーツ医学・研究部）
メンバー　　 柄木田健太、冨永哲志、髙橋由衣、近藤みどり、實宝希祥（以上、スポーツ医学・研究部）
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1. 背景・目的
　一般的に、ウェルビーイングは、よりよく生
きるための人生の充実、主観的な幸福、生活の
質にも関係している。また、ウェルビーイングは、
社会やスポーツ等、全てのパフォーマンスにと
って重要であることが示されている（Stenling
ら、2015）。
　国際競技力向上におけるアスリートのウェル
ビーイングやメンタルヘルスの維持・向上の重
要性については、各種国際スポーツ団体や学会
はもとより、強豪国のスポーツ統括機関等にお
いても支援体制の整備が進められている。一方
で、我が国の強化指定選手も国費の投入や自国
開催等による高度なプレッシャーからアスリー
トの抱えるメンタルヘルスの課題が表面化して
きている。
　しかし、日本ではその定義や概念が明確でな
く、特に、日本人オリンピック競技及びパラリ
ンピック競技のトップアスリートのウェルビー
イングの実態及び NF における支援状況は明ら
かになっていなかった。　
　これまでの基盤研究では、大学生アスリート
を対象としたアスリート・ウェルビーイングに
関するアンケート調査のパイロットスタディを
行い、その妥当性や信頼性が検証された。その後、
オリンピック・パラリンピックスポーツにおけ
る日本人トップアスリートのウェルビーイング
の実態及び NF におけるアスリート・ウェルビ
ーイングの支援状況を明らかにしてきた。
　一方、アスリート・ウェルビーイングの一つ
の側面であるメンタルヘルスについては、オー
ストラリアやイギリスのオリンピック代表選手
でうつ、摂食障害、キャリアへの不安等（Gulliver 
ら , 2015；Foskett & Longstaff, 2018）が報告さ
れている。我が国においても 2022 年度の研究
により、日本人トップアスリートのメンタルヘ
ルスの実態が明らかになりつつある。しかし、
ハイパフォーマンススポーツの現場にいるコー
チや支援スタッフに対するメンタルヘルスの実
態はいまだに明らかではない（Kegelaers ら，
2019；Åkesdotter ら , 2022）。
　これらのことから、2023 年度の研究は、オリ
ンピック・パラリンピック競技における日本人
コーチ及び支援スタッフのメンタルヘルスの実
態を明らかにすることを目的に実施した。

2. 方法
（1）対象
　本調査の対象は、日本人で夏季・冬季オリン
ピック・パラリンピック競技大会の準備段階と
大会期間中の両方とも、又はいずれか一方に関
係した NF 等のコーチ及び支援スタッフを対象
とした。

（2）アンケート調査項目
　調査項目には、ウェルビーイング、睡眠、食事、
心理的柔軟性、援助要請態度、社会的支援体制
等の妥当性、信頼性等が確認されている 10 の尺
度を用いて実施した。

（3）アンケート実施期間
　2024 年 3 月 11 日～ 26 日

3. 結果
　アンケートは、社会調査会社を介し、オンラ
インで実施した。
　その結果、本研究の趣旨に賛同した回答者は、
212 名（コーチ 103 名、支援スタッフ 109 名；
男性 156 名、女性 56 名；オリンピック競技 132 名、
パラリンピック競技 80 名）であった。
　詳細な分析結果は、論文等にて公表する予定
である。

（文責　野口　順子、衣笠　泰介）

10.　アスリート・ウェルビーイング及びメンタルヘルスの支援体制構築に向けた調査研究

研究代表者　野口順子（スポーツ科学・研究部）
メンバー　　衣笠泰介、久木留毅（以上、スポーツ科学・研究部）
外部協力者　栗林千聡（東京女子体育大学）、井上和哉（立命館大学）、Carolina Lundqvist（リンショーピング大学）、

Paul Wylleman (Vrije Universiteit Brussel)、Jolan Kegekaers (Vrije Universiteit Brussel) 
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1. 背景・目的
　本邦において、競技種目の枠組みを超えた全
体像としてスポーツ関連脳振盪（Sports-related 
concussion: SRC）の発生状況を継続的に調査・評
価した報告はない。SRC の発生状況を学校管理下
及びハイパフォーマンススポーツの両方で継続的
に監視することで、SRC の特徴を示すことが必要
である。2023 年度は、学校管理下における SRC に
関して調査し、疫学的特徴を明らかにすることを
目的とした。

2. 方法
　JSC が行った災害共済給付データセットの後ろ
向き観察研究である。2012 年 4 月から 2020 年 3 月
に部活動で被災した中学生・高校生の SRC 生徒を
抽出した。診断が確定していない例、頭蓋内出血
を伴った例、部活動に関係のない例は除外した。
　主要アウトカムは SRC 被災生徒の性別、学校・
学年別、20 競技別における割合及び時系列変化で
あり、傷害疫学の記述を行った。

3. 結果
　対象期間に部活動で被災した中学生・高校生
2,590,002 人のうち、SRC を受傷したのは 12,158 人 

（0.47%）であった。
　性別に関しては、男性が 10,111 人（83.2%）、女
性が 2,047 人（16.8%）だった。学校・学年別で
は、中学 1 年生 1,327 人（29.9%）、2 年生 1,974 人
(44.5%）、3 年生 1,135 人（25.6%）となり、高校 1
年生 2,855 人（37.0%）、2 年生 3,307 人（42.8%）、3
年生 1,558 人（20.1%）であった。競技別では、中学・
高校の男性・女性全てのカテゴリーでラグビーの
占める割合が最多、柔道が 2 番目に多い割合とな
った。時系列変化は、中学生・高校生ともに 2012
年以降、SRC 受傷数は増加傾向であったが、2016
年（中学生）、2018 年（高校生）をピークに減少傾
向に変化した。

4. 考察
　本研究の結果から、対象期間中に観察された全
外傷・障害のうち SRC は 0.47% となった。
　性別による違いについて、これまでは男性より
女性でよりSRC が観察されたという報告がある

（Lincoln AE et al., 2011 など）。本研究では、暴露
量についての評価は行っていないため、より部活
動に時間を費やす傾向のある男性で被災が多くな
った可能性が考えられる。
　学校別では、中学より高校で SRC 被災が多く、
いずれの学校種別でも第 2 学年が最も被災数が多
かった。その理由として、第 3 学年は受験などの
影響もあり学校生活が大きく変化し、部員数が激
減することが挙げられる。第 1 学年と第 2 学年の
差については、試合参加の影響が考えられる。練
習よりも試合での SRC 受傷が多いことは報告され
ており（Covassion T et al., 2016）、より身体的・技
術的に成熟した 2 年生が試合参加の機会が多く受
傷リスクも増えると推察される。
　競技別では、海外の報告でアメリカンフットボ
ールやラクロスに SRC が多くみられたが（Meehan 
WP et al., 2011）、本邦における調査の結果はラグ
ビー、柔道が最多競技となっただけでなく、空手・
剣道なども上位 10 競技に含まれ、国によるスポー
ツ文化の影響がみられた。
　時系列変化に関しては、2010 年代初めから SRC
に関する国際的なガイドラインが作成され、予防
の重要性が訴えられる中、本邦においても競技団
体ごとに SRC の対応策や啓蒙活動が始まったこと
で、潜在的に増加していた件数もピークを迎えた
可能性がある。
　上記の結果については、今後、ハイパフォーマ
ンススポーツを対象とする研究と比較し、結果を
評価・考察していく必要がある。

5.  まとめ
　学校管理下における部活動中の SRC について中
学・高校生のデータを調査し、性別や学年・学校、
スポーツ種目の違いで SRC 発生に変化がみられる
ことが分かった。

（文責　福嶋　一剛）

11.　スポーツ活動における脳振盪サーベイランスシステムの構築への取り組み

研究代表者　 中嶋耕平（スポーツ医学・研究部）
メンバー　　 福嶋一剛、友利杏奈、笹代純平（以上、スポーツ医学・研究部）
外部協力者　 中山晴雄（東邦大学医療センター大橋病院）、中田由夫（筑波大学体育系）、大伴茉奈
　　　　　　（桐蔭横浜大学）、清原康介（大妻女子大学）、笹井浩行（東京都健康長寿医療センター研究所） 
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図 　上位 10 競技ごとの SRC 発生者数、発生割合、部員規模
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❸　萌芽研究

1.  背景・目的
　JISS では、将来的に競技研究・基盤研究につながる小規模な萌芽的研究として萌芽研究を設けている。
原則として、研究期間は 1 年であり、JISS に設置してある施設・設備・機器・装置等を活用して実施
できる研究である。
　2023 年度は、以下の 3 件の研究を実施した。
  
2. 実施概要

研 究 課 題 名 研 究 代 表 者 　 　 　 　

異なる酸素濃度環境下での高強度間欠的トレーニングがパフォーマンスおよび生理学的トレ
ーナビリティに及ぼす影響 萩原　正大（科学・研究部）

アスリートにおける競技特性を考慮した骨折リスク因子に関する新たな骨強度関連指標の探索 品川　明穂（医学・研究部）

スピードスケート長距離種目のカーブ滑走における高い求心加速度のための技術的特徴 木村　裕也（科学・研究部）

（文責　事務部事業推進課）
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❹　科学研究費助成事業

1.  背景・目的
　JISS では、内部の研究費以外に科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研
究費補助金を積極的に獲得するよう努めている。
　2023 年度は、以下の 54 件（内、新規 10 件、継続 17 件、延長・再延長 11 件、分担 16 件）
の研究を実施した。

2. 実施概要

区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

基盤研究 (B) 唾液中の時計遺伝子由来のタンパクを用いた疲労および概日リズム
の新評価法の開発

清水　和弘（科学・研究部）
花岡　裕吉（科学・研究部）※

基盤研究 (C) 女性アスリートの暑熱対策 中村　真理子（科学・研究部）

基盤研究 (C) 障がい者アスリートのエネルギー必要量推定方法の構築 元永　恵子（科学・研究部）

基盤研究 (C) 腸内細菌叢の状態が個人の運動効果に与える影響 谷村　祐子（科学・研究部）

基盤研究 (C) トップアスリートの心理的能力を向上する新たなメンタルトレーニ
ングプログラムの開発 立谷　泰久（医学・研究部）

基盤研究 (C) 国際競技大会招致・開催に関する国内外ネットワーク構造研究 久保田　潤（科学・研究部）
和久　貴洋（科学・研究部）※

基盤研究 (C) 日本人メダリストの競技パフォーマンスに関わるレアバリアントの
探索 大岩　奈青（科学・研究部）

基盤研究 (C) 競技力向上に効果的なマネジメント機能の解明 山下　修平（科学・研究部）

基盤研究 (C) 車いすアスリートの有酸素性能力を適切に評価するためのテストプ
ロトコルの開発

尾崎　宏樹（科学・研究部）
亀田　麻依（科学・研究部）※
袴田　智子（科学・研究部）※

基盤研究 (C) 一流長距離走者のランニングエコノミーに下肢筋群の活動パターン
と酸素化動態から迫る 安藤　良介（科学・研究部）

基盤研究 (C) トップアスリートの下肢の力－速度特性とその評価を基にしたトレ
ーニング効果の検証 山下　大地（科学・研究部）

基盤研究 (C) プライオメトリクスの効果を引き出すための視覚情報による即時フ
ィードバック法の開発 吉田　拓矢（科学・研究部）

若手研究 アスリートのパフォーマンスを向上させる睡眠についての研究 星川　雅子（科学・研究部）

若手研究 動作解析と試合分析を組み合わせたバスケットボールのシュート成
功率向上のための研究 稲葉　優希（科学・研究部）

若手研究 月経随伴症状のセルフケアとしての有酸素運動の有効性と安全性 中村　有紀（科学・研究部）

若手研究 トップアスリートの跳躍パフォーマンス評価と個別性トレーニング
方法の検証 山下　大地（科学・研究部）

若手研究 運動による脂肪組織の褐色化は，ヒトでみられるか？：MR 画像と
幹細胞による検証 小川　まどか（科学・研究部）

若手研究 筋受動的スティフネス増加のトレーニング法の確立：新たな運動パ
フォーマンス改善法 安藤　良介（科学・研究部）
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区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

若手研究 拡張視野超音波画像による子どもの大腿部・体幹部・上腕部の骨格
筋定量方法の確立 原村　未来（科学・研究部）

若手研究 車いすアスリートの脳振盪による眼球運動障害に対する定量的評価
方法の確立 笹代　純平（医学・研究部）

若手研究 協調性と再現性に基づく運動技能分析手法の構築と応用 木村　新（科学・研究部）

若手研究 汎用性に優れた新たな持久性能力評価法の開発 山岸　卓樹（科学・研究部）

若手研究 エビデンスに基づいたリバウンドジャンプの技術指導を行うための
アセスメント法の開発 図子　あまね（科学・研究部）

若手研究 継続的なパラスポーツ実施による身体機能の変化：脊髄損傷シット
スキー選手の事例研究 中島　大貴（科学・研究部）

若手研究 ジュニアラグビー選手を対象としたコンディショニングプログラム
の考案と有効性検証 水島　諒子（科学・研究部）

若手研究 女性ランナーにおける月経周期がコンディション評価指標に及ぼす
影響の検討 門馬　怜子（科学・研究部）

若手研究 月経周期の個人差に着目した新たなコンディショニング法の提案 松田　知華（科学・研究部）

若手研究 トップアスリートの誇りの感情経験が長期目標達成行動に与える影
響の解明 近藤　みどり（医学・研究部）

研究活動
スタート支援 野球において打球の回転に影響を及ぼすバットスイング特性の解明 中島　大貴（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

同一体力レベルの男女における運動時熱放散能力の比較－性差と個
人差の明確化－ 岩田　理沙（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

女性アスリートにおけるシーズンを通じた月経周期によるコンディ
ショニングの検討 門馬　怜子（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

上半身の反動動作に貢献する肩甲帯の力発揮特性－棒高跳競技者を
対象にして－ 景行　崇文（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

唾液中ヒトヘルペスウイルスを指標としたアスリートの身体疲労評
価法の確立 玉井　伸典（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

間欠的な低酸素および高二酸化炭素の曝露が下腿筋の運動機能へ
及ぼす影響 波多野　慶（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

月経周期に伴う運動誘発性疲労の増加に対する新たな対処法の提
案 松田　知華（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

高強度インターバルトレーニングにおける強度指標の妥当性－新
指標の確立に向けて－ 白木　駿佑（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

せん断波イメージングを用いた骨格筋における粘性要素の定量的
な画像評価法の確立 小出所　大樹（科学・研究部）

研究活動
スタート支援

Effects of various inertial loads on lower leg strength 
adaptations to flywheel squat training

ヘンダーソン　フレデリック　
（科学・研究部）

基盤研究（B）
（分担者）

超音波画像における“骨格筋の質”：エコー減衰補正法の開発と筋
スティフネスへの影響 安藤　良介（科学・研究部）※

基盤研究（B）
（分担者）

暑熱環境下での運動能力低下の要因と身体冷却の中枢性作用機序
の解明 中村　真理子（科学・研究部）※

基盤研究（B）
（分担者）

若年期ライフステージのエネルギー代謝適応と生殖機能、免疫機
能との関連性の解明 清水　和弘（科学・研究部）※
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区　分 研　究　課　題　名 研 究 員 名

基盤研究 (C)
（分担者）

卓球サービスにおける優れたフェイント動作：レシーバーの視線と
動きに着目して 稲葉　優希（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

夜型生活リズムを有する幼児の時計遺伝子タイプ特性と、身体活動
によるリズム是正 安藤　啓（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者） 審判員における心理診断システムの構築と有効性の評価 立谷　泰久（医学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

コンディションが力調節能力に及ぼす影響の脳科学的メカニズムの
解明 中村　真理子 ( 科学・研究部 ) ※

基盤研究 (C)
（分担者）

非侵襲計測機器データを活用した教授スキル改善のための評価基準
策定 松林　武生（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

Virtual Reality を用いた新たな義足歩行リハビリテーションの開
発 笹代　純平（医学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者） 骨格筋グリコーゲン回復を「見える化」できる代謝指標の探索 元永　恵子（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

ウェイトトレーニング手段として用いる片脚クリーンの負荷特性の
解明と方法論の構築 吉田　拓矢（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者） 日焼けは運動パフォーマンスを低下させるか？ 清水　和弘（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者） 卓球サービスにおける打球後のフェイント動作による回転偽装 稲葉　優希（科学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

審判員のコミュニケーションスキル向上プログラムの開発と効果検
証 立谷　泰久（医学・研究部）※

基盤研究 (C)
（分担者）

長距離走者のパフォーマンスに及ぼすスプリントトレーニングの効
果の解明 安藤　良介（科学・研究部）※

挑戦的研究（萌芽）
（分担者）

筋・腱弾性を指標としたタレント発掘基準の策定：新規ミオトノメ
ーターの有用性の確立 大岩　奈青（科学・研究部）※

※研究分担者

（文責　事務部事業推進課）
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❺　民間団体研究助成金等

1.  背景・目的
　JISS では、内部の研究費や科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究費
補助金以外に、民間団体の研究助成金等外部研究資金を積極的に獲得するよう努めている。
　2023 年度は、以下のとおり JISS として 2 件、個人として 2 件の研究を実施した。
  

2. 実施概要

研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名 担 当 研 究 員 名

COVID-19 罹患後の日本トップアスリートにみ
られる特徴 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 福嶋　一剛（医学・研究部）

せん断波イメージングを用いた骨格筋における
粘性要素の定量的な画像評価法の確立 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 小出所　大樹（科学 ･ 研究部）

研　究　テ　ー　マ 助 成 団 体 名 担 当 研 究 員 名

股・膝関節運動時の大腿直筋の活動張力に筋肉部
位差は存在するか？ 公益社団法人日本スポーツ医学財団 小出所　大樹（科学 ･ 研究部）

運動誘発性低血糖は女性においても起こるのか？〜性
差・月経周期を考慮した栄養摂取の開発に向けて～ 特定非営利活動法人 NSCA ジャパン 松田　知華（科学 ･ 研究部）

〈JISS〉

〈個人〉

（文責　事務部事業推進課）
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（2）　スポーツ支援強靭化のための基盤整備事業　　　　スポーツ庁委託事業 

1．背景・目的
　2016 年 10 月、スポーツ庁において「競技力
強化のための今後の支援方針（鈴木プラン）－
2020 年以降を見通した強力で持続可能な支援
体制の構築－」が策定された。これに基づき、
HPSC では、2017 年度より「ハイパフォーマン
スセンターの基盤整備」事業を受託し、HPSC
の機能強化・充実を図ってきた。2021 年度から
は「スポーツ支援強靭化のための基盤整備事業」
を受託し、ポストコロナを見据えつつ、更なる
機能強化や環境整備を実施してきた。このこと
が平昌 2018 大会や東京 2020 大会、北京 2022
大会における日本代表選手団の好成績につなが
った。また、2021 年 12 月には「持続可能な国
際競技力向上プラン」がスポーツ庁において策
定され、東京 2020 大会での好成績を一過性の
ものとしないため、デジタル技術の積極的な活
用等を通じてスポーツ医・科学、情報等の知見
に基づく質の高いトレーニング環境の整備等を
行うなど、我が国の国際競技力の維持・向上の
ための今後の支援方策が取りまとめられた。
　本事業は、上記の新たなプランも踏まえ、ス
ポーツ医・科学的なアプローチに基づいた競技
特性に対応した最適なコンディショニングの研
究、デジタルトランスフォーメーション（DX）
の推進による先端技術を活用した支援手法の研
究及び競技用具等の研究等により、様々な制約
を受ける状況にあっても継続的な強化活動が行
われるレジリエント（強靭）なシステムを構築
することを目的とした。

2. 概要
（1）競技用具等の研究
①スキージャンプウエアの空気力学的機能向上
　のための研究
　本プロジェクトは、ジャンプスーツの生地及
び形状を最適化することで空気抵抗の減少によ
る助走速度の増大及び揚力の増大による飛距離
の増大を図るものであった。2023 年度は、ルー
ル改編に伴う下肢の形状変化及び股の形状を改
良することによる飛行性能向上を課題とし、型
紙（パターン）の改良を重ねた（図 1）。国際大
会における動向調査から、海外強豪国 ( オース
トリア、ドイツ、ノルウェー等 ) で特に開発が
進んでいるのは、股を含めた下肢のスーツ形状
であることが指摘され、これらの国の情報収集
も並行して開発を進めることが重要である。

②スピードスケートウエアの空気力学的機能向
　上のための研究
　本プロジェクトは、スピードスケートワンピ
ースの空気抵抗を最小にするような、生地及び

身体部位への最適な配置を決定する生地選択手
法を確立するものであった。2023 年度は、下腿
部分の生地の変更による空気抵抗の減少を課題
とし、円柱模型による生地のスクリーニングテ
ストを行った。この実験で上位の成績を収めた
生地を用いてワンピースを数種作成し、人形模
型による風洞実験を行った。新規生地は従来生
地よりも広範囲の速度条件において低抵抗の特
徴が見られたことから、今後プロトタイプとし
てワンピースを作成し、選手によるテストを計
画している。

③パラアルペンスキーにおけるパフォーマンス
　向上のための用具等開発研究
　本プロジェクトの目的は、ターンパフォーマ
ンス向上のメカニズムを研究・解析し、パフォ
ーマンス向上をもたらすシットスキーフレーム
等の開発につなげることであった。2023 年度は、
2022 年度にリバース・エンジニアリングを実
施した海外製のシットスキーフレームをベンチ
マークとした新たなシットスキーフレームを設
計・製造し、雪上での比較テストを実施し、良
好な結果を得た。

④低侵襲・非侵襲の乳酸測定
　本プロジェクトの目的は、非侵襲的又は低
侵襲的な方法で乳酸代謝を評価する技術を調
査し、アスリートのトレーニング効果や体力評
価に応用することである。2023 年度の取組で
は、81 件のデバイスを調査し、汗や間質液を対
象にしたデバイスのいくつかが製品化又はそれ
に近い段階にあることが分かった。しかし、そ
の技術や血中乳酸濃度との関連を検討している
論文は少ない。限定的な状況下では、血中乳酸
測定の代替え手法として使用できる可能性はあ
るものの、トップレベルのアスリートを対象
にした漸増負荷試験による高い強度での乳酸
性作業閾値や OBLA（Onset of Blood Lactate 
Accumulation）の測定への使用については課題
が残ると考える。

図 1　下肢パターンの変更



⑤ HPSC/JISS における競技用具に関する研究
　領域の検討
　本プロジェクトの目的は、競技用具開発研究
における NF のニーズ把握のための調査を行い、
HPSC/JISS の機能・知見・技術等を活用可能な
研究領域を検討し、あわせて、研究と連携して
開発を進める可能性を有する企業等の調査・検討
を行うことであった。
　JISS が行っている NF コミュニケーションにお
いて、担当者より NF に対して、競技用具等の開
発研究に対する NF のニーズをヒアリングした。
また、日本パラ陸上競技連盟とのコミュニケーシ
ョンから出てきた、陸上競技用車いすレーサー用
の力計測ホイール開発研究に対して、国内外の開
発企業を調査し、国内での開発を進めている企業
から実際に計測機器を一定期間借用し、機器重量
の点でトップレベルの選手の要求に耐えうるもの
であるかどうかを確認した。その結果、現時点で
は、機器重量の点でトップアスリートの要望に応
えるには課題があり、今後、より軽量の力計測ホ
イールを開発する意義があることが確認できた。

（2）競技特性に対応した最適なコンディショニン
　グを獲得する手法の研究
①パフォーマンスを最適化するためのトレーニン
　グ手法の確立
　本プロジェクトの目的は、調査・研究によって
パフォーマンスを最適化するためのトレーニング
手法を確立することである。2023 年度は、簡便な
動作分析手法の妥当性の検証に関する実験及びス
プリント能力の年間を通した変化について縦断的
研究を行った。2022 年度に実施したアスリートの
トレーニングの中断による体力の低下度合いに関
する研究結果を、学術論文及びインフォグラフィ
ックとして公開した。さらに、これまで本事業で
公開された成果を含む、パフォーマンス最適化に
関する知見を、海外の研究者・実践者と共にハイ
パフォーマンススポーツ・カンファレンス特別セ
ミナー「パフォーマンス最適化のためのトレーニ
ング負荷管理」として広く発信した。

②競技特性に対応した最適なコンディショニング
　の研究・開発
　本プロジェクトの目的は、国際総合競技大会に
おいて我が国や強豪国が実施したコンディショニ
ング手法の調査及び新たなコンディショニング指
標や測定方法の探索を行い、競技特性に対応した
最適なコンディショニング手法について検討する
ことである。2023 年度は、東京 2020 大会及び北
京 2022 大会に向けた競技会スケジュールが選手
のピーキング調整に与えた影響の検討及び日本代
表選手と強豪国の選手が実施したコンディショニ
ングに関する調査、コンディション評価指標及び
コロナ禍によるアスリートへの影響に関する学術
情報の整理、コンディション評価に有用なウェア

ラブルデバイスの整理、事業で収集した情報を活
用したアスリートサポート（コンディション評価・
フィードバック、選手及びスタッフに向けたセミ
ナーの開催）を実施した。2024 年度も引き続き、
有用なコンディショニング手法の確立を目指す。

③アスリート・ウェルビーイングの向上に向けた
　心理サポート
　本プロジェクトの目的は、コーチや NF 関係者、
各種専門家、心理サポートの実践者等に、アスリ
ートのメンタルヘルスや心理的競技力、心理サポ
ートに関する情報提供を行うことである。2023 年
度は、国内学会等での成果発表、国際学会での情
報収集を行った。また、海外アドバイザー（Paul 
Wylleman 氏）を二度招へい（来日）し、また、月
例の定例オンラインミーティングも実施し、海外
におけるアスリート・ウェルビーイングや心理サ
ポートに関する情報収集と議論を行った。情報提
供は、ハイパフォーマンススポーツ・カンファレ
ンス2023にて行い、実際に役立つ情報提供ができ、
トップアスリートのウェルビーイングや心理サポ
ートに関する理解が深まったと思われる。2024 年
度も引き続き、アスリート・ウェルビーイングの
向上に向けた支援体制の構築・整備につなげてい
く所存である。

（3）継続的な強化活動を可能とするデジタル技術
　等を活用した支援手法の研究
①データ活用を目的としたスポーツ AI の研究
　カーリングを主たる対象競技として、スポーツ
現場で得られるデータを活用した戦術分析や戦術
トレーニングを支援する AI の確立を目指してい
る。2023 年度は実践データの取得として、実試合
でのストーンデータやスタッツを収集し、データ
分析に着手した（図 2）。また、コンピュータ上で
駆動するシミュレータであるデジタルカーリング
の改修を行い、戦術を分析する AI の開発環境を
整備した。また、スポーツ AI の普及・推進のため、
冬季スポーツ科学シンポジウムやカーリング科学
シンポジウムを共催し、情報発信やネットワーク
構築を行った。
　今後は、整備したデジタルカーリング環境を用
いて、カーリングを対象とした戦術 AI の研究・
開発を推進する。また、戦術 AI を搭載したアプ
リケーションの開発を行い、研究成果の競技現場
への実装を進める。
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図 2　ストーンデータ取得の風景



し、パフォーマンス向上のための課題を明らかに
するシステムを構築することであった。2023 年度
は、スポーツ医・科学支援事業と連携し、強化現
場でのデータ収集及びアプリケーションの開発を
行った（図 4）。今後、本アプリケーションを現場
に実装し、効率的なトレーニングに繋げるための
運用を検討するとともに、他の競技等への展開も
併せて検討する。また、2022 年度に開発した映像
伝送システムを用いて、リモートでのウエイトト
レーニング指導を継続的に実施した。今後は、リ
モートでのトレーニングの利点と課題を明らかに
し、場所にとらわれないトレーニング方法を検討
する。

⑤ e スポーツ及びバーチャルスポーツの動向に関
　する調査
　近年バーチャルスポーツ等を取り巻く環境は変
化している。国際スポーツ界ではバーチャルスポ
ーツや e スポーツとの連携が重視されている。今
後の総合競技大会の種目に含まれる可能性も見据
えながら、こうした国際動向に注視してきた。国
内においては、そのような取組はまだ限定的なの
が現状であり、競技団体等と連携して、競技力向
上のための基礎的な情報収集や調査研究に取り組
むことが急務となっている。具体化するにあたっ
て、2023 年度は公開情報の収集やイベント調査等
を進めてきた。2024 年 3 月には調査研究の一環と
して、バーチャルスポーツフォーラムを開催した

（写真 1）。本フォーラムでは、当該分野に関わる国
内外の関係者が集結し、世界におけるバーチャル

②競技特化及び簡易計測を実現するトラッキン
　グ技術の研究
　本プロジェクトでは、競技現場で活用可能なト
ラッキング技術、また、その技術を用いたトラッ
キングシステムの確立を目指している。2023 年度
は、バドミントン競技を対象としたトラッキング
技術の研究を進め、単眼カメラ映像のみから、コ
ート上の選手位置をトラッキング可能なシステム
を試作した（図 3）。また、他競技へのトラッキン
グ技術の横展開として、スポーツクライミング競
技スピード種目を対象としたトラッキング技術の
検討、研究に着手した。
　今後は、バドミントン競技向けトラッキングシ
ステムを活用して、オンコート及び試合時のパフ
ォーマンス評価並びにコンディション評価を進め
る。また、競技現場への実装を目指し、簡便にト
ラッキングデータを取得できるスポーツクライミ
ング向けトラッキングシステムを試作する。

③ AI を用いたアスリートフィードバックに関す
　る研究
　HPSC では、アスリートの競技力向上を目的に
フィットネスチェック、栄養指導、診療などでデ
ータ取得を行い、アスリートの状況を把握し、評
価を行っている。このような支援活動において
AI の導入により分析作業の効率化を図れる可能
性がある。そこで HPSC が将来的に取り組むべき
AI プロジェクトを検討する際に参考となるよう、
スポーツ業界における AI 活用事例を調査するこ
とを目的とした。オープンソースで手に入るスポ
ーツ業界での AI 活用事例、文献の調査を行った。
将来的に HPSC での応用が可能となるようスポー
ツにおける映像利用、栄養、トレーニング、リハ
ビリテーション、心理にキーワードを絞り調査を
行った。多くの文脈において AI による一部自動
化の可能性はあるが、研究利用に耐えうる精度を
出すことは簡単ではないことが分かった。

④映像及び生体情報を活用したリモート支援シス
 　 テムの構築
　本プロジェクトの目的は、強化現場で扱われる
映像に、各種デバイスから得られる生体データを
簡便に同期・表示させるアプリケーションを開発
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図 3　バドミントン競技向けトラッキングシステム

図 4　コーチが撮影した映像に、アスリートが装着してい
　　　る様々なデバイスから得られた生体データを重ねて
　　　表示させるアプリケーションのベータ版

写真 1　バーチャルスポーツフォーラムの様子（3/19 開催）
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スポーツの最新動向に関する情報や先進事例を共
有するとともに、国内における普及・啓発に寄与
した。

⑥ HPSC におけるデジタル技術に関する研究領域
　の検討
　本プロジェクトの目的は、デジタル技術等の活
用にあたり、競技現場にどういったニーズがある
のか調査を行い、将来的に開発を進める可能性を
有する企業等を調査・検討し、あわせて、HPSC
が関与することができる可能性がある研究領域に
ついて整理することであった。調査の結果、先端
映像技術の中でも特に VR/AR 技術は、没入空間
における競技シミュレーション環境の構築に対し
て有用である可能性が考えられた。民間企業の中
ではゲームなどのエンターテイメント分野での製
品や技術開発が進んでおり、研究分野においては、
アメリカやドイツの大学を中心に研究が行われて
いることが明らかになった。一方で、当該技術の
スポーツへの転用は国内外問わず事例が少ない状
況にあり、具体的な活用の可能性についてより焦
点づけた検討が望まれる（写真 2）。

3. 実施体制
　JISS スポーツ科学・研究部を主担当部署とし、
各プロジェクトに責任者となる研究員及び担当者
を配置し、競技団体、企業等と協力してプロジェ
クトを推進した。また、ハイパフォーマンス戦略
部や国際情報戦略部が調査などで、連携・協働推
進部がカンファレンス等の開催や広報などで事業
推進に協力している。四半期に一度、JISS 所長を
含めた推進会議を実施し、事業計画の意思決定及
び変更の承認を行った。

（文責　スポーツ科学・研究部）

写真 2　関連展示会等での調査の様子
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表 1　2023 年度メディカルチェック内訳

8 スポーツ診療事業

　スポーツ診療事業には、スポーツクリニックによるメディカルチェックと外来診療及びコンディショニング
課による分野連携でのコンディショニングサポートと個別サポート、さらにコンディショニングスペースの運
営、その他外部連携や研究活動も含まれる。

1．メディカルチェック
　アスリートのコンディションを診察や検査・測定などによって評価し、適切なアドバイスを提供することを目
的として、メディカルチェック（MC）を実施している。これまで MC は主体組織別に、『NF 要望チェック』と『派
遣前チェック』に分けて実施していたが、JOC 医学サポート部門とも協議した上で、2022 年度からは NF 又は選
手の自主的、計画的な MC 受診を促進することを目的として両 MC を統合した。JOC 派遣前 MC については、国
際総合競技大会閉会式から遡って１年以内に受診した MC を国際総合競技大会派遣前 MC とみなし、年度内に重
複して国際総合競技大会に参加する選手でも、有効期間内に１度 MC を受診していれば再度受診をしなくても良
いこととした。派遣前 MC の取り扱いに変更があったものの、2023 年度は第 19 回アジア競技大会（2022/ 杭州）
の開催もあり、MC 全体の実施件数は 1,759 件と 2022 年度（1,059 件）よりも大幅に増加した。
　男女比では、オリンピック競技で 48.3%、パラリンピック競技で 40.6% が女子選手であった。オリ・パラ比では、
パラアスリートが 1.8% と低値であった。これはオリンピック競技では、主要な国際総合競技大会の派遣前の MC
の実施施設が JISS スポーツクリニックのみに指定されているのに対し、パラリンピック競技では MC 実施施設が
限定されていないことによると思われる。

区分
夏季競技 冬季競技 合　　計

全体 （女子） 全体 （女子） 全体 （女子）

オリンピック競技 1,525 （725) 202 （110) 1,727 （835)
パラリンピック競技 29 （12) 3 （1) 32 （13)

合計 1 ,554 （847) 205 （111) 1,759 （848)

2．外来診療
　内科、整形外科（5 日/ 週）、歯科（4日/週）、皮膚科（2日/週）、婦人科（3日/週）、心療内科（2日/月）、脳
神経外科（2日/月）及びリハビリテーション科（5日/週）、心理カウンセリング（3日/週、うち 1 日は JOC エリ
ートアカデミー専用枠）を開設し、栄養相談は医師から指示があった場合に随時行っている。原則として全科予
約制の自由診療で保険診療は行わないが、料金は保険診療点数に基づいて算出し、保険診療と同様に 3 割相当額
を徴収している。2023 年度の延べ受診件数は 14,874 件（2022 年度は 10,259 件）であった。

種別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
オリ 1,172 1,327 1,405 1,243 1,203 1,020 1,069 1,047 958 825 931 994 13,194 
パラ 105 124 124 146 106 145 120 159 126 128 110 154 1,547 

その他※ 18 9 24 8 10 6 18 16 11 8 4 1 133 
合計 1,295 1,460 1 ,553 1 ,397 1,319 1,171 1,207 1, 222 1,095 961 1,045 1,149 14 ,874 

（1）月別受診件数（延べ件数）

区分 JOC 強化指定選手 NF 強化指定選手 JPC 強化指定選手 その他※ 合計
受診者数 8,871 4,323 1,547 133 14,874
割合（％） 59.64% 29.06% 10.40% 0.90% 100.00%

（2）対象者別受診者数（延べ件数）

（3）診療部門別受診件数（延べ件数）

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

（単位：件）

※その他 : コーチ・スタッフ等 JISS の認めた者。

診療部門 受診件数 診療部門 受診件数

内科 1,828 脳神経外科 50

整形外科 3,372 栄養 43

歯科 785 心療内科 71

婦人科 683 心理 333

皮膚科 420 リハビリ 7,289

合計 14,874



74　 Ⅴ　事業報告 / 8　スポーツ診療事業

（単位：件）

（単位：件）

検査 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

検体検査※1 1,315 3,540 64 4,919

生理検査※2 221 2,167 0 2,388

モダリティ 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

MRI 1 ,501 472 283 2 ,256

一般撮影 750 1,571 0 2,321 

CT/ 断層 98 0 0 98 

骨塩定量 125 0 38 163 

頭頚部 肩甲帯 上腕・肘関節 前腕・手指 胸・背・腹部 腰仙部

89 193 57 69 44 175

骨盤・股関節 大腿 膝関節 下腿 足関節 足 ・ 趾

105 199 248 77 146 99

（4） 検査部門の実績
①臨床検査部門別件数（延べ件数）

②画像検査部門モダリティ別件数（延べ件数）

③ MRI の部位別件数（診療）

（単位：件）

※ 1 検体検査  : 血液検査、尿検査等
※ 2 生理検査 :  心電図、運動負荷心電図、呼吸機能検査、超音波検査等

（単位：件）

（単位：件）

（5）薬剤部門月別処方件数（延べ件数）

競技・種目 種目別
合計

競技別
合計 競技・種目 種目別

合計
競技別
合計

スキー

スキー（アルペン） 133 

845 

パラｰ柔道＿視覚 114 114 
スキー（クロスカントリー） 21 

パラｰ
スキー

パラｰアルペンスキー 82 

107 スキー（ノルディック複合） 14 　パラｰクロスカントリー
　スキー 21 

スキー（フリースタイル） 523 パラｰバイアスロン 4 
スノーボード 154 近代五種 103 103 

レスリング 624 624 ローイング 87 87
フェンシング 589 589 テニス 77 77

陸上競技 520 520 パラｰ陸上競技 70 70
テコンドー 435 435 パラｰ卓球 68 68

水泳

競泳 248 

426 

パラｰ車いすテニス 56 56 
飛込 141 ハンドボール 55 55 
水球 8 自転車 49 49 

アーティスティックスイミング 29 バスケットボール 47 47
柔道 383 383 パラｰ車いすフェンシング 42 42 

ラグビー 380 380 カバディ 35 35 
バドミントン 289 289 セパタクロー 32 32 

ウエイトリフティング 279 279 射撃 30 30 
パラｰ車いすバスケットボール 186 186 剣道 23 23 

スポーツクライミング 183 183 ボクシング 21 21 
パラｰカヌー 148 148 ゴルフ 20 20 

パラｰバドミントン 143 143 
スケート

ショートトラック 14 
15 

体操
体操競技 4

142
フィギュアスケート 1

新体操 35 パラｰ水泳 6 6
トランポリン 103 アーチェリー 4 4

サッカー 137 137 カーリング 3 3

バレー
バレーボール 41

130
パラｰトライアスロン 3 3

ビーチバレー 89 空手 1 1
卓球 130 130 ボブスレー 1 1

ホッケー 129 129 パラｰゴールボール 1 1
パラｰサッカー 115 115 パラ NF その他 6 6

合計 7,289 7,289

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

処方数 251 268 252 256 185 216 206 186 167 209 248 227 2,671 

（6）アスリートリハビリテーション競技・種目別利用状況（延べ件数）　

※パラアスリートのリハビリ：1,065 件
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3．コンディショニング課におけるサポート
　コンディショニング課では、以下の 2 つのサポートプログラムを実施している。
　（1） TCSP（Total Conditioning Support Program/ 略称：トーコンサポート）
　　外傷や障害、あるいは何らかの疾病によってリハビリテーションが必要となったアスリートに対して、
　トレーニング環境や競技現場に復帰する過程で複数分野（リハビリテーション、栄養、心理、ハイパフォ
　ーマンス・ジム、トレーニングジムCORE）から総合的なスポーツ医・科学支援を実施することで、復帰
　までの期間短縮のみだけではなく、復帰後の競技力を受傷前のレベル以上に向上させることを目指す。
　（2） CCSP（Combined Conditioning Support Program）
　　従来 JISS で行っていた各分野によるサポートにおいても、積極的に複合的な連携サポートとして実施し
　ていくことで一層のサポート効果を引き出すことを目的とする。

　2023 年度は各コンディショニングサポートの具体的な課題抽出を目的として事業を展開した。
　（1）TCSP の内訳は 29（男性 15、女性 14）名であり、対象者について毎週症例検討会を実施し、進捗
　　と課題を共有して各分野でのサポートに活かした。
　（2） CCSP の内訳は 214（男性 93、女性 121）名であった。

表 2　2023 年度コンディショニングサポート内訳

サポート種類 男性 女性 合計

TCSP 15 14 29
CCSP 93 121 214

（単位：名）

（単位：件）

4．コンディションングスペースの運営
　コンディショニング課ではアスリートやコーチなどの NF スタッフと HPSC におけるコンディショニング
に関わる研究や支援を実践している HPSC スタッフとの情報交換や相談及びコンディショニングの実践の場
を提供することを目的としてコンディショニングスペースの運営を行っており、2023 年度は 7,094 件（2022
年度は 4,037 件）のコンディショニングスペースの利用があった。
　また、コンディショニングの研究・支援に携わる専門家からの情報提供を目的として「コンディショニン
グミニセミナー」を開始し、2023 年度は計 10 回のセミナーを開催した。

カテゴリー 件数
オリンピック競技 5 ,158

パラリンピック競技 556
その他 (JOC・JPC スタッフなど） 49

HPSC スタッフ 1,331
合計 7,094

表 3　2023 年度コンディショニングスペース利用状況（延べ件数）

表 4　2023 年度コンディショニングミニセミナー一覧

開催月 テーマ 担当部署 講師

4 月 「免疫チェック」 コンディショニング研究グループ 清水

5 月 「暑熱対策」 コンディショニング研究グループ 中村

6 月 「時差調整」 科学・研究部 星川

7 月 「腸内細菌とコンディション」 コンディショニング研究グループ 谷村

8 月 「海外遠征時の食事」 栄養グループ 渡口・常住

9 月 「メンタルトレーニングとは」 心理グループ 實宝

10 月 「免疫チェック」 コンディショニング研究グループ 花岡

11 月 「月経対策」 コンディショニング研究グループ 松田

2 月 「睡眠の質」 科学・研究部 星川

3 月 「虫歯になる人ならない人〜誰でもすぐできる簡単予防〜」 スポーツクリニック（歯科） 高垣
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5．スポーツ医学・研究部会
　2023 年度は 12 回開催し、スポーツクリニックの各診療部門、コンディショニング課の各部における情
報共有及び共通課題の検討を行った。
　スポーツクリニックにおいては、医療機関としてのコンプライアンス、ガバナンスの強化を目的として、
クリニック運営会議（2 回/月）を実施し、その中の 6 つの委員会；①医療安全委員会、②院内感染防止
対策委員会、③医療機器安全管理委員会、④診療委員会、⑤薬機管理委員会、⑥研修 /外部連携委員会が
定期的（1 回/月程度）に委員会を開催し、報告の共有や必須研修の実施及び管理を行った。
　コンディショニング課においては、毎週月曜日にミーティングを開催し、会議の前半にはトータルコン
ディショニングサポートプログラムの適用となっている症例の進捗確認や課題共有、方針の検討を行い、
後半は事務連絡や活動内容についての共有を行った。

6．連携事業
　連携事業は JOC や JPC などの統括団体及び NF の医事部門や競技現場と連携して、国内外での競技大
会等へ医師やトレーナー等を派遣するなど、NF のメディカルスタッフとの連携を図るものである。

（1）　国際総合競技大会における医療業務委託
　2023 年度は、従来より外部連携として取り組んでいる国際総合競技大会における医務帯同においては、
医療関連法規に遵守した安全で適正な医療の提供を目的として、新たに医療業務委託制度を導入した。本
制度のメリットとしては、JISS スポーツクリニックにおける医療情報管理が大会期間中においても継続
的に実施できること、医薬品や医療機器の管理者や責任者を明確にし、管理を徹底することで、過不足を
減らし、効率的な医療資源の活用が期待できる。第 19 回アジア競技大会（2022/杭州/中国）、杭州 2022
アジアパラ競技大会及び第 4 回ユースオリンピック冬季競技大会（2024/江原道/韓国）の 3 大会で本制
度による業務委託を受けた。

（2）　国際競技大会の帯同
　JOC や JPC などの統括団体及び NF からの要請により医師及びトレーナーを派遣した。
　・アジア/パラアジア競技大会（杭州/中国）2023 年 9 ～ 10 月（医師 1 名、トレーナー 1 名）
　・ワールドユニバーシティゲーム（成都/中国）2023 年 7 ～ 8 月（医師 1 名、トレーナー 1 名）
　・東アジア競技大会（ウランバートル/モンゴル）　2023 年 8 月（医師 2 名）
　・FIS Para 世界選手権・ワールドカップ（カナダ）2024 年 3 月（トレーナー 1 名）
　・U-22 男子サッカーチームパリオリンピック　アジア１次予選（バーレーン）（トレーナー 1 名）
　・AFC U-20 女子アジアカップ（ウズベキスタン）（医師 1 名）

（3）　国際会議など
　・NOC Medical Commission Chairpersons Meeting
　・東アジアオリンピック委員会 (EAOC) 医事委員会

（4）　学会活動
　・臨床スポーツ医学会（2023 年 11 月）　16 演題（シンポジウム：4、パネルディスカッション：1、口演：
　　 10、ポスター：1）
　・IOC world conference prevention Injury and Illness（モナコ）　3 演題（ポスター：3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　中嶋　耕平）

大会名
第 19 回アジア競技大会

（杭州・中国）
　アジアパラ競技大会

（杭州・中国）
　　第 4 回ユースオリンピック　
　冬季競技大会（江原道・韓国）

期間
2023/09/23 ～ 10/08

（16 日間）
2023/10/22 ～ 10/28

（7 日間）
2024/01/19 ～ 02/01

（14 日間）

選手団規模 約 1,100 名 約 430 名 約 120 名

メディカル体制
Dr.4、Tr.3

（うち医療委託 Dr.2、Tr.1）
Dr.3、Nr.3、Tr.3

（うち医療委託 Dr.3、Tr.1）
Dr.2

（うち医療委託 Dr.2）

表 5　国際総合競技大会における医療業務委託
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　HPSC におけるスポーツ医・科学、情報に関する研究、研究の成果を活用した競技水準の向上のた
めの支援等について、専門的見地からの意見又は助言等を得るため、外部専門家又は外部有識者に対
して「ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー」を委嘱している。
　2023 年度のハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザーは、次のとおりである。

ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー一覧（敬称略）

9 外部評価

（1）　ハイパフォーマンススポーツセンターアドバイザー

氏　　　名 所属等（2023 年度現在）

相澤　勝治 専修大学経営学部　教授

赤間　高雄 早稲田大学スポーツ科学学術院スポーツ科学部　教授

秋本　崇之 早稲田大学スポーツ科学学術院スポーツ科学部　教授

有賀　誠司 東海大学健康学部　教授

枝川　　宏 医療法人社団慈眼白山会　えだがわ眼科クリニック　理事長

大田　　健 複十字病院　病院長

笠原　政志 国際武道大学体育学科　教授

片寄　正樹 札幌医科大学　理事・保健医療学部長

河合　純一 　公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会　委員長

川原　　貴 一般社団法人大学スポーツ協会　副会長

久保 潤二郎 平成国際大学スポーツ健康学部　教授

河野　一郎 一般社団法人日本スポーツフェアネス推進機構　代表理事

近藤　尚知 愛知学院大学歯学部　教授

杉田　正明 日本体育大学体育学部　教授

杉山　ちなみ 株式会社リボンプロジェクト　代表取締役社長

鈴木　　岳 株式会社 R-body　代表取締役

谷川　　聡 筑波大学体育系　准教授

友添　秀則 環太平洋大学体育学部　教授

中込　四郎 筑波大学　名誉教授

平松　竜司 東京大学大学院農学生命科学研究科　准教授

広瀬　統一 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授

福井　　烈 公益財団法人日本テニス協会　専務理事

増田　雄一 株式会社リニアート　代表取締役

山下　泰裕 公益財団法人日本オリンピック委員会　会長

（文責　HPSC 運営部運営調整課）
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　HPSC は、国際競技力向上のための取組に関する評価について審議するため、外部有識者による「ハ
イパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会」を設置している。
　2023 年度事業の業績評価委員は、次のとおりである。

ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員一覧（敬称略）

（2）　ハイパフォーマンススポーツセンター業績評価委員会

（文責　HPSC 運営部運営調整課）

　氏　　　名 所属等（2023 年度現在）

　　　　上村　 春樹 公益財団法人講道館　館長

　　　◎尾縣　　　貢 日本陸上競技連盟　会長、筑波大学人間総合科学学術院　教授

佐野 　慎輔 尚美学園大学スポーツマネジメント学部　教授

柳下 　和慶 東京医科歯科大学　スポーツ医歯学診療センター　センター長

山本 　正嘉 鹿屋体育大学　名誉教授

雪下　岳彦 順天堂大学医学部　病院管理学　医師・医学博士

◎委員長
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（文責　事務部事業推進課）

 国立スポーツ科学センター倫理審査委員一覧（敬称略）

氏　　　名 所属等（2023 年度現在）

飯田　研吾 兼子・岩松法律事務所　弁護士

竹村　瑞穂 東洋大学健康スポーツ科学部　准教授

松田　丈志 株式会社 VITA・代表取締役

　　　◎石毛　勇介 JISS 副所長、スポーツ科学・研究部　主任研究員

蒲原　一之 JISS スポーツ医学・研究部副部長　主任研究員

半谷　美夏 JISS スポーツ医学・研究部　副主任研究員

星川　雅子 JISS 副所長、スポーツ科学・研究部長　主任研究員

横澤　俊治 JISS スポーツ科学・研究部　副主任研究員

◎委員長

（3）国立スポーツ科学センター倫理審査委員会

　JISS は、人を対象とするスポーツ医・科学研究が、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す
る倫理指針」（令和 3 年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第 1 号。）に則しているかを科学的
立場及び倫理的立場から審査するため、外部有識者と JISS 研究員で構成する「倫理審査委員会」を
設置している。
　2023 年度の倫理審査委員は、次のとおりである。　　　　
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　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

陸上競技

オリ
利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用者数 ( 人 ) 374 494 462 374 553 690 237 403 914 476 424 420 5,821 

パラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 0 16 20 17 14 18 9 4 19 12 13 13 155 

利用者数 ( 人 ) 0 62 66 34 63 20 31 29 132 48 54 25 564 

知
的

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 2 0 1 0 4 4 1 2 14 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 23 0 1 0 4 4 1 2 35 
ブ
ラ
イ
ン
ド

利用日数 ( 日 ) 2 4 3 3 2 3 3 4 4 3 1 2 34 

利用者数 ( 人 ) 9 16 13 12 8 21 21 25 18 12 4 4 163 

テニス
オリ

利用日数 ( 日 ) 30 30 30 30 30 29 31 29 31 30 28 30 358 

利用者数 ( 人 ) 332 253 313 255 288 238 244 202 480 217 223 175 3,220 

パラ
利用日数 ( 日 ) 3 18 10 9 22 12 13 16 27 20 17 15 182 

利用者数 ( 人 ) 8 61 22 22 54 28 40 42 70 52 36 30 465 

競泳 / 水球

オリ
利用日数 ( 日 ) 13 27 24 22 23 13 0 18 26 19 1 4 190 

利用者数 ( 人 ) 402 436 355 285 543 278 0 697 548 262 25 24 3,855 

パラ
身
体

利用日数 ( 日 ) 19 22 28 25 25 25 18 5 0 5 13 7 192 

利用者数 ( 人 ) 97 112 157 117 117 186 141 5 0 5 14 20 971 

知
的

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

アーティスティック
スイミング

利用日数 ( 日 ) 29 24 29 23 29 22 18 25 27 23 8 15 272 

利用者数 ( 人 ) 633 331 449 386 489 447 440 468 452 345 24 187 4,651 

新体操
利用日数 ( 日 ) 25 24 21 26 17 20 29 26 25 22 23 22 280 

利用者数 ( 人 ) 348 332 314 241 193 394 393 328 536 390 268 284 4,021 

トランポリン
利用日数 ( 日 ) 26 25 25 27 27 28 25 22 23 22 27 28 305 

利用者数 ( 人 ) 175 175 144 238 127 168 146 193 221 142 160 182 2,071 

ボクシング
利用日数 ( 日 ) 5 4 8 4 7 6 6 8 5 9 6 5 73 

利用者数 ( 人 ) 8 5 8 24 49 32 54 42 8 10 8 15 263 

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 30 29 25 27 29 27 19 23 19 21 27 31 307 

利用者数 ( 人 ) 733 843 413 492 730 778 19 518 426 384 1,231 750 7,317 

体操競技
利用日数 ( 日 ) 22 29 26 31 27 25 27 24 31 29 27 31 329 

利用者数 ( 人 ) 53 322 144 653 950 647 519 217 1,152 621 794 606 6,678 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 25 30 30 29 19 28 30 21 28 26 27 25 318 

利用者数 ( 人 ) 641 1,009 1,292 986 462 1,120 1,084 432 662 866 1,089 698 10,341 

レスリング
利用日数 ( 日 ) 30 31 28 31 31 29 29 30 23 31 28 31 352 

利用者数 ( 人 ) 486 265 258 652 693 567 176 493 133 773 908 951 6,355 

ウエイト
リフティング

利用日数 ( 日 ) 26 27 28 28 27 26 27 29 25 25 26 28 322 

利用者数 ( 人 ) 342 206 318 323 451 313 274 346 328 322 209 280 3,712 

ハンドボール
利用日数 ( 日 ) 29 27 26 27 29 24 22 26 0 0 0 21 231 

利用者数 ( 人 ) 946 856 927 664 729 561 339 524 0 0 0 294 5,840 

柔道
利用日数 ( 日 ) 18 6 17 17 16 19 21 19 15 15 16 22 201 

利用者数 ( 人 ) 41 10 36 112 23 146 183 410 144 25 24 2,018 3,172 

バドミントン
利用日数 ( 日 ) 20 23 23 16 26 22 0 0 0 0 22 24 176 

利用者数 ( 人 ) 789 1,000 920 427 1,073 1,064 0 0 0 0 1,084 400 6,757 

競泳

オリ
利用日数 ( 日 ) 27 31 30 31 29 25 29 26 29 29 26 27 339 

利用者数 ( 人 ) 425 443 390 955 356 236 450 595 523 517 506 735 6,131 

パラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 25 28 28 27 24 132 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 146 229 149 194 201 919 

知
的

利用日数 ( 日 ) 9 7 0 6 0 10 2 0 6 4 0 3 47 

利用者数 ( 人 ) 66 123 0 48 0 20 42 0 87 124 0 36 546 

卓球

オリ
利用日数 ( 日 ) 29 29 30 31 29 30 31 28 28 27 27 31 350 

利用者数 ( 人 ) 614 855 912 767 879 693 860 528 378 707 930 424 8,547 

パラ

身
体

利用日数 ( 日 ) 4 4 15 3 3 18 10 11 6 4 2 5 85 

利用者数 ( 人 ) 6 5 33 5 8 48 45 28 10 54 50 15 307 

知
的

利用日数 ( 日 ) 4 3 0 0 3 0 3 3 0 3 0 0 19 

利用者数 ( 人 ) 45 24 0 0 42 0 14 48 0 34 0 0 207 

フェンシング
オリ

利用日数 ( 日 ) 22 26 26 25 25 23 26 25 23 21 26 22 290 

利用者数 ( 人 ) 351 726 1,037 505 562 1,048 1,066 976 961 838 546 450 9,066 

パラ
利用日数 ( 日 ) 12 21 27 16 24 17 16 22 17 23 25 25 245 

利用者数 ( 人 ) 65 76 143 80 138 74 41 114 75 103 140 154 1,203 

射撃
オリ

利用日数 ( 日 ) 29 27 28 30 29 28 30 30 28 31 27 31 348 

利用者数 ( 人 ) 726 366 283 357 392 544 392 433 353 409 386 631 5,272 

パラ
利用日数 ( 日 ) 0 6 7 0 6 3 8 4 0 8 10 0 52 

利用者数 ( 人 ) 0 64 32 0 44 10 16 24 0 26 37 0 253 

アーチェリー
オリ

利用日数 ( 日 ) 30 31 29 31 27 30 31 30 30 28 28 31 356 

利用者数 ( 人 ) 326 339 413 381 291 310 388 323 302 269 360 394 4,096 

パラ
利用日数 ( 日 ) 2 1 7 2 2 0 5 5 0 0 5 4 33 

利用者数 ( 人 ) 7 2 63 4 4 0 11 59 0 0 38 8 196 

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用日数 ( 日 ) 364 367 374 372 370 360 333 330 309 303 306 351 4,139 

陸上、テニス、JISS、ウエスト利用者数 ( 人 ) 6,417 6,788 6,611 6,297 7,618 7,698 4,342 5,374 6,228 4,954 6,580 7,365 76,272 

内 ) オリ利用人数 ( 人 ) 6,303 6,537 6,353 6,112 7,353 7,443 4,108 5,273 6,004 4,833 6,471 7,284 74,074 

内 ) パラ利用人数 ( 人 ) 114 251 258 185 265 255 234 101 224 121 109 81 2,198 

イースト利用日数 ( 日 ) 137 144 144 148 139 136 147 139 138 138 135 145 1,690 

イースト利用者数 ( 人 ) 2,631 3,023 3,306 3,102 2,716 2,983 3,325 3,274 2,918 3,230 3,187 3,048 36,743 

内 ) オリ利用人数 ( 人 ) 2,442 2,729 3,035 2,965 2,480 2,831 3,156 2,855 2,517 2,740 2,728 2,634 33,112 

内 ) パラ利用人数 ( 人 ) 189 294 271 137 236 152 169 419 401 490 459 414 3,631 

10 ハイパフォーマンススポーツセンター利用状況

1. 専用練習場
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計
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　区分　　　 　　　　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 22 17 11 10 12 15 0 0 0 0 0 1 88 

利用者数 ( 人 ) 660 510 330 300 350 450 0 0 0 0 0 30 2,630 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 0 10 7 9 0 6 6 0 0 0 0 3 41 

利用者数 ( 人 ) 0 275 205 260 0 150 430 0 0 0 0 70 1,390 

テコンドー
利用日数 ( 日 ) 6 12 5 0 15 7 4 0 0 4 9 0 62 

利用者数 ( 人 ) 132 354 235 0 144 49 48 0 0 100 165 0 1,227 

競泳
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 10 10 0 0 0 0 0 0 0 20 

スキー
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 13 

スケート
利用日数 ( 日 ) 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

利用者数 ( 人 ) 0 0 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 

ダンス
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 

パラテコンドー
利用日数 ( 日 ) 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

利用者数 ( 人 ) 24 46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 

視覚柔道
利用日数 ( 日 ) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

利用者数 ( 人 ) 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27

デフバレーボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 

バスケットボール
利用日数 ( 日 ) 0 2 3 3 5 4 0 0 0 6 8 0 31 

利用者数 ( 人 ) 0 60 105 110 190 77 0 0 0 180 240 0 962 

卓球
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 280 0 280 

フェンシング
利用日数 ( 日 ) 0 1 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 5 

利用者数 ( 人 ) 0 25 25 0 50 0 25 0 0 0 0 0 125 

バドミントン
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 6 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 9 9 0 0 0 18 

競泳
利用日数 ( 日 ) 2 0 0 0 0 0 0 4 0 0 2 1 9 

利用者数 ( 人 ) 94 0 0 0 0 0 0 268 0 0 50 58 470 

バレーボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 1 5 7 0 0 0 0 2 0 15 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 30 150 195 0 0 0 0 120 0 495 

近代五種
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 6 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 146 0 0 0 146 

ラグビーフットボール
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 18 0 0 20 0 0 0 0 38 

ダンス
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 3 5 17 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 100 106 60 190 456 

パラバドミントン
利用日数 ( 日 ) 5 5 3 15 9 20 15 15 11 17 7 20 142 

利用者数 ( 人 ) 45 83 55 201 86 254 188 162 110 232 78 204 1,698 

ボッチャ
利用日数 ( 日 ) 3 0 0 3 3 3 0 3 0 0 3 3 21 

利用者数 ( 人 ) 34 0 0 38 30 28 0 108 0 0 120 24 382 

ゴールボール男子
利用日数 ( 日 ) 18 5 14 11 6 8 7 3 18 18 16 13 137 

利用者数 ( 人 ) 188 44 154 112 73 100 68 35 184 223 174 126 1,481 

ゴールボール女子
利用日数 ( 日 ) 18 5 18 11 6 8 7 0 18 18 16 18 143 

利用者数 ( 人 ) 282 57 237 189 96 122 96 0 225 236 233 507 2,280 

パラ・パワーリフティング
利用日数 ( 日 ) 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

利用者数 ( 人 ) 0 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 

パラバレーボール
利用日数 ( 日 ) 4 7 6 0 4 4 2 0 2 5 3 4 41 

利用者数 ( 人 ) 70 134 107 0 60 76 39 0 40 103 68 99 796 

車いすバスケットボール男子
利用日数 ( 日 ) 0 5 5 5 0 5 4 0 5 4 0 0 33 

利用者数 ( 人 ) 0 120 130 125 0 130 76 0 120 92 0 0 793 

車いすバスケットボール女子
利用日数 ( 日 ) 11 11 1 4 0 5 0 2 8 4 0 5 51 

利用者数 ( 人 ) 243 248 22 63 0 132 0 25 144 108 0 128 1,113 

車いすラグビー
利用日数 ( 日 ) 6 6 3 0 5 5 0 5 5 0 5 5 45 

利用者数 ( 人 ) 179 183 69 0 159 163 0 156 157 0 172 178 1,416 

ろう空手道
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 

利用者数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 

小
計

ウエスト利用日数 ( 日 ) 31 42 25 20 29 28 10 0 0 4 9 8 206 

ウエスト利用者数 ( 人 ) 843 1,185 806 570 517 649 478 0 0 100 165 150 5,463 

イースト利用日数 ( 日 ) 67 47 58 53 46 69 36 36 79 78 68 76 713 

イースト利用者数 ( 人 ) 1,135 954 958 868 912 1,277 492 783 1,235 1,280 1,595 1,554 13,043 

　内 ) オリ利用人数 ( 人 ) 94 85 130 140 408 272 25 297 255 286 750 248 2,990 

　内 ) パラ利用人数 ( 人 ) 1,041 869 828 728 504 1,005 467 486 980 994 845 1,266 10,013 

内 ) デフ利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 

利用日数総計（日） 98 89 83 73 75 97 46 36 79 82 77 84 919 

利用者数総合計（人） 1,978 2,139 1,764 1,438 1,429 1,926 970 783 1,235 1,380 1,760 1,704 18,506 

2. 共用コート

味
の
素
N
T
C
・
ウ
エ
ス
ト

味
の
素
N
T
C
・
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ー
ス
ト

（a）競技別

　区分 　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
利用日数総計（日） 501 511 518 520 509 496 480 469 447 441 441 496 5,829 

利用者数合計（人） 9,048 9,811 9,917 9,399 10,334 10,681 7,667 8,648 9,146 8,184 9,767 10,413 113,015 

内 ) オリ利用者数 ( 人） 8,745 9,266 9,388 9,077 9,833 10,274 7,264 8,128 8,521 7,573 9,199 9,918 107,186 

内 ) パラ利用者数 ( 人） 303 545 529 322 501 407 403 520 625 611 568 495 5,829 

※陸上競技：陸上トレーニング場　テニス：屋内テニスコート（ハード及びレッドクレイコート）						    
※オリ・パラ各 NF から報告のあった日数のうち、多い方を集計。（ex.10 月にオリ利用 28 日、パラ利用 5 日の場合、その月の利用数は 28 日）
※ 2023 年度は以下の専用練習場は工事等のため利用中止となった。（利用中止期間 JISS：競泳プール 2024.2.2 〜 3.10、アーティスティックスイミングプール：2024.2.1
〜 3.21、味の素 NTC・ウエスト：柔道場 2023.12.4 ～ 2024.3.1、ハンドボール練習場 2023.11.30 ～ 2024.3.22、バドミントン練習場 2023.9.30 ～ 2024.2.5、
屋内テニスコート：ハードコート 2024.1.10 ～ 3.22、レッドクレイコート 2023.10.2 ～ 2024.1.11）
※専用練習場の利用実績にはテクニカルルームの利用を含む。

※ 2023.12.1 ～デフ競技団体の共用コート利用開始。					  
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　区分  　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

ハイパフォーマンス
・ジム

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 28 28 28 31 359 

利用人数 ( 人 ) 862 1,162 1,089 858 879 996 668 662 745 678 623 684 9,906 

　内 ) オリ利用人数 799 1,072 990 768 786 914 615 596 697 636 567 600 9,040 

　内 ) パラ利用人数 63 90 99 90 93 82 53 66 48 42 56 84 866 

うち、低酸素
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室

利用日数 ( 日 ) 22 26 27 27 25 25 22 7 18 19 16 26 260 

利用人数 ( 人 ) 47 91 113 103 79 122 81 13 48 62 30 48 837 

トレーニング
ジム

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 30 29 28 31 362 

利用人数 ( 人 ) 1,234 1,779 1,377 1,213 1,286 1,500 1,002 1,025 1,103 1,052 1,018 1,099 14,688 

　内 ) オリ利用人数 1,164 1,665 1,245 1,081 1,185 1,361 890 934 969 926 903 960 13,283 

　内 ) パラ利用人数 70 114 132 132 101 139 112 91 134 126 115 139 1,405 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 29 28 31 363 

利用人数 ( 人 ) 918 800 851 749 1,170 971 598 715 812 626 621 1,000 9,831 

　内 ) オリ利用人数 911 800 851 749 1,169 969 596 699 793 606 609 947 9,699 

　内 ) パラ利用人数 7 0 0 0 1 2 2 16 19 20 12 53 132 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 29 28 31 363 

利用人数 ( 人 ) 676 615 756 647 552 651 586 662 832 724 688 701 8,090 

内 ) オリ利用人数 397 356 415 406 306 332 318 371 460 354 378 268 4,361 

内 ) パラ利用人数 279 259 341 241 246 319 268 291 372 370 310 433 3,729 

利用人数小計 ( 人 ) 2,828 3,194 2,984 2,609 3,008 3,122 2,186 2,402 2,747 2,402 2,327 2,800 32,609 

利用人数総合計 ( 人 ) 3,690 4,356 4,073 3,467 3,887 4,118 2,854 3,064 3,492 3,080 2,950 3,484 42,515 

 

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

1A 利用日数 ( 日 ) 6 15 5 1 16 7 4 0 0 4 9 0 67 

1B 利用日数 ( 日 ) 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

2 大 利用日数 ( 日 ) 23 26 18 18 13 21 6 0 0 0 0 7 132 

2 小 利用日数 ( 日 ) 22 17 13 3 10 15 0 0 0 0 0 1 81 

A 利用日数 ( 日 ) 21 10 18 11 16 17 8 6 18 18 19 20 182 

B 利用日数 ( 日 ) 10 3 5 4 3 5 4 10 10 10 8 10 82 

C 利用日数 ( 日 ) 2 17 13 22 13 23 13 14 11 27 14 23 192 

D 利用日数 ( 日 ) 17 17 7 12 11 15 4 5 22 11 12 10 143 

小計 ウエスト利用日数 ( 日 ) 51 58 38 22 39 43 10 0 0 4 9 8 282 

小計 イースト利用日数 ( 日 ) 50 47 43 49 43 60 29 35 61 66 53 63 599 

利用日数総計（日） 101 105 81 71 82 103 39 35 61 70 62 71 881 

※味の素 NTC・ウエストは申請数。											         
※2023 年度は以下の共用コートは工事等のため利用中止となった。（利用中止期間　味の素 NTC・ウエスト：共用コート 1A 　2023.11.1 ～ 12.25、　共用コート 1B
　2023.4.1 ～ 6.16、2023.6.19 〜 2024.3.31、共用コート 2  2023.11.1 〜 2024.2.29）						    

※ 2023.7.1 ～ JISS 競泳プール（一般利用：水泳教室）利用開始。								      
※ 2023 年度は一般利用は工事等のため利用中止期間があった。（2024.1.31 ～ 3.31）						    

（1）味の素フィールド西が丘
5. その他屋外施設

（b）コート別

3. ハイパフォーマンス・ジム、低酸素トレーニング室、トレーニングジム CORE・WEST・EAST

4. JISS 競泳プール（一般利用：水泳教室）
　区分       　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 0 0 0 13 9 4 6 8 8 11 0 0 59 

一般利用者数（人） 0 0 0 535 350 250 470 490 445 485 0 0 3,025 

　区分　　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

専用利用
( １日 )

利用日数 ( 日 ) 7 8 6 6 5 6 3 8 5 5 4 6 69 

試合数 ( 試合 ) 9 11 7 9 6 8 4 12 8 8 5 8 95 

総入場者数 ( 人 ) 6,498 7,739 6,822 12,755 4,195 7,004 2,527 31,554 11,122 7,703 3,050 4,910 105,879 

有料入場者数 ( 人 ) 5,049 5,554 4,191 11,496 2,722 5,827 2,209 30,119 7,103 1,916 0 3,984 80,170 

専用利用
( 時間 )

利用日数 ( 日 ) 0 2 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 7 

利用時間 ( 時間 ) 0 5 0 12 0 0 0 0 0 0 2 2 21 

利用人数 ( 人 ) 0 70 0 150 0 0 0 0 0 0 60 43 323 

団体利用
( 時間 )

利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用時間 ( 時間 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数合計 ( 人 ) 6,498 7,809 6,822 12,905 4,195 7,004 2,527 31,554 11,122 7,703 3,110 4,953 106,202 

味
の
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N
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（2）フットサルコート
　区分　　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 ( 日 ) 22 24 23 20 25 21 27 24 22 20 19 22 269 

利用時間 ( 時間 ) 187 201 219 197 170 206 264 219 211 223 234 214 2,545 

利用人数 ( 人 )
ＮＦ 9 4 3 47 38 13 5 12 136 12 14 12 305 

一般 1,843 2,206 2,343 2,092 2,008 2,157 3,027 2,536 2,275 2,325 2,373 2,393 27,578 

利用人数合計 ( 人 ) 1,852 2,210 2,346 2,139 2,046 2,170 3,032 2,548 2,411 2,337 2,387 2,405 27,883 

※研究利用は除く。
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（1）JISS

（2）味の素 NTC・イースト

6. 戸田艇庫

7. 研修室・特別会議室等

　区分　　　　　 　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 ( 日 ) 0 1 3 2 1 0 6 4 6 1 1 6 31 

利用人数 ( 人 ) 0 2 6 2 1 0 9 9 7 1 1 6 44 

②ビジター利用

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均 ( 艇 )/
合計 ( 人 )

艇庫 ( 艇 )

エイト 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8.0 

フォア 43 43 43 43 43 43 43 44 44 44 44 44 43.4 

スカル 87 87 87 87 87 87 87 86 86 86 86 86 86.6 

その他 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6.0 

合計 ( 艇 ) 144 144 144 144 144 144 144 144 144 144 144 144 144.0 

合宿室 ( 人 )

一般 0 0 77 104 9 10 21 74 162 83 106 44 690 

大学生 0 0 105 109 146 1,069 566 23 25 49 271 713 3,076 

高校生 0 0 16 9 81 0 18 48 117 88 172 303 852 

合宿利用人数合計 ( 人 ) 0 0 198 222 236 1,079 605 145 304 220 549 1,060 4,618 

トレーニング
ルーム

利用日数 ( 日 ) 29 20 19 26 14 20 26 27 25 24 27 20 277 

利用人数 ( 人 ) 972 93 116 310 36 360 111 402 895 728 1,081 671 5,775 

　区分　　　　　　　　　　 　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室Ａ
利用日数 ( 日 ) 6 8 4 4 11 4 2 5 7 6 6 7 70 

利用人数 ( 人 ) 125 220 240 59 343 100 77 120 205 134 130 170 1,923 

研修室Ｂ
利用日数 ( 日 ) 5 1 4 2 6 4 5 3 5 2 4 6 47 

利用人数 ( 人 ) 124 9 258 41 262 100 129 80 120 45 110 205 1,483 

特別会議室
利用日数 ( 日 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用人数 ( 人 ) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

利用者数合計 ( 人 ) 249 229 498 100 605 200 206 200 325 179 240 375 3,406 

※研修室ＡＢ結合しての利用人数は、研修室Ａにカウント。								      
※本表の数字（データ）は、部外者による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。	

※本表の数字（データ）は、NF による有料利用カウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

会議室Ａ
利用日数 ( 日 ) 10 11 5 0 3 5 7 5 6 10 11 10 83 

利用人数 ( 人 ) 331 271 100 0 60 160 201 207 205 259 262 287 2,343 

会議室Ｂ
利用日数 ( 日 ) 11 7 3 0 3 5 5 2 12 5 9 7 69 

利用人数 ( 人 ) 316 220 70 0 42 145 171 70 400 165 240 265 2,104 

会議室Ｃ
利用日数 ( 日 ) 8 5 2 1 16 9 4 3 8 5 9 7 77 

利用人数 ( 人 ) 190 184 40 20 378 183 83 137 310 161 184 285 2,155 

ミーティングルーム１
利用日数 ( 日 ) 3 7 4 1 4 7 5 4 7 6 8 2 58 

利用人数 ( 人 ) 17 77 20 4 24 30 22 61 25 37 61 12 390 

ミーティングルーム２
利用日数 ( 日 ) 6 6 3 1 2 0 4 6 6 3 2 5 44 

利用人数 ( 人 ) 36 65 32 8 9 0 44 181 68 17 16 63 539 

ミーティングルーム３
利用日数 ( 日 ) 1 2 3 3 3 4 4 9 5 5 2 6 47 

利用人数 ( 人 ) 15 8 30 20 29 27 27 339 15 54 23 67 654 

ミーティングルーム４
利用日数 ( 日 ) 1 1 1 1 0 2 1 5 1 2 3 5 23 

利用人数 ( 人 ) 4 6 18 10 0 21 5 240 3 35 20 61 423 

ミーティングルーム５
利用日数 ( 日 ) 0 3 3 3 2 3 2 3 7 8 6 5 45 

利用人数 ( 人 ) 0 18 25 32 15 7 4 13 153 37 26 22 352 

ミーティングルーム６
利用日数 ( 日 ) 0 2 0 0 0 0 1 0 4 0 1 0 8 

利用人数 ( 人 ) 0 16 0 0 0 0 9 0 126 0 3 0 154 

ミーティングルーム７
利用日数 ( 日 ) 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 

利用人数 ( 人 ) 0 0 354 0 0 0 0 0 0 0 0 0 354 

ミーティングルーム８
利用日数 ( 日 ) 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

利用人数 ( 人 ) 0 0 93 0 0 0 0 0 0 0 0 0 93 

利用人数合計 ( 人 ) 909 865 782 94 557 573 566 1,248 1,305 765 835 1,062 9,561 

（3）屋外テニスコート
①年間利用

　区分     　　　　　　　　　　　　　　 　月　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数 ( 日 ) 26 29 27 29 29 28 28 28 25 25 20 28 322 

利用人数 ( 人 ) 3,521 3,511 3,391 3,542 3,409 3,391 3,649 3,562 3,344 3,147 2,353 3,230 40,050 

※ 2023.6.1 ～合宿室利用開始。
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8. 託児室

9. 宿泊室

（1）アスリートヴィレッジ

（2）アスリートヴィレッジ

（2）味の素 NTC・イースト

（3）味の素 NTC・イースト

　区分　　　　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 8 6 5 3 3 4 4 6 7 3 4 1 54 

利用人数（人）
保護者数 8 6 5 3 3 4 4 6 7 3 4 1 54 

託児数 8 7 5 3 3 4 4 6 12 3 4 1 60 

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用日数（日） 0 0 1 1 2 10 6 4 6 7 8 3 48 

利用人数（人）
保護者数 0 0 1 1 2 10 6 4 6 7 8 3 48 

託児数 0 0 1 1 2 10 6 5 7 7 8 3 50 

　区分　　　　　　　　　　　　　 　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 18 352 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 18 352 

客室利用数 ( 室 ) 895 983 1,066 966 779 600 511 821 805 646 589 303 8,964 

客室利用人数 (人) 895 983 1,066 966 779 600 511 821 805 646 593 303 8,968 

　内 ) オリ利用人数 ( 人) 704 682 912 813 651 461 330 701 715 506 414 148 7,037 

　内 ) パラ利用人数 ( 人) 76 83 6 15 22 39 30 27 29 63 70 70 530 

　内 ) デフ利用人数 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

内 ) その他研究等（人） 115 218 148 138 106 100 151 93 61 77 109 85 1,401 

客室稼働率 (％ ) 41.4% 44.0% 49.4% 43.3% 34.9% 27.8% 22.9% 38.0% 36.1% 28.9% 29.2% 23.4% 35.4%

宿泊人数稼働率 (％ ) 39.8% 42.3% 47.4% 41.5% 33.5% 26.7% 22.0% 36.5% 34.6% 27.8% 28.2% 22.4% 34.0%

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

客室利用数 ( 室 ) 3,684 4,434 3,568 3,658 3,807 3,842 1,867 2,748 3,569 2,878 3,179 3,786 41,020 

客室利用人数 (人) 4,708 5,515 5,225 5,302 5,278 5,984 2,954 4,306 5,070 4,375 5,122 5,347 59,186 

　内 ) オリ利用人数 (人) 4,550 5,372 5,149 5,296 5,174 5,934 2,862 4,284 4,940 4,275 5,009 5,106 57,951 

　内 ) パラ利用人数 (人) 158 143 76 6 104 50 92 22 130 100 113 209 1,203 

内 ) デフ利用人数 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 32 

内 ) その他研究等 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

客室稼働率 (％) 55.3% 64.4% 53.6% 53.2% 55.3% 57.7% 27.1% 41.3% 51.9% 41.8% 51.1% 55.0% 50.6%

宿泊人数稼働率 (％) 35.0% 39.7% 38.9% 38.2% 38.0% 44.5% 21.3% 32.0% 36.5% 31.5% 40.8% 38.5% 36.2%

　区分　　　　　　　　　　　　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用可能日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

利用日数 ( 日 ) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

客室利用数 ( 室 ) 1,272 1,235 807 997 1,050 1,024 683 589 983 998 843 994 11,475 

客室利用人数 ( 人 ) 1,301 1,235 951 1,153 1,223 1,276 794 656 1,216 1,248 1,027 1,249 13,329 

　内 ) オリ利用人数 (人) 767 480 289 475 706 385 358 126 315 330 294 219 4,744 

　内 ) パラ利用人数 (人) 534 755 662 678 517 891 436 530 901 918 733 1,016 8,571 

内 ) デフ利用人数 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 14 

内 ) その他研究等 (人) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

客室稼働率 (％ ) 51.7% 48.6% 32.8% 39.2% 41.3% 41.6% 26.9% 23.9% 38.7% 39.3% 36.7% 39.1% 38.3%

宿泊人数稼働率 (％ ) 30.3% 27.9% 22.2% 26.0% 27.6% 29.7% 17.9% 15.3% 27.4% 28.2% 25.6% 28.2% 25.5%

（1）JISS

※宿泊人数稼働率は、和室に最大３名宿泊できるものとして計算した。							     
※ 2023 年度は工事等のため JISS 宿泊室は利用中止期間があった。（2024.3.1 ～ 3.13）		

※本表の数字（データ）は、NF による有料利用アカウントであり、JSC の業務での利用は含まれていない。

　区分　　　　　　　　　　　 　　　 　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

研修室 1
利用日数 ( 日 ) 6 9 11 19 12 5 10 12 16 6 16 15 137 

利用人数 ( 人 ) 142 235 220 410 396 91 151 643 437 199 602 553 4,079 

研修室 2
利用日数 ( 日 ) 6 7 10 15 12 6 9 11 12 3 15 17 123 

利用人数 ( 人 ) 192 190 176 382 395 120 284 643 335 150 633 676 4,176 

研修室 3
利用日数 ( 日 ) 7 5 14 18 11 10 10 11 9 1 14 20 130 

利用人数 ( 人 ) 187 141 266 470 390 171 231 672 270 60 593 897 4,348 

研修室 4
利用日数 ( 日 ) 11 14 23 25 16 13 15 17 20 5 11 15 185 

利用人数 ( 人 ) 252 340 606 665 463 338 294 412 663 79 505 922 5,539 

利用人数合計 ( 人 ) 773 906 1,268 1,927 1,644 720 960 2,370 1,705 488 2,333 3,048 18,142 

（3）味の素 NTC・ウエスト

※ 2023.12.1 ～デフ競技団体の宿泊利用開始。
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10. 栄養指導食堂、レストラン　等
（1）JISS（栄養指導食堂レストラン「R3」）

（2）JISS（喫茶室「New Spirit」）

セットメニューには職員の利用も含む。

　区分　　　　　　　 　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 956 922 1,074 948 737 542 465 713 696 544 484 268 8,349 

昼食 ( 食 ) 2,023 2,106 1,996 1,785 1,656 1,469 1,428 1,624 1,811 1,470 1,319 609 19,296 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 1,441 1,622 1,418 1,248 1,018 930 895 1,027 1,255 878 713 361 12,806 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 582 484 578 537 638 539 533 597 556 592 606 248 6,490 

夕食 ( 食 ) 1,063 1,117 1,121 979 816 671 543 734 741 684 497 280 9,246 

内 ) アスリート食 ( 食 ) 984 1,071 1,035 898 725 590 425 639 672 576 431 251 8,297 

内 ) セットメニュー ( 食 ) 79 46 86 81 91 81 118 95 69 108 66 29 949 

合計 ( 食 ) 4,042 4,145 4,191 3,712 3,209 2,682 2,436 3,071 3,248 2,698 2,300 1,157 36,891 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　　月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

利用人数（人） 1,970 1,953 2,130 1,831 2,028 1,666 1,785 1,724 1,648 1,540 1,750 1,405 21,430 

11. イースト見学

12. スポーツクリニック

（3）アスリートヴィレッジ（SAKURA Dining）

（4）味の素 NTC・イースト

（1）メディカルチェック

（2）診療・リハビリテーション

　区分　　 　　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 4,750 5,070 4,771 4,877 4,933 5,721 2,796 4,062 4,991 3,944 4,961 5,011 55,887 

昼食 ( 食 ) 4,414 4,749 4,729 5,068 4,904 5,131 2,218 3,366 4,448 3,701 4,768 5,121 52,617 

夕食 ( 食 ) 4,727 5,196 4,931 5,038 4,966 5,541 2,744 4,231 4,757 4,099 5,085 5,121 56,436 

合計 ( 食 ) 13,891 15,015 14,431 14,983 14,803 16,393 7,758 11,659 14,196 11,744 14,814 15,253 164,940 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

朝食 ( 食 ) 925 1,216 869 1,105 1,115 1,224 786 629 1,212 1,132 1,055 1,189 12,457 

昼食 ( 食 ) 1,504 1,616 1,381 1,422 1,434 1,695 1,152 888 1,640 1,652 1,704 1,752 17,840 

夕食 ( 食 ) 1,149 1,430 1,090 1,191 1,226 1,319 939 688 1,270 1,366 1,266 1,279 14,213 

合計 ( 食 ) 3,578 4,262 3,340 3,718 3,775 4,238 2,877 2,205 4,122 4,150 4,025 4,220 44,510 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

開催回数 ( 回 ) 17 48 36 38 48 34 27 36 34 30 32 48 428 

参加者数 ( 人 ) 58 240 121 195 423 211 172 376 389 156 284 420 3,045 

　区分　　　 　　　　　　　　　　     月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

オリンピック競技
実施日数 ( 日 ) 20 19 21 17 7 3 7 11 6 8 6 10 135 

実施人数 ( 人 ) 302 332 375 260 52 12 70 87 35 58 35 109 1,727 

パラリンピック競技
実施日数 ( 日 ) 2 2 0 1 0 0 1 0 0 0 4 2 12 

実施人数 ( 人 ) 3 3 0 1 0 0 3 0 0 0 13 9 32 

内）夏季競技種目実施人数 ( 人 ) 291 320 364 246 17 1 16 56 34 58 48 103 1,554 

内）冬季競技種目実施人数 ( 人 ) 14 15 11 15 35 11 57 31 1 0 0 15 205 

実施人数合計 ( 人 ) 305 335 375 261 52 12 73 87 35 58 48 118 1,759 

　区分　　　 　　　　　　　　　　　  月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

診療日数 ( 日 ) 20 20 22 20 22 20 21 20 20 19 19 20 243 

内科 ( 件 ) 144 172 243 171 94 109 165 195 123 112 140 160 1,828 

心療内科 ( 件 ) 6 4 7 6 5 4 7 7 7 8 6 4 71 

整形外科 ( 件 ) 338 373 335 304 301 292 250 247 247 216 212 257 3,372 

歯科 ( 件 ) 88 70 86 87 79 56 50 43 47 65 54 60 785 

婦人科 ( 件 ) 71 67 69 69 45 52 57 43 46 59 58 47 683 

皮膚科 ( 件 ) 41 47 29 50 32 43 43 28 22 25 27 33 420 

脳神経外科 ( 件 ) 8 3 3 7 9 5 1 3 3 0 6 2 50 

小計 ( 件 ) 696 736 772 694 565 561 573 566 495 485 503 563 7,209 

内 ) オリ利用件数 648 688 714 650 528 516 516 497 448 435 453 504 6,597 

内 ) パラ利用件数 30 40 34 36 27 39 39 53 36 42 46 58 480 

内 ) その他利用件数 18 8 24 8 10 6 18 16 11 8 4 1 132 

栄養 ( 件 ) 2 0 2 7 2 4 4 7 4 5 2 4 43 

内 ) オリ利用件数 2 0 2 7 2 4 4 7 4 5 2 4 43 

内 ) パラ利用件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

心理カウンセリング ( 件 ) 36 41 37 35 27 31 24 33 21 14 20 14 333 

内 ) オリ利用人数 36 40 37 35 27 31 23 33 21 14 20 13 330 

内 ) パラ利用人数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 

内 ) その他利用件数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

リハビリ ( 件 ) 561 683 742 661 725 575 606 616 575 457 520 568 7,289 

内 ) オリ利用人数 486 599 652 551 646 469 526 510 485 371 456 473 6,224 

内 ) パラ利用人数 75 84 90 110 79 106 80 106 90 86 64 95 1,065 

クライオセラピー ( 件 ) 6 7 5 2 1 2 5 3 1 0 1 0 33 

内 ) オリ利用人数 6 7 5 2 1 2 5 3 1 0 1 0 33 

内 ) パラ利用人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 ( 件 ) 1,301 1,467 1,558 1,399 1,320 1,173 1,212 1,225 1,096 961 1,046 1,149 14,907 

※クリニックで 1 人が 1 日 2 科受診した場合は 2 件でカウントしている。 表中は全て、小数点以下第二位を四捨五入



1.  背景・目的
　HPSC は、スポーツ医・科学研究事業、スポー
ツ医・科学支援事業を始めとする各事業の成果を
広く国民に還元することによって、スポーツの振
興に寄与することを目的に、様々な機会において
研究・支援事業の成果を発信している。

2．実施概要
（1） ハイパフォーマンススポーツ・カンファレン
　ス 2023 特別セミナーの開催
　2023 年度は、個別のテーマによる特別セミナー
を 2 回開催した。

① 特別セミナー「パリ 2024 オリンピック・パ
　ラリンピックに向けた暑熱対策」～東京 2020
　大会から得られた知見を基に～

　NF の選手・コーチ・医科学スタッフを対象に、
東京 2020 大会で行った暑熱対策プロジェクト研究
及び支援から得られた知見を紹介し、パリ 2024 大
会に向けた暑熱対策についての情報を提供するも
のとして実施した。

②特別セミナー「パフォーマンス最適化のため
　のトレーニング負荷管理」
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11 その他事業

（1）　普及啓発活動

　海外の著名な研究者・実践者を招き、最新の知
見やアイディアの共有を目的に実施した。

（2） 学会大会等での広報活動
　HPSC の推進するハイパフォーマンススポーツ
研究と親和性の高い学会をターゲットとして、学
術連携及び HPSC の戦略的な広報を実施した。
　2023 年度は、「日本体育・スポーツ・健康学会 
第 73 回大会」及び「Japan Sports Week」等にて
JSC/HPSC が発行した書籍やガイドライン、パン
フレットを展示するブースを出展した。

「日本体育・スポーツ・健康学会 第 73 回大会」では、
「国立スポーツ科学センターの支援と研究」、「HPSC
が推進するアスリートのためのトータルコンディ
ショニング」とそれぞれ題したランチョンセミナ
ーを実施した。

（3） SNS を活用した情報発信
　ウェブサイト更新情報をはじめ、イベント開催
告知や HPSC 刊行物発行情報等の発信を HPSC の
X アカウントにて 113 回行った。

　　　　　　　　　　（文責　事務部事業推進課、　
　　　　　　　　　　　　　　連携・協働推進部　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　産学協働推進課）

写真 1　暑熱対策セミナーの様子

写真 4　Japan Sports Week 出展ブース

写真 2　Martin Buchheit 氏の講演

写真 3　日本体育・スポーツ・健康学会第 73 回大会の
　　　　様子（左）と展示ブースの様子（右）



1. JISS におけるパラリンピック支援の動向
　2023 年度の JISS におけるパラリンピック関連の
活動において、クラス分けに関する意見交換が活
発になされた。パラリンピック競技におけるクラ
ス分けは競技ごとに異なる上、障がいに関する医
科学の様々な知見が必要とされ、JISS の研究員、
専門職が取り組んできたパラリンピック支援に関
する知見を生かすことができると考えられる。ま
た、それらに関する研究やサポートを推進するた
めには、専門家との情報共有等が必須となる。こ
れらを踏まえ、クラス分けに関する 2023 年度の活
動を以下に報告する。

2. パラアルペンスキー国内クラス分け及び
　　事前勉強会の実施
　2023 年 10 月 12 日に、JPC クラス分け委員会委
員長の小林章郎先生（医療法人社団松下会白庭病
院）にお越しいただき、味の素 NTC・イースト 2
階会議室 A においてパラアルペンスキーの国内ク
ラス分け及び事前勉強会が開催された。
　事前勉強会には、NF 関係者や HPSC の様々な部
署において日常的にパラスポーツやパラアスリー
トに関わるスタッフが数多く参加し、小林先生か
らパラスポーツにおけるクラス分けの概要、1992
年以前に行われていた medical classification から現
在の evidence-based classification に至る変遷、課題
等についてレクチャーをいただいた。
　その後、行われた国内クラス分けは、対象者を
①過去に国内及び国際クラス分けを受けたことが
ない者（クラスステイタス：New）、②過去に国
内クラス分けを受け、「Review」の国内クラスス
テイタスを取得している者（クラスステイタス：
Review）、③国際クラス分け規定の変更により再度
クラス分けの実施が必要となった者に分けて実施
された。
　国内クラス分けには、JISS アスリートリハビリ
テーショングループより 2 名が補助・記録員とし
て参加した。両名ともパラアルペンのクラス分け
に同席するのは初めてであったが、実際にクラス
分けの現場を確認し、NF 関係者とディスカッショ
ンの機会を設けるなど、各 NF が置かれている状
況を認識する貴重な機会となった。

3. ハイパフォーマンススポーツ・カンファレン
　　ス「パラアスリートを対象とした支援と研
　　究 - パラリンピック競技におけるクラス分
　　けテストの現状と課題 -」　
　ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス
2023 のセッション②（20ページ参照）では、『パラ
アスリートを対象とした支援と研究　パラリンピ
ック競技におけるクラス分けテストの現状と課題』
が取り上げられた。
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（2）　パラリンピック競技関連の活動

　セッションでは、まずパネリストの紹介がなさ
れた後、セッションの概要説明が行われた。
　続いて指宿立先生（医療法人社団唱和会明野中
央病院：世界パラ陸上競技連盟（WPA）国際クラ
シファイア）から肢体不自由、清水朋美先生（国
立障害者リハビリテーションセンター：国際パラ
リンピック委員会（IPC）/ 国際視覚障がい者スポー
ツ連盟（IBSA）公認視覚障がい国際クラシファイ
ア）からは視覚障がい、宮崎伸一先生（中央大学：
国際知的障がい者スポーツ連盟（Virtus）国際資格
審査パネル）からは知的障がいを対象として、ク
ラス分けにおける国内外の動向・課題についての
解説が行われた。
　各専門家による解説の後、小林章郎先生から各
内容についての補足説明が行われた。
　セッションでは外部専門家の登壇に続き、JISS
における業務とクラス分けとの関わりについて、
事業紹介の場が設けられた。JISS において個別サ
ポートや研究に携わっている 3 名のスタッフから、
現在担当している業務とクラス分けとの関わりに
ついてコメントした後、JISS 内で実施されている

「研究に基づいたクラス分けテストに関連した取
組」の紹介を行った。
　全体での質疑応答では、JPC スタッフや NF 関
係者から活発な意見が出され、セッション終了後
もフロアでの意見交換が続いた。本セッションの
開催により、パラリンピック競技以外の関係者に
もクラス分けの概要について理解していただく機
会となった。

4. まとめ
　2023 年度に実施した、クラス分けに関する取組
を通じて、2024 年 4 月に HPSC 内に開所が予定さ
れている JPC クラス分け情報・研究拠点の準備に
向けた意識を高めることができた。
　今後各 NF がクラス分け体制を更に充実させて
いく上で、JISS と JPC、各 NF との連携を強化す
る取組を継続したい。

（文責　元永　恵子、笹代　純平）

写真　セッションの様子
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１．概要
　1964 年に開催された東京オリンピックの輝かし
い成果と感動を記念し、国民がスポーツに親しみ
健康な心身を培う日として制定された「スポーツ
の日」に、日常生活の中で主体的に運動・スポー
ツに親しむことの重要性を広く啓発することを目
的として、中央記念行事を毎年開催している。
　2023 年度の行事では、スポーツ政策の推進に関
する円卓会議の「今後の大規模競技大会の運営」
に関する提言も踏まえ、これまで開催してきた事
業全般を見直し、従来のスポーツ行事から次の 4
点を変革した。
①参加者のアウトカムを重視し、行事の効果検証
　を実施した。
②各主催団体はそれぞれの専門性を活かした独自
 　のプログラムを企画・運営し、プログラムの品
　質管理に努めた。
③全国からも参加できるよう、JAPAN SPORT
 　NETWORK（JSN）加入の地方公共団体とオン
　ラインで連携した。
④行事を安全・安心かつ円滑に実施するために必
　要な業務は専門企業へ委託した。

２．実施内容
開催日：2023 年 10 月 9 日（月）
　　　　特設サイト開設期間：
　　　　2023 年 10 月 1 日（日）～
　　　　2023 年 10 月 31日（火）
主　催：スポーツ庁、JSC、JSPO、JOC、公益財
　　　　団法人日本レクリエーション協会、JPSA　
　プログラムは、4 競技（射撃・水泳・フェンシ
ング・卓球）の競技体験等のほか、子どもが発達
段階に応じた動きを習得する「アクティブ・チャ
イルド・プログラム」、様々なレクリエーション競
技が体験できる「レッツ・チャレンジ！おもしろ
スポーツ」、安全な登山のための知識を得る「安全
登山体験」、スポーツ栄養を学ぶ「勝ち飯教室」を
実施した。また、JSN に参加する秋田県にかほ市、
広島県尾道市、福岡県福岡市が「スポーツ庁長官
によるセルフチェックと改善エクササイズ」にお
いてオンラインで連携し、当該 3 市の住民も参加
した。午前・午後の部で合計14プログラムを実施し、
小・中学生の親子 266 組 532 名が参加した。
　特設サイトでは、来場できない人のために、
YouTube でライブ・アーカイブ配信を行ったほか、
JSC が持つ様々なコンテンツを掲載した。公開期
間中のアクセスは、「3,686PV（表示数）/2,224UU（サ
イトを訪問したユーザー数）」であった。
　また、中央記念行事の意義やスポーツの重要性
などのメッセージを発信するための広報活動を展
開した。インフルエンサーの活用を初めて試みた
ほか、参加募集開始から行事終了まで SNS での発

（3）　「スポーツの日」中央記念行事 / スポーツ祭り 2023

信を続けたことにより、Facebook（7 件）でのリ
ーチ数は約 10,000 回、X（20 件）での表示回数は
約 75,000 回となった。

３．効果検証
　本行事では、参加者のアウトカム（行事参加に
よる意識・行動変容）を重視した行事へと変革した。
　アウトカム評価を行うため、行事のロジックモ
デルを設定し、短期的アウトカムを「行事直後の
参加者のスポーツへの意識・意欲の向上」、中長期
的アウトカムを「行事 3 カ月後の参加者のスポー
ツへの意識・意欲の向上・維持」及び「参加者の
スポーツ参加行動の生起・継続」と設定した。
　参加した小・中学生及びその保護者を対象とし
たアンケート調査（参加申込時、行事参加直後、3
か月後）により、スポーツに関する行動変容ステ
ージ（無関心期、関心期、準備期、実行期、維持期）
やスポーツへの意欲・意識、スポーツ参加行動の
変化を評価した。また参加申込時の行動変容ステ
ージと参加プログラムの組合せによるクラスター
分析を行い、6 つのグループに分類し、それらの組
合せと効果の関係性を分析した。
　その結果、参加者の性別・年齢（学年）を問わず、
本行事直後のスポーツへの意識・意欲は高く、そ
れは 3 カ月後も維持されていた。一方、行事前及
び 3 カ月後のスポーツの行動変容ステージの分布
に顕著な効果はみられなかったが、25％の参加者
は行動変容ステージが前進した（不変：50％、後退：
25％）。さらに、申込時の行動変容ステージと参加
プラグラムの組合せによって 3 カ月後の行動変容
ステージの変化量に明らかな相違が観察され、そ
れらの組合せによって行動変容ステージへの効果
度が異なる可能性が示された。
　これらの検証結果を 2024 年度以降の本行事の実
施内容や運営の改善に活かすとともに、本行事の
趣旨の実現に努めていきたい。

（文責　総合企画部連携企画課）

写真　オンライン合同プログラム
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19） 独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター ( 編 ). アスリートのためのトータ

ルコンディショニングガイドライン : ハイパフォーマンス発揮のためのセルフコンディショニング , 独立行政法
人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター , 2023.

20） 永尾 雄一 . コラム 映像技術を用いた動機づけサポート . 日本スポーツ心理学会（編）, スポーツ心理学の挑戦 
ーその広がりと深まり , 大修館書店 , 193, 2023.

21） 中村 真理子 . 暑熱対策について . 柴田 麗（著）, ジュニアのためのスポーツ栄養 : 学んで、食べて、強くなろう
!, 株式会社 Gakken, 35, 2024.

22） 中村 真理子. chapter 3 女子アスリートの身体を正しく知る②ー運動生理学ー . 伊藤 華英 , 最上 紘太 , 能瀬 さや
か（全監）, 一般社団法人スポーツを止めるな（編）, 1252 公認 女子アスリートコンディショニングエキスパー
ト検定テキストブック , 東洋館出版社 , 102-123, 2024.

23）橋本 立子 . バレエ、ダンス：けがから守る , けがなく楽しむ . 鳥居 俊（編）, スポーツするこどもの身体を守る
テキスト : 健全な成長と安全なスポーツ活動のために , 有限会社ナップ , 121-125, 2023.

24）半谷 美夏 . 4. 腰部 1 椎間板ヘルニア . 河野 一郎 , 片寄 正樹（監）. 片寄 正樹 , 砂川 憲彦 , 赤間 高雄 , 金岡 恒
治（編）, アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論 , （株）文光堂 , 76-77, 2024.

25）半谷 美夏 . chapter 2 女子アスリートの身体を正しく知る① －医学－ 14 疲労骨折 . 伊藤 華英 , 最上 紘太 , 能
瀬 さやか（全監）, 一般社団法人スポーツを止めるな（編）, 1252 公認 女子アスリートコンディショニングエ
キスパート検定テキストブック , 東洋館出版社 , 93-95, 2024.

26） 堀田 泰史 . Ⅱ章競技動作にかかわる外傷・障害と理学療法 . （担当範囲：サッカー）陶山 哲夫（監）, 赤坂 清和（編）
, スポーツ理学療法学改訂第 3 版 , メジカルビュー社 , 233-237, 2023.

27） 元永 恵子 . 第 17 章 特別な対応ーパラリンピックスポーツ選手 . ルイーズ バーク , ヴィッキー ディーキン（編）
. 独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター国立スポーツ科学センター（監）
. 亀井 明子 , 高橋 英幸（監訳）, スポーツ栄養学 : スポーツ現場を支える科学的データ・理論 , 大修館書店 , 
452-465, 2023.

28） 門馬 怜子 . 第 9 章 女性アスリートへのコーチング . 尾縣 貢 , 広瀬 健一（編）, コーチング概論 , 株式会社みら
い , 118-129, 2024.

29） 山﨑 和也 . 7. ICT および各種テクノロジーを活用したコンディショニング事例 . 片寄 正樹（監）, 広瀬 統一（編）
, 公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト　第 3 巻コンディショニング , 公益財団法人日本スポーツ協
会 , 213-214, 2023.

30） ルイーズ バーク , ヴィッキー ディーキン（編）. 独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンスス
ポーツセンター国立スポーツ科学センター（監）. 亀井 明子 , 高橋 英幸（監訳）. スポーツ栄養学 : スポーツ現
場を支える科学的データ・理論 , 大修館書店 , 2023.
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4.	 報告書
　1） 今若 太郎 . 科学部門 事業報告 フィットネス測定 . 令和 4 年度スピードスケート科学・情報事業報告書 , 4: 16-17,  　　　　

2023.
2） 木村 裕也 . 科学・情報部門 共通：成果発表 . 令和 4 年度スピードスケート科学・情報事業報告書 , 4: 39, 2023.
3） 木村 裕也 . ナショナルチームにおけるトレーニングの実際およびトレーニングアナライザーについて . 令和 4 年ス
　 ピードスケート科学・情報事業報告書 , 4: 54-55, 2023.

5.	 講演・特別講演・シンポジウム等
1） Kinugasa Taisuke. Commonalities in pathways that strengthen athlete development. NYSI Singapore Youth 
　　Sport Pathways Conference 2024, 2024. 3.
　2） Kubota Jun. Programs at the JSC sport integrity unit: to ensure safe and enjoyable sport environment. 14th

　　 ICCE Global Coach Conference, 2023. 12.
  3） Kubota Jun. Toward improving high performance sport coaching in Japan. 14th ICCE Global Coach  

Conference, 2023. 12.
  4） Kukidome Takeshi. From high performance to life performance − Toward and beyond Tokyo 2020+1 − . 

Australia Sports Tech Conference 2023, 2023. 8.
  5） Tachiya Yasuhisa. Introduction of motor learning and its application to performance enhancement. The 2023  

Asian-South Pacific Association of Sport Psychology (ASPASP) mentor-mentee program in Vietnam, 2023. 
12.

　6） Tachiya Yasuhisa. Countermeasures against the host country pressure for the Tokyo 2020 games and the 
psychological support for japanese elite athletes at Japan Institute of Sports Sciences. The 2023 Asian-South

  　 Pacific Association of Sport Psychology (ASPASP) mentor-mentee program in Vietnam, 2023. 6.
  7） Yamada Etsuko. Bridging the divide in sport and sustainable development. The Promotion of Green Sports 

Events, 2023 Sport Event Taiwan Workshop, 2023. 4.
 8） Yamada Etsuko, Huang Yu, Chou Y.H. Alex, Hsu Julia. Panel discussion: The Promotion of Green Sports 

Events, 2023 Sport Event Taiwan Workshop, 2023. 4.
 9） Yamada Etsuko, Squicciarini Mariagrazia, Bull Fiona. Panel discussion: From pitch to policy and back, The 

2023 Laureus Sport for Good Global Summit, 2023. 6.
 10） Yamada Etsuko, Khatib Haneen, Sanders Ben, Given-Sjölander David. Panel discussion: How can sport better 

serve society in times of crisis? Move Congress 2023, 2023. 11.
 11） Yamada Etsuko. Sport for Development and Peace – how Japan uses sport for development and Peace. 

Session 7, Future of Sport, The executive master in global sport governance, mesgo, 2024. 1.
 12） Yamada Etsuko. Bridging the divide in sport and sustainable development. Presentation at the Malmö 

University, 2024. 2.

 1）相原 伸平 . ハイパフォーマンススポーツを支えるテクノロジーの現在と未来 . 令和 5 年度第 1 回人工知能リサーチ
センター講演会 , 2023. 6.

  2）相原 伸平 , 桝井 文人 , 伊藤 毅志 , 山本 雅人 , 小笠原 歩 . カーリングの競技支援を目的とした工学的アプローチに
よる実証型研究 . ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.

  3） 石毛 勇介 , 指宿 立 , 清水 朋美 , 宮崎 伸一 , 笹代 純平 , 元永 恵子 , 坂光 徹彦 , 稲葉 優希 , 中島 大貴 , 小林 章郎 . 
パラアスリートを対象とした支援と研究 パラリンピック競技におけるクラス分けテストの現状と課題 . ハイパフ
ォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.

  4） 岡元 翔吾. トレーニング現場において科学的知見をどのように活用するか. 第18回JATIトレーニング指導者研修・
交流会 , 2023. 12.

 5）尾崎 宏樹 . JISS における分野横断型のアスリート支援 . 第 6 回身体科学研究会 , 2024. 2.
  6）尾崎 宏樹 . 情報・医・科学専門部会 ―杭州アジア 2022 の考察から見るパリ 2024・ミラノコルティナ 2026 へ向け

た取り組み―. 令和 5 年度 JOC コーチ会議及び情報・医・科学合同ミーティング , 2023. 12.
 7） 金岡 恒治 , 半谷 美夏 . データから仙腸関節痛を科学する アスリートの仙腸関節痛と MRI 所見 . 第 38 回日本整形

外科学会基礎学術集会 , 2023. 10.
 8）上東 悦子 . アンチ・ドーピングについて . J リーグチームドクター会 , 2024. 1.

   9）上東 悦子 . うっかりドーピングはあり得ない !?  ―ドーピング違反にならないための基礎知識―. 東洋大学 アンチ・
ドーピング教育セミナー , 2024. 1.

 10）上東 悦子 . スポーツ現場における薬剤師とスポーツ栄養士との連携 . 日本スポーツ栄養学会第 9 回大会 , 2023. 9.
  11） 上東 悦子 , 蒲原 一之 , 鈴木 章 , 浅川 伸 . サポートスタッフが気をつけるべきアンチ・ドーピング規則違反 . ハイ

パフォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.
 12） 衣笠 泰介 , 加茂谷 賢一郎 , 猿舘 祐子 , 平野 英功 , 橘 香織 . アスリート育成パスウェイの構築に向けて . ハイパフ
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ォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.
13） 木村 裕也 . 理学療法士の多様性について：研究者の立場から . 第 30 回群馬県理学療法士学会 , 2023. 10.
14） 久木留 毅 . 大規模国際競技大会の招致と開催を考える ―スポーツにおける国際情報の収集と活 ―. 日本スポーツ

法学会第 31 回大会 , 2023. 12.
15） 久木留 毅 . VUCA 時代のアスリートサポートを問う ―アスリートサポート機関の立場から―. 第 12 回日本アス

レティックトレーニング学会学術大会 , 2023. 7.
16） 久木留 毅 , 中嶋 耕平 , 清水 和弘 , 髙澤 祐治 , 菅野 淳 . HPSC が考える「トータルコンディショニング」とは . ハ

イパフォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.
17） 久木留 毅 , 高澤 祐治 , 古賀 千尋 . 国際競技力向上を支える 最新コンディショニング・トレーニング 最新の「ト

ータルコンディショニング」という考え方 . Japan Sports Week 2023, 2023. 6.
18） 窪 康之 , 中村 真理子 , 飯塚 太郎 . JISS スポーツ医・科学支援事業の新しい取り組み「総合型サポート」. ハイパ

フォーマンススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.
19） 紺野 愼一 , 金岡 恒治 , 中島 宏彰 , 加藤 欽志 , 黒澤 大輔 , 岩﨑 博 , 成田 崇矢 , 能瀬 さやか . ヨガ、ピラティス指

導者における妊娠期、産褥期の腹筋エクササイズについて . 日本スポーツ整形外科学会 2023, 2023. 7.
20） 笹代 純平 . パラスポーツ分野の研究推進を考える（研究の立場から）. 第 3 回日本パラスポーツトレーナー学会

学術大会 , 2023. 11.
21） 清水 和弘 . HPSC でハイパフォーマンススポーツ研究に携わるということ . ARIHHP Human High Performance 

Forum 2024, 2024. 2.
22） 清水 和弘 . 人財育成：若手研究者のハイパフォーマンス・コア・ サイエンティストに向けて ―国内の事例から

― ハイパフォーマンススポーツセンターの研究者とは？ . ハイパフォーマンス・アスリート極限支援研究拠点主
催シンポジウム , 2023. 5.

23） 清水 怜有 , 庄子 理絵 , 深見 和矢 . パラアスリートにおける高濃度人工炭酸泉の活用 . 第 26 回人工炭酸泉研究会 , 
2023. 12.

24） 髙橋 由衣 , 立谷 泰久 . JISS 心理グループの過去 20 年間における個別心理サポートの実態調査および事例の検討 . 
2023 年度スポーツメンタルトレーニング（SMT）指導士関東地区研修会 , 2023. 8.

25） 立谷 泰久 . JISS・心理 G の活動と海外情報について . 大学生アスリートに求められる心理サポート体制に関する
検討会（主催：日本体育大学アスレティックデパートメント）, 2024. 3.

26） 立谷 泰久 , 髙橋 由衣 , 岩﨑 晋 . アスリート・ウェルビーイングの向上に向けた心理サポート . ハイパフォーマン
ススポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.

27） 辰村 正紀 , 半谷 美夏 , 金岡 恒治 , 塚越 祐太 , 清水 顕 , 元島 清香 . スポーツ関連の腰痛 種目特性とピットフォー
ル 水泳選手の腰部障害 種目特性とピットフォール . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.

28） 玉井 伸典 , 清水 和弘 , 曽根 良太 , 星 大輔 , 北原 亜加利 , 菅澤 威仁 , 竹越 一博 , 渡部 厚一 . 唾液中ヒトヘルペス
ウイルス 6・7 型によるアスリートの身体疲労評価の試み . 第 19 回日本疲労学会総会・学術集会 , 2023. 6.

29） 中村 真理子 . 月経周期を考慮したコンディショニング . 水と健康医学会 , 2023. 6.
30） 中村 有紀 . 女性アスリートのパスウェイとは（シンポジウム横断的 5 女性アスリートのパスウェイを支える連携

と進化）. 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
31） 西田 雄亮 , 西野 衆文 , 田中 健太 , 山崎 正志 . シンポジウム「診断・治療・スポーツ復帰にエコーを活用する」

膝蓋腱症の画像所見の経時的変化と予後予測 . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
32） 能瀬 さやか . コンディショニングのための月経対策 . 日本女子体育大学付属基礎体力研究所第 34 回公開研究フォ

ーラム , 2023. 12.
33） 能瀬 さやか . 女性アスリートの疾病予防 ―疲労骨折の予防を中心に―. 第 55 回慶應スポーツ医・科学研究会 , 

2023. 12.
34） 能瀬 さやか . 女性アスリートが抱える婦人科の問題とその対策 . 日本臨床内分泌学会臨床内分泌代謝 update, 

2023. 11.
35） 能瀬 さやか . 女性アスリートの役割と重要性 . 日本臨床運動療法学会学術集会 , 2023. 11.
36） 能瀬 さやか . 医療スタッフのためのウィメンズヘルス講座 女性アスリートのためのヘルスケア . 日本女性医学学

会 , 2023. 10.
37） 能瀬 さやか . 女性アスリートの健康と育成・支援策 女性アスリートの健康問題 . SPORTEC2023, 2023. 8.
38） 能瀬 さやか . 女性アスリートの健康を考える . 第 15 回ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ賞記念

シンポジウム , 2023. 6.
39） 能瀬 さやか . 女性の運動・スポーツとアンチエイジング . 日本抗加齢医学会総会 , 2023. 6.
40） 能瀬 さやか . 元トップアスリートが教える月経との付き合い方 . 日本抗加齢医学会総会 , 2023. 6.
41） 能瀬 さやか . リラキシン値に注目した女性アスリートのコンディショニング～産婦人科医の立場から～ . 日本水

泳ドクター会議第 25 回水と健康医科学研究会シンポジウム , 2023. 6.
42） 能瀬 さやか . 女性アスリートの可能性と社会イノベーション「女性アスリートのコンディショニング」. 大阪成

蹊大学スポーツイノベーション研究所主催シンポジウム , 2023. 4.
43） 能瀬 さやか , 白井 克佳 , 中村 有紀 , 伊坂 忠夫 , 江玉 睦明 , 友利 杏奈 . 女性アスリートのパスウェイを支える連
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携と進化 . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
44） 橋本 立子 . スポーツドクターの立場から . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
45） 橋本 立子 . ハイパフォーマンススポーツセンターにおける女性アスリートに対する医科学的支援 . 第 7 回日本リ

ハビリテーション医学会秋季学術集会 , 2023. 11.
46） 半谷　美夏 . トップアスリートにおける運動器の外傷・障害 . 第 70 回宮崎県スポーツ学会 , 2024. 3.
47） 半谷 美夏 . 時系列で振り返るコロナとスポーツ ―年表からみえた「その時」― スポーツ年表全体からみえてき

たこと 水泳競技の対応も踏まえて . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
48） 半谷 美夏 . スポーツ関連の腰痛 種目特性とピットフォール 体操競技・新体操選手の腰痛 . 第 34 回日本臨床ス

ポーツ医学会学術集会 , 2023. 11.
49） 半谷 美夏 . オリンピック選手の外傷・障害 ―競技種目や性差を踏まえて―. 日本スポーツ整形外科学会 2023, 

2023. 6.
50） 半谷 美夏 . 女性アスリートに多い障害とその予防：整形外科医の立場から . 第 25 回水と健康医学研究会 , 2023. 

6.
51） 星川 雅子 . アスリートのリカバリー ―睡眠の視点から―. 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術大会 , 2023. 11.
52） 星川 雅子 . 地域におけるスポーツ医・科学活用の展望 . 彩の国スポーツ医・科学推進会議 , 2023. 8.
53） 松田 知華 . 運動生理学からみた女性アスリート研究最前線：月経周期が運動時の糖・脂質代謝に与える影響 . 

2023 年度女性スポーツ医学研究会学術集会 , 2024. 3.
54） 松田 知華 . HPSC 研究アワード受賞講演：月経周期に伴う運動時の糖・脂質代謝について . ハイパフォーマンス

スポーツ・カンファレンス 2023, 2023. 12.
55） 元永 恵子 . パラアスリートの栄養サポートにおける課題 . 第 70 回日本栄養改善学会学術総会 , 2023. 9.
56） 元永 恵子 . パラアスリートの栄養サポートのエビデンス構築 . 日本スポーツ栄養学会第 9 回大会 , 2023. 9.
57） 元永 恵子 . 核磁気共鳴分光法を用いた筋グリコーゲン濃度の測定 . 第 77 回日本栄養・食糧学会大会 スポーツ栄

養学研究会 , 2023. 5.
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50） 立谷 泰久 . 公認スポーツプログラマー「Ⅴスポーツ相談の実際」. 公認スポーツプログラマー養成講習会 , 2024.1.
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Ⅱ , 2024.1.
52） 田村 尚之 . バックスクワット ―基礎を振り返る― ( 実技 ). 日本トレーニング指導者協会 , 2024.3.
53） 田村 尚之 . フィジカルトレーニング講習会 . 下関市立文洋中学校 , 2024.3.
54） 田村 尚之 . トップアスリートを支える仕事 . 首都医工　新宿校　スペシャルゼミ , 2023.12.
55） 田村 尚之 . オリンピック代表トレーニングコーチが教える 「動きの改善」 ―トレーニングエクササイズから見た

動作の強化―. 令和５年度アスリートサポート講習会「フィジカルトレーニング講習会」, 2023.11.
56） 田村 尚之 . トレーニング法Ⅰ AS・トレーニング法Ⅱ AS. 2023 年度公認水泳コーチ 3 養成専門科目講習会 , 

2023.11.
57） 田村 尚之 . レジスタンストレーニング . 令和５年度とちぎスポーツ医科学センター（TIS） トレーニング指導講習

会 , 2023.7.
58） 渡口 槙子 . 食とプロフェッショナルを目指す ―スポーツ栄養士のキャリア探究―. 日本スポーツ栄養学会第 9 回

大会 , 2023.9.
59） 永尾 雄一 . 心理サポートへの映像技術活用 ― “柔軟な発想”と“スモールスタート”―. 日本スポーツ心理学会 

一般向公開講座・中高生、市民のためのスポーツ心理学入門講座 , 2023.12.
60） 永尾 雄一 . スポーツ分野で働くキャリアを知る . 松本大学 人間健康学部スポーツ健康学科 基礎ゼミナールⅡ・

スポーツ科学入門Ⅱ , 2023.12.
61） 永尾 雄一 . スポーツ情報戦略 情報戦略活動の環境づくり ―継続性のある組織化に向けて―. 令和 5 年度 JOC ナ

ショナルコーチアカデミー , 2023.10.
62） 永尾 雄一 . スポーツ心理学 特別講義 . 順天堂大学大学院 スポーツ心理学特別講義 , 2023.6.
63） 永尾 雄一 , 田中 仁 . ハイパフォーマンススポーツへの映像・情報サポート最前線 . 鹿屋体育大学 R5 年度スポー

ツ情報セミナー , 2023.7.
64） 中村 真理子 . 月経周期とコンディショニング . 女性アスリート診療のための講習会 , 2024.2.
65） 中村 真理子 . スポーツと女性アスリートの健康 （コンディショニング）. 第 1 回臨床スポーツ薬理学研究会 , 

2023.12.
66） 中村 真理子 . JISS 暑熱対策研究プロジェクトの取り組み . ハイパフォーマンススポーツ・カンファレンス＜ JISS

特別セミナー＞「パリ 2024 オリンピック・パラリンピックに向けた暑熱対策」 ～東京 2020 大会から得られた知
見を基に～ , 2023.6.

67） 中村 真理子 . スポーツ活動時における暑さ対策 . 朝日新聞スポーツシンポジウム , 2023.5.
68） 西田 雄亮 . バレーボール選手の膝蓋腱症 . 第 14 回バレーボール・スポーツ障害セミナー , 2024.1.
69） 西田 雄亮 . 膝蓋腱症の予防と早期発見・治療に向けた活動 . 第 16 回関西アスレティックトレーナーフォーラム , 

2023.11.
70） 能瀬 さやか . 女性アスリートの健康問題 ―女性アスリートの健康ケアの基本的知識―. UNIVAS 安全安心セミナ

ー , 2024.3.
71） 能瀬 さやか . 女性アスリートのヘルスケア . 日本女性医学研修会 , 2024.3.
72） 能瀬 さやか . 私がスポーツ医学を志すまで . YFMS チャレンジ事業 , 2024.3.
73） 能瀬 さやか . 女性アスリートに多い障害への予防と治療 ―産婦人科医の立場から―. 第 7 回若松整形外科スポー

ツ関節鏡研究会 , 2024.2.
74） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニングを考える . 第 14 回島根県アスレティックトレーナー協議会後

期研修会 , 2024.2.
75） 能瀬 さやか . 女性アスリートのための講習会（産婦人科医向け）. 女性アスリート健康支援委員会 , 2024.2.
76） 能瀬 さやか . 女性アスリートの無月経と骨粗鬆症の関連 . 第 26 回多摩骨代謝研究会 , 2024.2.
77） 能瀬 さやか . 女性スポーツ医学（産後・高齢期）. 日本スポーツ協会令和 5 年度第 2 回女性スポーツサポート研

修会 , 2024.1.
78） 能瀬 さやか . 女性における運動の在り方と医師の関わり . 日本医師会認定健康スポーツ医制度再研修会 , 2024.1.
79） 能瀬 さやか . アンチ・ドーピングの基礎知識とコンディショニングのための月経対策 . 日本女子プロゴルフ協会

新人セミナー , 2023.12.
80） 能瀬 さやか . 女性アスリート支援の key note lecture. 順天堂大学産婦人科同窓会・教室合同研究会 , 2023.12.
81） 能瀬 さやか . 女性の健康課題に対する解決法とスポーツによる疾病予防 . パブリックヘルスリサーチセンター職

域における女性の健康セミナー , 2023.12.
82） 能瀬 さやか . 女性アスリートの骨粗鬆症の現状と対策 . 第 27 回埼玉県骨粗鬆症研究会 , 2023.11.
83） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニングについて . 日本競輪協会 , 2023.11.
84） 能瀬 さやか . 女性アスリートの無月経に対するホルモン療法の実際 . NSCA ジャパン特別セミナー , 2023.11.
85） 能瀬 さやか . 女性スポーツ医学（性成熟期）. 日本スポーツ協会令和 5 年度第 1 回女性スポーツサポート研修会 , 
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2023.11.
86） 能瀬 さやか . 思春期女性に対するホルモン療法の実際 . 山形内分泌代謝研究会・第 19 回山形県生殖生理研究会 , 

2023.10.
87） 能瀬 さやか . スポーツに参加する女性の健康課題とその解決に向けて . 筑波大学スマートウェルネスシティ政策

開発研究センター , 2023.10.
88） 能瀬 さやか . 思春期女子とスポーツ . 日本家族計画協会 第 91 回思春期保健セミナーコースⅠ（e ラーニング）, 

2023.9.
89） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . 一般社団法人日本トップリーグ連携機構（ルートインホテ

ルズブリリアントアリーズ（V リーグ））, 2023.9.
90） 能瀬 さやか . 婦人科疾患に対するホルモン製剤の使い方 ―低用量ピルの使い方を中心に―. 星薬科大学認定薬剤

師研修 , 2023.9.
91） 能瀬 さやか . 医学とスポーツ界に関わる立場から . 青森県立八戸高等学校創立 130 周年記念特別講演 , 2023.8.
92） 能瀬 さやか . 女性アスリートのコンディショニング . 一般社団法人日本トップリーグ連携機構（NEC レッドロケ

ッツ）, 2023.8.
93） 能瀬 さやか . 女性アスリートのヘルスケア . 東京大学産婦人科学教室（厚労省ヘルスケアラボ）, 2023.8.
94） 能瀬 さやか . 女性とスポーツ . 日本パラスポーツ協会上級パラスポーツ指導員養成講習会 , 2023.8.
95） 能瀬 さやか . 女性のコンディショニング . DK ピラティスジャパンオンラインセミナー , 2023.8.
96） 能瀬 さやか . 体全体と向き合うための思春期のヘルスケア教育 ―思春期の児童生徒やアスリートに必要なヘルス

ケア教育のあり方について . 八戸市中学校教育研究会 保健体育・保健教育研究会 , 2023.7.
97） 能瀬 さやか . 女性アスリートにおける月経対策の現状 . 第 10 回柔道医科学研究会 , 2023.7.
98） 能瀬 さやか . 女性とスポーツ . 日本パラスポーツ協会パラスポーツコーチ養成講習会 , 2023.6.
99） 能瀬 さやか . 女性のための健康科学ーみんなに知ってほしい女性の健康問題ー . 第 103 回バイオメクフォーラム

研究会 , 2023.6.
　100） 能瀬 さやか . スポーツとジェンダー . 東京大学男女共同参画 , 2023.5.
　101） 能瀬 さやか . 女性アスリート特有の健康問題 . Kobe Sports Medicine Seminar, 2023.4.
　102） 濱井 彩乃 , 近藤 慶太 , 高岡 沙知 , 福嶋 一剛 , 丸岩 侑史 , 萩原 怜奈 , 大友 彩加 , 佐藤 真樹 , 松浦 由生子 , 江波戸 

智希 , 小倉 彩音 . 若手企画セッション . 第 34 回日本臨床スポーツ医学会学術集会 , 2023.11.
　103） 半谷 美夏 . アスリートの腰痛 ―競技種目特性を考慮して―. 令和 5 年度奈良県医師会スポーツ医学部会講演会 , 

2023.12.
　104） 半谷 美夏 . スポーツ医学基礎（整形外科）. 2023 年度スポーツ栄養ベーシック＜オンライン＞講習会 , 2023.12.
　105） 半谷 美夏 . 運動のためのメディカルチェック－整形外科系 . 公益社団法人日本整形外科学会 第 50 回スポーツ医

学研修会（総論）, 2023.9.
　106） 松田 知華 . 研究者に求められる役割とキャリア ―いかにバランスを取りキャリアを考えるか―. 若手の会第 4 回

セミナー , 2024.3.
　107） 三浦 佳祐 . メディカルコンディショニング（トレーナーの知識）飛込 . 2023 年度公認水泳コーチ 4 養成専門科目

講習会 , 2023.11.
　108） 三浦 佳祐 . 柔軟性向上トレーニングとウォーミングアップの理論 . 新宿医療専門学校 NSCA コース , 2023.6.
　109） 武藤 雅人 . オリンピックリフティングのエクササイズテクニック . トレーニング指導講習会 , 2023.7.
　110） 元永 恵子 . スポーツ医学 障がい者スポーツ . 令和 5 年度日本スポーツ協会公認スポーツ栄養士養成講習会 専門科

目＜後期＞講習会 , 2023.10.
　111） 山下 大地 , 山岸 卓樹 , 池田 克也 . 高強度インターバルトレーニングの理論と実践 . NSCA ジャパン S&C カンフ

ァレンス 2023, 2023.12.
　112） 山本 悠介 . スポーツ情報処理Ⅲ . 日本スケート連盟スピードスケートエリートアカデミー講義 , 2023.9.

8.	 受賞
　1） Tachiya Yasuhisa. Recognition of Your Contribution to Our Course, Ho Chi Minh City University of 

Physical Education and Sport, 2023. 12.

　1） 相原 伸平 , 坂井 宝 , 塩野谷 明 . SI2023 優秀講演賞 , 計測自動制御学会 , Wheel Tack: 車いすスポーツの直進性
と旋回性をセンシングする単眼ビジョンシステム , 2023. 12.

　2） 相原 伸平 , 坂井 宝 , 塩野谷 明 . 研究奨励賞・阿部賞 , 日本生体医工学会 , 単眼カメラを用いた跳躍動作時の床反
力推定手法の開発 , 2023. 5.

　3） 池田 克也 , 岡元 翔吾 , 田中 修二 , 山﨑 和也 , 新地 弘太郎 , 金戸 華 , 山下 大地 . 優秀研究賞 , 日本トレーニング
指導者協会 , 1 軸フォースプレートを用いたカウンタームーブメントジャンプ測定評価方法の考察 , 2023. 12.

　4） 坂井 宝 , 相原 伸平 , 塩野谷 明 . バリアフリーシステム開発財団奨励賞ファイナリスト , ライフサポート学会 , 車
いすスポーツにおける直進性及び旋回性を評価可能なビジョントラッキングシステムの開発 , 2023. 9.

　5） 笹代 純平 . 令和 5 年度青森県立保健大学特別奨励賞 , 青森県立保健大学 , 2024. 3.
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　6） 曽根 良太 , 玉井 伸典 . 優秀ポスター賞 , 日本唾液ケア研究会 , 高精度かつ簡便な唾液中分泌型免疫グロブリン A
の評価法の検討 , 2023. 11.

　7） 能瀬 さやか . 第 26 回秩父宮記念スポーツ医・科学賞功労賞 , 日本スポーツ協会 , 2024. 1.
　8） 能瀬 さやか . ウーマン・オブ・ザ・イヤー 2024 大賞 , 日経 BP, 2023. 11.
　9） 能瀬 さやか . 第 15 回ヤマハ発動機振興財団スポーツチャレンジ賞 , 公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団

, 2023. 6.
　10） 水島 諒子 , 中田 由夫 , 石 雨彤 , 万 佳偉 , 元永 恵子 , 亀井 明子 , 藤原 昌 , 中村 有紀 , 小井土 正亮 , 玉井 伸典 , 

三ツ橋 利彩 , 佐久間 彩 , 早川 竜太 , 清水 和弘 . 若手学会優秀発表賞 , 日本栄養改善学会 , アスリートを対象とし
た栄養講習の有効性検証：ランダム化比較試験 , 2023. 9.

11） 山形 一真 , 小出所 大樹 , 中尾 学人 , 福與 千鶴 , 谷口 圭吾 . 大会長賞（第 74 回北海道理学療法士学術大会）, 公
益財団法人北海道理学療法士会 , サポーターによる外的圧迫が大腿直筋の伸長ストレスに与える影響 , 2023. 12.

12） 山下 修平 . 令和 5 年度茗渓会賞 , 一般社団法人茗渓会 , 2024. 3.

9.	 産業財産権
　1） 鈴木 啓人 , 山内 優輝 , 武政 徹 , 高木 英樹 , 前田 清司 , 妙圓園 香苗 , 白井 隆長 , 川合 英介 . 株式会社ニップン , 

国立大学法人 筑波大学 , 肉体的疲労及び疲労感を予防または改善するオレアナン型トリテルペンを含有する組成
物 , 特許 7371851, 2023. 10.
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